















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　視聴覚準備室は緊張感に包まれている。

　部屋の中央には長机が二つ並べられ、島のようになっている。その上には大きなＰＣとモニター、そして色鮮やかなマウスやキーボード。それらがこの薄暗い部屋の中、幻想的な光を放ち、生徒四人の緊張感ある表情を浮き彫りにしている。

　ここはゲーム部の部室だった。画面には、様々な有名企業のロゴが代わる代わる映し出され、ヘッドセットを被った部員達は、それを神妙な面持ちで眺めている。

「アクセス解析中」

　音声をきっかけに、ログインを促すアイコンが表示される。静かな部室の中に、マウスを操作する音だけがこだまする。

　画面上に表示される参加人数がどんどん増えていく。待機場所に表示された生徒達のキャラクターは一箇所に集い、パーティーを組んだ。予め提出してあるユーザー情報と参加者情報が一致すると、キャラクターネームがブルー表示に変わった。

「み、みんな。緊張してない？」

　画面にはローディングバーが大きく表示されていた。「ダイブインまで待機中」という表記が印象的だ。ゲームへの没入感を高める仕掛けを前にして一気に緊張したのか、灯里あかりがメンバーに様子を尋たずねる。

「私は大丈夫です」

　冷静な悠ゆ珠ずの声に、明るい美み月づきの声が続いた。

「灯里センパイが一番緊張してそう」

「大丈夫だよ灯里、僕達は、灯里を信じてる」

　続く琢たく磨まが、モニター越しに親指を立てる。

「何があっても灯里の指示には従うから。頑張ろう」

　琢磨はそう言って、不安そうな灯里に笑いかけた。灯里の顔が紅こう潮ちようし、メガネが白く曇っていく。

「参加者全員のログインを確認しました。これより、ダイブインを開始します」

　そのアナウンスによって、部室内の緊張感が一気に高まる。

　俺は顧問として、皆が集中しやすいよう、照明の明るさを一層下げた。それに合わせて、モニターに表示されるゲームの世界が鮮明に浮き上がってくる。

「ダイブイン・カウントダウン、開始。二八、二七、二六……」

　全員の画面に、大きな数字が表示され、カウントダウンされていく。

「皆。俺のボイスチャットはここまでだ。日頃の練習を思い出せ。お前達は誰にも負けない技術を身に着けた。それは俺が保証する。では、健闘を祈る」

　俺は信じている。彼らが、必ずや苦難を乗り越えてくれることを。

「ダイブイン・カウント・ゼロ。Ｇ甲子園地区予選、開始します」

　直後のアナウンスをきっかけに、俺からの音声は遮しや断だんされた。

「頑張れよ、お前達」

　その言葉はきっと届かなかっただろう。

「──美月。お前ならできるさ。俺はちゃんと見てるからな」
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　①　俺がゲーム部の顧問になったわけ






　夕刻。突然校長室に呼び出された俺、現代文教師「斉さい藤とう太ふとし」は狼ろう狽ばいしていた。

　入室してから、既に数分が過ぎた。呼び出した張本人の校長はソファチェアごと背中を向けて無言を貫つらぬいており、何やら只ただならぬ雰囲気である。

　──ああ、俺、何かやったかな。

　日頃の行いを振り返るが、思い当たることが多すぎて、逆に見当がつかない。

　──やっぱり二日酔いで学校に来るのは、教師としてまずかったよなぁ。遠慮なくゲップとかかましてたし。

「斉藤君」

　校長は彼方かなたに話しかけてから、ゆっくりと振り向き、その立派なデスクに両りよう肘ひじで頰ほお杖づえをついた。差し込む夕日が校長の顔に絶妙な陰影をつけている。メガネなんてほとんどサングラス状態だ。

「君をここに呼んだのは他でもない」

　まるでどこかのアニメのボスのような語り口調だ。よく見れば、顔も声もそっくりじゃないか。それにしても、偉い人の登場というのは、どうしてこうも濃厚なのだろうか。もっと普通に登場してほしい。あまりの口当たりにゲップが出そうだ。

「昨今のゲーム事情について、君はどう思う？」

　このまた抽象的な切り出し方が、「いかにも」な感じだ。答えようにも、的まとが広すぎる。きっと娘にも「最近どうだ」とか聞いてしまうタイプなのだろう。

「と、おっしゃいますと……」

　ほとんど反射的に頭を掻かき、笑顔を作った。社会人必殺の「すっとぼけ」作戦である。こんなときは下手に答えないのが正解だ。

「ふむ」

　校長は陰影のしっかり利いたメガネを人差し指で直し、重苦しい眼光を向けてくる。

「先の国会の発表、すなわち競技ゲーム甲子園の開催決定に伴い、全国的にゲーム講師の採用が進んでいるが、その点で言えば我が校、私し立りつ田でん園えん調ちよう布ふ白はく鷲しゆう高こう校こうは既に後こう塵じんを拝している。伝統だけではなく名誉、そして何より、功績を重んじる我が校としては、これは看過できる事態ではない。……そうは思わないかね？」

「はぁ……」

「ついては早急にゲーム部を正式な部活動として立ち上げ、その強化に取り組まなければならないわけだが、うむ……」

　──ゲーム部。

　昨年より全国的に創部が相次いでいる、今一番ホットな部活だ。

　先日の国会で発表された「国力増強プログラム」の中には、未来を担う人材の育成という項目があった。中でも話題になったのが、世界に通用するｅスポーツ人材の輩出だ。

　ｅスポーツとはコンピューターゲームで行う競技のことで、多額の賞金を巡ってプロゲーマー達が鎬しのぎを削っており、そのアツい闘いに世界中の観客が熱狂しているのだ。

　そんなｅスポーツがオリンピック公式競技に採用されたのを受けてのことだろう。驚きをもって迎えられたのはその予算の巨大さで、優秀な選手を輩出した教育機関には多額の奨励金が約束されており、また積極的に取り組む高等学校への援助も含まれていた。件くだんの競技ゲーム甲子園がそんな高校の生徒達の活躍の舞台として創られたことは明白だった。

　これを受けて、日本全国の高校という高校がゲーム部を立ち上げ、ゲーマーを顧問として雇い入れたり、ゲーム推薦入学が登場したりと、空前のゲームブームとなっているのだ。

　──なんで俺が高校生のときになかったんだよ。あれば絶対に入ったのに。ゲームをやって人から褒められるとか、まるで天国じゃないか。

「しかしだな。私はどうも納得がいかん」

　校長は眼光の鋭さを二割増しにした。

「世間を見てどうだ。流れに乗じて採用されるゲーム講師とやらは、学歴はおろか経歴もない。そればかりか、人の陰に隠れて生きてきたような、社会的弱者ばかりではないか。人が勤いそしむべきときに為なすべきを為さず、ゲームに逃げてきたような人間が、まるで水を得た魚のように世間を席せつ巻けんしている様さまを見ると、吐き気がする。だいたいなんなんだ、あの身なりは」

　身みも蓋ふたもないことを言うな、この人は。

　まぁでも、校長ほど真面目な人なら、そう思うものなのだろう。

　何を隠そう、大のゲーム好きのこの俺は、そんな世間の目が嫌で、先生になったのだから。

　死に物狂いで勉強して手にした「名門高校の国語教師」の肩書きを隠かくれ蓑みのに、毎晩ビール片手にエロゲーに悶もん絶ぜつする「クソロリコン野郎」を自認するこの俺様だ。そのレフトフィンガーの扱いで、そこいらの奴に負ける気がしない。

「あはは、たしかにそうですよねー」

　しかし、笑って返すしかない。

　今でこそゲーマーは、日本の未来を担う者として脚きやつ光こうを浴びてはいるが、校長の世代の目には、そんな現状の方が異常に映るだろう。社会の目の厳しさはよくわかる。かくいう俺も、それに屈して社会人としての体てい裁さいを大切にして生きてきた、ある意味で弱者だ。

　好きなものは好きで何が悪いんだ。それを掲げて生きていけるなんて、かっこいいじゃねぇか、チクショーめ。

　──なんてことは、さすがに言えない。

「斉藤君。私はこれでも、校長という職務に責任感を持って当たっている。どこの馬の骨かわからん若造に、本校の純真な生徒達の行く末を任せる気になど、到底なれない。……そこでだ」

　校長はそう言って背もたれに寄り掛かると、大げさに足を組んだ。

「聞けば、君は学生時代、ゲームの大会に出場していたそうじゃないか」

　どこで調べたんだ、そんなもの。当然、履歴書にそんなことは書いていない。

「本校はその伝統ゆえ、人材の採用についても慎重でな。教養を重視するあまり、ゲームという文化に慣れ親しんだ教職員が他にいないのだよ。もちろん、そういった職員を新たに雇用するつもりもない。君なら、本校の教職員としての品性をもって職務に就ける、まさにうってつけの人材ではないかと思うのだよ。どうかね？」

　そのメガネが一瞬光った、ような気がした。

「いやあ、そんな重大な役目、俺、じゃなくて、私のそれは趣味のようなものですしー、ははは」

　部活動の顧問だと!?

　冗談じゃない！　貴重なゲームライフが削られてしまうではないか。ゲームは一人でやりたいタイプなんだ、俺は。

　──本校の未来など、知ったことか。

「やはり私には荷が重──」

　俺がそう切り出したタイミングだった。

「ん、よく聞こえなかったが、どうなんだね」

　低音が利いたその問いかけが、俺の辞退のセリフをかき消していく。

　そうか。これが「社会人あるある」の圧迫面接というヤツか。俺には拒否権など端はなから用意されていなかったのだ。

　──だが。だがしかし、だ。

　俺はそんな社会に屈したりはしない。ここは男を見せるのだ！

「あ、いえ、はい、光栄です。是非、やらせてください！」

　ああ、言ってしまった。

「素晴らしい。さすがは私が見込んだ男だ。君のような教師が本校にいることを、誇りに思うよ」

　一度口にしたことは取り消せない。

　ＰＣのようにCtrl＋[image: ]でいつでも直前に戻れる、なんてことはないのだ。




　白鷲高校現代文教師、斉藤太、二五歳、独身。

　名だたる名家の坊っちゃん・お嬢様達を飢えた野獣のようなゲーマーに調教する、鬼畜教師が誕生した瞬間だった。





　②　最初の生徒






　それは週明けの月曜日、急きゆう遽きよ執り行われた全校集会で、校長自らによって発表された。

「──よって、白鷲高校はゲーム部を創部する。ついては希望者は──」

　同時にその顧問として俺、斉藤太が紹介されることとなった。

　白鷲高校は今年で創立六○年を迎える学校法人白鷲会の高等学校部門だ。その生徒数は四五○人程で、校舎の規模の割には少ないが、逆に教員数は多い。

　これはゆとりある環境での教育を謳うたう本校の教育方針に則のつとったもので、それにより教育がよく行き届き、その生徒の品位の高さは全国に知れ渡っている。おかげで高い学費にもかかわらず人気は抜群で、熾し烈れつな受験競争が本校の学力をさらに押し上げている。本校の制服が着られるということは、一種のステータスなのだ。

　対して本校の中等部は八○○人と倍近い受け皿を持つため、エスカレーター式に高校へ上がっていくためにはライバルを蹴落とさなければならない。友人と離れたくなければ優秀な成績を収める必要があり、自ずと進んで勉強する環境が整う仕組みだ。

　高等部への進学者の八割は同校中等部出身ということだから、外部からの入学はさらに狭き門だ。ゆえに、生徒の自尊心もとても高い。

　高等部の男女比率は三：七で、女子生徒の方が多い。ちなみに教員の男女比は一：九で、もちろん男が一だ。

　そんな環境で若い男性教師はモテモテに違いない──。

　そう思ったあなたは甘い。

　そもそも俺はリアルの女子高生にモテようなどとは思わない。これは別に斜しやに構かまえているわけじゃないぞ。女子高生にモテるためには身だしなみを整える必要があって、健康さのアピールのために体も鍛きたえなければならない。俺はそんな金があればガチャを引くし、そんな時間があれば一体でも多くのモンスターを狩る。別にモテないことの言いわけではないから、諸君らは勘違いしないように。




「斉藤先生」

　翌日。職員室で話しかけてきたのは石いし橋ばし先生だ。

「ああ、石橋先生、おはようございます」

　俺は軽く会え釈しやくした。

　グレーのスーツから覗くブラウスは今日もボタンがはち切れそうだ。

　メガネで巨乳。つまりそういうことだ。

「事務の方からこれを預かってきまして。斉藤先生にお目通しいただきたくて」

「おお！　それは！」

　俺は思わず立ち上がって、その華きや奢しやな手からプリントを受け取る。

「指定の場所に運び込んであるから確認してほしい、とのことですよ」

　その上に書かれた文字を斜め読みで確認する。さすがは校長、仕事が早い。

「見慣れない単語がたくさん書いてありますね……。H,E,F,O,R,C,E……ヒーフォ……？　これはなんなんですか？」

　石橋先生が不用心に覗き込んでくると、その豊満な感触が俺に幸せをもたらす。

　やはり年上はいい。

「Heforce、ですね。これはパソコンの部品なんですよ」

「はぁ、パソコンの」

「そう、こいつがあるのとないのとでは大違いでして。組み込むのが今から楽しみですよ」

「え、パソコンって、組み立てられるんですか？」

　先生は、わぁとわかりやすく驚いてみせる。その仕草が実年齢をわかりにくくしているところが、石橋先生の魅力だ。

「ええ、ゲームをプレイするには、市販のＰＣでは力不足な場合が多いですからね。まして、ゲームで競い合うならその性能には妥協できませんから」

　納品されたHeforce X80Tiはグラフィック性能を飛躍的に高める部品で、市場でも八万円を下らない高級部品だ。その他にも高価格な部品が名を連ねている。

　ゲーム部を創部するにあたり、その機材の選定を一任された俺は、どうせならということで、これでもかというハイスペック部品を書き出し提出した。その指定どおりに納品されているところが、本校の事務の恐ろしいところだ。数台用意したせいもあって、これだけで軽く二○○万円を超えている。

「斉藤先生、凄い！」

　石橋先生は急に俺の手を握ってきた。

「パソコンの部品は小さくて複雑と伺いました。それをこの手で、組み立てるなんて……」

「あ、あの、先生？」

「先生の手はとても……優しくて、繊細なのでしょうね……。触れたら壊れてしまいそうな小さな部品達を、その指で……」

　石橋先生のアツい視線がその指先に注がれている。

「……は！　し、失礼しました、斉藤先生。ごめんなさい、私ったら……」

　今日の石橋先生はなんだかおかしい。だが周囲を見渡すと誰もその様子を気に留めていないようだ。

「いえ、いいんですよ、ははは……」

「じゃあ」

　石橋先生は立ち去ろうとしたが何かを思いついたのか、立ち止まってあたりを見回してから、俺に耳打ちをした。

「今度、ゲームのこと、詳しく教えてくださいね」

　魅惑的なセリフが甘い吐息とともに俺の耳へ吹き込まれる。俺は一瞬、天国を見た。

「ふふ、授業に遅れてしまいますよ、先生」

　そう言って俺のエンジェルは去っていった。

　──部活動の先生か。悪くないかもしれない。




　豚もおだてりゃ木にも登るらしいが、俺の場合は女性の黄色い声がその原動力らしい。

　部室は視聴覚準備室が割り振られた。ネット環境が高度に整った同部屋は、使用目的に最適だ。訪れてみれば、納品されたＰＣパーツのダンボールが敷き詰められていた。

　石橋先生の言葉ですっかり気を良くした俺は、授業の空き時間に納品された機材のチェック、そしてＰＣの組み立てまでを少しずつこなしていき、放課後に入る頃には主要なＰＣのほとんどを組み立て終えていた。手軽かつ高速化したセットアップ作業に時代の進歩を感じずにはいられない。否が応でもテンションが上がる。

　一方で、俺は少し不安だった。これだけ高性能なＰＣを揃そろえておきながら、無駄になったりしないか、と。

　本校は由緒正しきお坊ちゃん・お嬢様学校だ。青春とは勉学と運動に内包されている、そんなことを本気で言ってしまいそうな教師陣、そしてそれに染まりきっている生徒達。もっと言えば、保護者達もそんな教育方針に惚ほれ込こんで、高い学費を承知で子ども達を送り込んでくるのだ。

　そんな学校から、ゲーム部に入りたい、なんて生徒が、果たして現れるのだろうか。

「まぁ、そんときゃそれで、俺が遊び倒してやるよ」

　せっかく経費で用意してもらったのだから、無駄にしてはならない。生徒が使わないなら、教師である俺が使えばいいのだ。そう開き直れば、快く購入を許可してくれた校長への罪悪感が、少しは薄れる気がした。

　そんなＰＣのスペックをさっそく試すべく、ゲームのインストールを行っていたときだ。

「失礼します。斉藤先生、いますか？」

　ノックとともに現れたのは俺のエンジェル、石橋先生である。

「石橋先生」

「わぁ、本格的ですね」

　ゲーム用のＰＣは全体的に黒いカラーリングが主流で、そこに浮かび上がる赤や青のインジケーターランプが未来的な雰囲気を醸し出す。石橋先生はまるでアトラクションを楽しむかのように、それらを眺めている。

「早く使えるようにしたくて、つい、頑張ってしまいましたよ」

「でも、残念」

「え？」

　上うわ目め遣づかいのエンジェルは、いじけたように言う。

「組み立てているところ、見たかったのに」

　なんと──！　俺としたことがぁああ！　痛恨のミス！

　せっかく俺のレフトフィンガー捌さばきを見せつける良い機会だったというのに！

「それはそうと、斉藤先生」

　動揺を隠せない俺をよそに、彼女は閃ひらめいたように言うのだった。

「校長先生が呼んでましたよ。時間があるときでいいから、って」




　社会人において組織長の「時間があるときでいい」とは「今すぐ来い」という意味である。

「失礼します」

　ノックして、すぐに返事があったので入室すると、校長が窓から景色を見下ろしていた。その佇たたずまいはどこかのラスボスのようだ。

「納品書、確認いたしました。さっそくの手配、ありがとうございます。商品も問題なく納品されておりました」

　相手の心証を良くするためには、謝辞、謝罪を先んじて行うことだ。

「それは良かった。事務にやらせたが、何分その手のものは扱ったことがないのでな。ずいぶんと心配していてね、さっそく伝えておこう」

　校長はそう言うとこちらに振り返る。ちょうどその背中に窓が重なっていて、まるで後光が差しているようだ。間違いなくレベル一○○以上はある。

「君は仕事が早くて助かるよ」

「いえ、そんな。私も楽しみにしていたので」

　俺の謙けん遜そんに、校長は、「フッ……」と笑った。やだ、かっこいい。

「さて、部員の件だが、さっそく関心を示す者が集まっているようだ」

「それは」

　いいですね、は言わないのもポイントだ。

「各担任には志願理由を確認の後、手引きを頼んである。早ければ本日中にでも部室に現れるだろう。部室の準備は順調か？　大変なようなら、言ってほしい」

　放つ雰囲気とは裏腹に、部下を気遣う姿勢は上司として素晴らしい。どうやら俺は上司に恵まれたようだ。こんな大人になりたいものだ。ラスボスの雰囲気は抜きで。

「お気遣いありがとうございます。主な準備は既に終えていて、残すところは細々とした部分でして」

「ほう」

「志願した生徒が早めに部室に来てくれるようなら、手伝いをお願いしてみます。ＰＣの構造を知っておくことは、ゲーマーとして大切なことですから。もし何かあれば、改めてこちらから相談させていただきます」

「そうか、うむ、遠慮なく言いたまえ。……ときに斉藤くん」

　校長はゆっくりと歩き、俺の前に立った。

　近い。

「私は、オリンピックの舞台に立つ人材が、本校から現れることを期待している。……手を焼くこともあるだろう。……特にあの子は……」

「？」

「いや、なんでもない。大変なことだとは思うが、頑張ってくれたまえ」

「ええ、ああ、はい、わかりました。精一杯、努めます。それでは失礼します」

　校長の言いかけたことが気になったが、校長室を後にした。




「手を焼かせる生徒、か」

　部室へ戻る道すがら、その校長のセリフが脳内でリフレインする。

「ゲームだったら、完全にフラグだよな、あれは」

　俺は担任のクラスを持っていないが、その分、授業を受け持つ範囲は広い。記憶を辿るも、しかし特に該当しそうな子は思い当たらなかった。

　まぁ生徒の本質や悩みなんて、授業を受け持つだけじゃわからないから、目につくといえば身だしなみくらいだろう。とはいえそれも、本校の校風からか、派手に垢あか抜ぬけた生徒は見ない。

　世間でいうギャルなんて、本校には存在しないのだ。

「ま、なんとかなるだろ。なんせ、ゲームやるだけなんだし」

　そんなことを考えながら部室の戸を開けた俺を、あり得ない光景が待ち受けていた。

「──え？」

　眼の前に、ギャルがいた。

　俺は思わず後ずさりして、教室の札を確認する。間違いなくそこには、視聴覚準備室と書いてある。

　俺は黄昏たそがれに霞かすむ目を擦こすって、もう一度その室内をよく見た。

　間違いない。女子生徒が椅子の上に体育座りしている。

　彼女の前に設置されたモニターには、先程俺がインストールしたゾンビ系ホラーゲームのデモが映し出されている。それを食い入るように見ているのだ。よく見れば彼女が装着しているヘッドホンは俺の愛用品じゃないか。

　おわかりいただけただろうか。

　つまり俺の前には、勝手に部室に侵入した挙げ句に他人のヘッドホンを断りなく身に着け、椅子の上に体育座りをして綺麗な太ももを見せびらかす、ゾンビに夢中なギャルがいるのだ。俺には全くわからない。
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　俺はため息とともに頭を掻いた。垢抜けた身なりだが、制服は間違いなく本校のものだ。こんな生徒がいたとは。

「おい、君」

　声をかけるも、返事がない。もちろんそいつはただの屍しかばねではなく、ちゃんと生きている。

　思い出したが、そのヘッドホンには抜群の遮しや音おん性せい能のうを誇るノイズキャンセリング機能がついており、おかげで話しかけられても気づかないことも多かったりする。彼女は今頃、没入感たっぷりのゲーム体験真っ只中なのだろう。

「ったく、しょうがないな。おーい」

　彼女のそばに寄るが、気づく気配はない。なんだかシカトされているようで悲しい。高すぎる遮音性も考えものだ。

　しかしこのまま放っておくわけにもいかない。本校の生徒なら、ちゃんと指導しなくては。

「なぁ君、いい加減に──」

　そうして彼女の肩に触れた瞬間だった。

「ひゃっ！」

　彼女は悲鳴を上げ、立ち上がった。反動で椅子が大きな音を立てて倒れ、ヘッドホンが吹っ飛んでいく。

「おお、すまん」

　あまりに大きなリアクションに俺も少し驚く。ゾンビに夢中だったから驚いたのか、それとも、異性に少し触れられただけでこうなるほどウブなのか。

　だがヘッドホンを拾い上げて再び彼女を見たとき、それがいかに軽薄な考えだったかを俺は知った。

　──彼女は両肩を抱き、震えていたのだ。

　それはまるで、防御体勢。犯罪者と対たい峙じしたときのように、恐怖に歪んだ目で、俺を見つめていたのだ。

「お、おい大丈夫か。怖がらせてしまったなら謝る。大丈夫だから」

　彼女は俺の胸元の教員カードを見つめて、深呼吸する。徐々に落ち着きを取り戻していき、一旦閉じられたまぶたが再び開いたときには、震えは止まっていた。

　そして彼女は一呼吸置いてから口を尖らせ、小声で言った。

「いいところだったのに」

「いいところだったのに、じゃない。部外者立ち入り禁止だぞ、ここは」

　いじけてみせる彼女に対し、大人の威い厳げんをもって応戦する俺。しかし返ってきたのは、生意気な視線と、意外な言葉だった。

「部外者じゃないよ、あたしは」

「なに？」

「だってここ、ゲーム部でしょ」

　先程までの気弱さは微み塵じんもない。少女は俺の目の前に立ちはだかった。

「一年Ｅ組、櫻さくら井い美み月づき。入部希望」

　茶色のセミロングから覗くそのつり目が印象的な、今風な女の子。

　櫻井美月は、挑発的な表情で言い放った。

「あたし、留年しそうなの」




　──後の競技ゲーム甲子園で、ある女性プレイヤーが注目されることとなる。常じよう軌きを逸いつしたそのプレイは対戦相手を恐怖で震え上がらせ、観衆を熱狂させた。

　──ついた通り名は、「ＦＰＳのバーサーカー」。




「ね、助けてよ。太センセ」





　③　櫻井美月の事情






　その一方的な発言と態度にすぐに返答できなかった俺をよそに、櫻井美月はＰＣのモニターを覗き込んでいる。髪を耳にかける仕草がちょっとだけ色っぽい。

「最近のゲームってすごく綺麗なんだねー。リアルってかんじ」

　明るめの髪、パーマと思われるウェーブ、ブラウスは第二ボタンまで開け放たれ、そこにあるはずのネクタイがない。学校指定外のカーディガンを腰巻きにし、スカート丈は膝ひざ上うえを通り越して股下から測った方が早そうな程短い。本校の生徒にしてはかなり攻めた格好、というか校則違反だ。

「ね、これいつになったら遊べるようになるの？」

　無邪気に尋たずねてくるが、やはりその表情はどこか生意気だ。

　印象的な切れ長の目と長いまつ毛がそう思わせるのだと気がつくのに、少し時間がかかった。

「えっと、櫻井さん、だっけ」

「そう、櫻井美月。美月でいいよ、太センセ」

「そうか、じゃあ櫻井」

　櫻井美月はペースを崩されキョトンとしている。

　人心の掌しよう握あくは最初が肝心だ。教師たるもの、なめられてはいけない。

「制服をちゃんと着なさい。ネクタイは？　カーディガンは着ないならカバンにしまいなさい」

「暑い。ネクタイは肩かた凝こる。カバンは教室に置いてきちゃった」

　ならば何故カーディガンを持ち歩く必要があったのだろうか。

「……せめて第二ボタンは留めなさい」

「ふーん、わかった」

　美月はわざわざ俺の近くに寄り、上目遣いで見つめながらそのボタンを留める。

「意外とカタブツなんだね、センセ」

　俺はため息をついた。

　──なるほどね、こういうキャラか。

　はじめの反応は少し気になったが、そんな様子は今は影も形もない。そして、生徒が挑戦的な態度を取る理由には、相場がある。

「櫻井、人を試すのはやめなさい」

　そう言うと、美月は目をまんまるにしたあと、盛大に吹き出した。

「あははは！　センセ、面白いね！　超偉そう！」

　そのセリフをそのまま返してやりたかったが、ここは黙っている。たいていの女子生徒は男性教諭に対してぞんざいだが、この櫻井美月はその中でも突き抜けているようだった。生意気な少女をかわいいと思えるのは、二次元の中だけだ。

「ごめんね、センセ。そんなつもりじゃなかったの。でも良かった、なんか安心しちゃった。これからもよろしくね」

　美月はスカートのポケットから半分に折おり畳たたまれた入部届けを差し出した。少ししんなりしているあたり、暑いというのは本当だったようだ。先程までとは打って変わって、カラッと晴れたような笑顔が眩まぶしい。

「一応聞く。ここがどんな部活か、わかっているか」

「ゲームをやる部活でしょ？」

「テストなら△だ。重要な要素が抜けている」

「じゃあ、競技ゲーム甲子園に出場するためにゲームをやる部活。ね、座っていい？」

　美月は返事を待たずに、倒れた椅子を起こしてＰＣの前へ腰掛けた。

「○だ。ところで、さっき留年がどうとか言ってなかったか」

「言ったよ」

「留年しそうなら部活動なんてしている場合じゃないんじゃないのか？」

　美月は口を尖らせながら言う。グロスが塗られて、プルプルだ。

「足りないのは成績じゃなくて出席日数だから。ゲーム部で優秀な成績を収めたら進級させてくれるって。……聞いてない？」

　聞いてない。

「……それは誰が言ったんだ？」

「コーチョーセンセー」

　ふと校長の言葉が頭をよぎった。

　──ときには手を焼くことも──。

　なるほど。

「それが櫻井の入部動機か？」

「うん、そう」

　小さく「それだけじゃないけど」と聞こえた気がした。

　いかにもＰＣゲームとは無縁そうな少女がこの部活を選んだ理由はわかった。もとより年度途中に立ち上げられた部活だ、校風から言っても入部希望者が大勢いるとは思えなかったが、しかし、最初の一人がこんないわくつきとは。これは部員のモチベーションを上げてやるのにも苦労しそうだ。

　となれば、真意を見定めておかなければなるまい。

「単位が足りなくなるほど穴を空けるなんて、どんな理由だ？」

　俺はあえて、本人が一番聞かれたくないであろうことを、単刀直入に聞いた。

「遊んでいたなら自己責任だと思うが。進級にそこまでこだわるなら、最初から頑張っておけばよかったじゃないか」

　そう言うと、美月は急にシリアスな雰囲気になる。

「……頑張ったもん……」

「え？」

「あたしにだって色々理由があるって言ってんの」

　苛いら立だちを隠そうともしない美月に、俺は戸惑う。

「理由を聞いてもいいか？」

「それは……」

　美月は急に弱気になる。肩を細腕で抱いて、その目に潤いが溢れている。

　──泣く。

　美月の「助けてよ」が頭をよぎった。




　そんなときだ。

「失礼します」

　その声に振り向けば、女子生徒が立っていた。

「お取り込み中、申し訳ありません。ゲーム部の部室はこちらでしょうか」

　流れるような滑舌と柔らかな声。その女子生徒は美しい所作でお辞儀をし、艷やかな黒髪がなびく。

　俺はその少女の姿を見て驚いた。なぜなら、彼女は学年一の有名人にして、とうていこんな部活にはそぐわない存在だったからだ。

「一年Ａ組、神かん崎ざき悠ゆ珠ずです。ゲーム部に入部したく、参りました」

　神崎悠珠。驚くほど艷やかで真っすぐな黒髪と、白い肌、小柄で愛らしいその容姿。今季の一年生の中、最高得点で入学を果たし、同時に生徒会書記に就任した才女。

　一見ゲームとは無縁の、全てのロリコン需要を満たすような、貧乳少女。

　このときの俺は想像できなかったのだ。健康優良な彼女に、あんな才能があったとは。

　そしてそれを開花させてしまうのは、この俺なのだということを。

「我が校の繁はん栄えいのため、全力を尽くす所存です。よろしくお願いします。斉藤先生」




　──競技ゲーム甲子園にはその高いエンターテインメント性から多くのファンが生まれた。そして、一部の層の圧倒的な支持を集める、裏アイドルが誕生するのだ。




「共に高みを目指しましょう」

　人は彼女をこう呼んだ。




　──デビル・サマナーと。





　④　初めての部活動　美少女を添そえて






「あら、既に入部希望の方がいらしたのですね」

　悠珠は二つ折りになった入部届けをブラウスの胸ポケットから取り出し、それを俺は受け取った。全くシワが寄っていないところが悲しい。いや、むしろ喜ばしい。

「あなたは確か、櫻井さん。Ｅ組の」

　美月は目元を擦ると立ち上がり、その挑発的な目を悠珠に向けている。弱った姿を見せたくない、という気丈さが、教師の俺には微笑ましい。

　なぜ第二ボタンをもう一度開けたのかはわからないが。

「櫻井美月。あたしは知ってるよ、神崎サン。生徒会の書記だもんね」

「よろしくお願いしますわ。共に励みましょう」

「入部って本気？　生徒会と掛け持ちなんて大変なんじゃないの？」

「ええ。でも、生徒会長にも頼まれていますし」

「へぇ、ゲームが好きだから、ってわけじゃないんだ」

　どういうわけか美月は牽けん制せいしているようだが、悠珠は全く動じない。その柔らかな笑顔が崩れることはなく、それが逆に怖い。

「以前から興味はありましたわ。せっかくの機会ですから。そういう櫻井さんはどうなのかしら」

「あ、あたしは、そりゃあもう、やりまくりよ」

　明らかな噓だった。

「まぁ！　ではきっとお上手なのでしょう。よかったら教えてくださらないかしら？　同学年の、しかも同性の方に教えていただける機会なんてなかなかないでしょうし」

「え、あ、ちょ」

　悠珠は美月の手を両手で握りしめた。その笑顔からは謎のキラキラが溢れている。

　対照的に美月の表情は謎の黒い縦線によってどんよりとしている。

「美月さん、って呼んでもいいかしら。私のことは悠珠と、呼んでください」

「よろしくね……えっと、悠珠」

　勝敗は決した。それが何の勝負かはわからないが。

「二人とも、たしかに入部届けは貰った。歓迎するよ。ようこそ白鷲高校ゲーム部へ」

　俺はそう言って二人に着座を促した。その前には青紫一色のモニターがある。

「よろしくお願いします、斉藤先生」

「よろしく、太センセ」

「それで、さっそくだがやってもらいたいことがある」

　指差した先には先程とは別のモニターがある。ＯＳのインストールを終えたばかりのユーザーアカウント管理画面だ。

「そこに、個人情報を入力してくれるか」

　そう言うと、悠珠が美しい姿勢で片手を上げていた。さぞかし育ちがいいのだろう。

「これは何の画面なのでしょうか。パソコンは扱ったことがありますが、初めて見ましたわ」

　無理もない。高校一年生で一からアカウント作成を含むセットアップ経験がある生徒は稀まれだろう。

　こういうとき、素直に誠実に答えてやるのが教師として大切だ、ということを俺はこの数年で学んだ。決してラノベの主人公のようにふんぞり返って「いい質問だ」とか「自分で考えてみろ」などと言ってはいけないのだ。

「これはアカウント作成画面だ。ＰＣを使うとき、ログインをするだろう。家庭や授業でＰＣを扱うときは既存のアカウントを用いるかもしれないが、それを一から作ってもらう」

「この画面の指示に従って入力していけばいいのですね」

「そうだ。注意点として特にパスワードは慎重に設定してくれ。間違っても名前＋誕生日なんて安直なものにしないように」

　率先して入力をしていた美月の背中がぴくっと揺れた。

「ゲームをプレイするためにも、このアカウントの入力作業はその都つ度ど必要になる。が、特にゲームにおいてはアカウント乗っ取りなんてことが横行しているからな。他人から容易に推測されるものを用いてはだめだ」

「はーい」

　間ま延のびした返事も美月のものだ。中空に指を回して何やら描いているが、おそらくパスワードでも考えているのだろう。

「今ログインしたＰＣが君達のものになるから」

「これが、私達のＰＣ……」

「……早い！」

　表示されたデスクトップ画面を見て、美月が驚く。

「超ハイスペックＰＣだからな。それにまだ何も入っていないからね」

「ＰＣってこんなに早く画面が表示されるものだったんだ……。あたしのスマホより早い」

　スマホより早い、というのが世代を感じる言葉だ。ＰＣ全盛期世代としては全く嘆なげかわしい。

「それが終わったら、こっちにもログインを頼む」

　指し示したのは、昼のうちに起動しておいたゲーミングノートＰＣ、ＭＯＮＳＴＥＲＷＡＲＥ－ＧＸだ。これはゲームのために作られた超高性能のノートＰＣで、家庭でも効率的な練習ができるよう備品として発注しておいたものだ。正直俺がほしい。

　そこからは基本的なＰＣの操作の復習、それの応用として、とあるゲームソフトのインストールを行った。

「先生、終わりました」

　悠珠の真っすぐな瞳がこちらを見据えている。かわいい。

「センセ、こっちも。あーつかれた」

　美月はそう言って肩をもみほぐしている。肩こりというのも本当のようだ。高校生のうちから肩こりだなんて、さぞ重いものをその身に抱えているのだろうと気になって目をやるが、ブラウスが透けていたので注視するのをやめた。

　俺はセクハラなんてくだらん理由でクビになるわけにはいかんのだ！

　だが読者のために「なかなかいいおっぱいだと想像できる」と付け加えておく。

　ふと時計を見ると、一八時になろうかというところだった。

「さて、じゃあさっそく宿題だ」

　美月があからさまに「げっ」という顔をする。悠珠はカバンから手帳を取り出しメモを取る姿勢だ。この応答速度で優等生かそうじゃないかの区別がつく。

「いやなに、神崎、メモはいらない。宿題といっても、勉強や何か調べてこいっていうんじゃない。ただ、ゲームで遊んできてもらいたいだけだ」

　その言葉に二人とも目を輝かせている。

　純粋っていいなぁ。壊したい。

「さっきインストールしたヤツがあっただろう。とりあえず、それを一時間、やってきてもらいたい。ノートＰＣは持ち帰っていいから」

　悠珠がまた真っすぐに手を伸ばしている。「はいっ」と聞こえてきそうないい挙手だ。

「先生、私はまだゲームの操作方法など教えてもらっていません。大丈夫でしょうか……」

「大丈夫だよ悠珠！　勉強じゃないんだから、やってみればなんとかなるって！」

「勉強こそ自分で答えを導き出すものでしょう？」

　美月のフォローは悪意ない迎撃によって見事撃沈した。

「そうだ神崎。櫻井の言うとおり、やってみればなんとかなる。そもそもこのゲームは複雑な操作を一切必要としないんだ」

「そうでしたか。ゲームというと複雑な操作を要求されるものだとばかり思っていました。弟はよくコントローラーをカチャカチャともの凄い音で動かしていましたので」

　なるほど、悠珠の弟はコントローラーの音がでかい奴、いわゆるカチャ勢か。

「モンパクより簡単？」

　スマホを持ちながら上目遣いで聞いてきたのは美月だ。親指は中空をぐるぐるとかき回している。

　モンパクとは『モンスターパック・ブロックス』という連鎖系パズルゲームの略称だ。丸型ブロックにはブサイクなモンスターのアイコンが描かれていて、それを移動させて数を揃えて消していくのだが、たいていは指をぐるぐるかき回していけば偶発的に連鎖したりしてクリアできてしまうので、俺はゲームだと認めていない。

「そうだ。それよりある意味で遙はるかに簡単だ」

「なーんだ、じゃあ超余裕じゃん」

　やはり純粋っていい。大切にしてやりたいと思う。

　世の中そんなに甘くない、と教えてやるのは教師である俺なのだが。

「そうだ、超余裕だ。管理上の問題もあるので、今日プレイしたら明日必ず持ってきてくれ」

「はーい！　ね、センセ。楽しかったら一時間と言わずもっとやってきてもいいの？」

　俺は最高の笑顔で答えた。

「ああ、それはもちろんだ」

　その返答に、美月の顔もぱぁと明るくなった。

　ふふ、やってみたまえ。できるものならな。

「それじゃ、今日はしまいだ。入部おめでとう！　明日、放課後にまたここに集まるように。では解散！」




　二人を見送った後、部室の戸締まりをして帰路についた。いつも立ち寄るコンビニで買ったのは、奮ふん発ぱつしてプレミアムビールだ。これが最高にうまい。

「あいつら、ちゃんとやってるかな」

　俺は教師人生で初めて、出勤が楽しみになった。早くあいつらの顔が見てみたい。そう思うと笑いが止まらなくなった。





　　　　◇






　美月は風呂から上がり、タオルで髪の水分を取りながら自分の部屋に入った。入り口には持ち帰ったカバンとＭＯＮＳＴＥＲＷＡＲＥが置いてある。

　これはまぎれもなく部活の備品だった。自分が再び部活というものと繋がりをもてることがなんだか嬉しかった。

「ちょっとやってみよっかな」

　ログイン画面を通り過ぎると、必要最低限のアプリのショートカットアイコンが左詰めで並んでいる。その中に、インストールしたゲームのアイコンがある。

　そのタイトルは『橙色の空、渡り鳥の君と』。

　少女は知らなかった。それが歴史に名を残すホラーゲームだということを。





　⑤　教育のためにはショック療法も必要だという提案






　翌日。今日はなんだか肌の調子がいい。心なしか笑顔になっている気がする。

　職員室で午後のためにちょっとした書類作成をしているときだ。

「斉藤先生、おはようございます」

　話しかけてきたのは石橋先生だ。俺はブラウスのボタンに向かって返事をした。

「ああ、おはようございます」

「なんだか、今日は楽しそうですね」

　石橋先生はそう言って「ふふっ」と笑った。朝からエンジェルに会えて俺は嬉しい。

「そうですか？　そんなことないですよ」

「ふふ、でも良かった。先生、いつもちょっとしんどそうだったから」

　それは多分晩ばん酌しやくを引きずっているからだろう。エンジンがかかり始めるのはたいてい午後からだ。しかしそんな自分の不摂生が気遣いをさせてしまっていたとは。これは社会人として反省せねば。酒はやめないけど。

「すみません、ただ昨日はよく眠れまして、おかげでこの調子です」

　俺は肩の高さまで上げた右腕を折り曲げた。その二の腕は残念ながら隆りゆう起きしない。

「元気で何よりです。では私は授業がありますので、また後で」

　先生はそう言って笑顔で職員室を出ていった。その胸に大切そうに抱かれた教材に、俺はなりたい。




　五月の中旬ともなると、十分に暑い。特に人が集う学校は顕けん著ちよだ。生徒達の制服の衣替えもなし崩し的に行われているようだった。

　こうなると、着崩しだとかの校則違反が目についてくる。

　顧問を受け持つと、そこらへんの指導も求められるようになる。ゲーム部に所属する生徒の素行が悪いと、その顧問の監督責任が問われるわけだから、今までのようにクラスも何も持たず、授業だけをこなせば良かったのとは、責任のレベルが違う。

　これは愛をもって、あいつらに接してやらなくちゃな。

　しかし人間は不思議だ。睡眠不足が解消されるだけでこんなにも聖人君子的思考に傾いてくるとは。ビール片手にゲス顔でエロゲーをプレイする普段の俺とはまるで別人のようじゃないか。多分きっと別人だ。




　そんなことを考えながら部室の前に辿り着く。カギは既に開けられている。

「みんなおはよう」

　ガラッと戸を開けると、既に二名の生徒、櫻井美月と神崎悠珠が座っていた。

　夕方なのに「おはよう」はおかしくないですか、とかツッコミは要らない。

「おはよー、センセ」

「こんにちは斉藤先生、お疲れ様です」

　しかし、いや、案の定、二人には覇は気きがなかった。

「ん、どうした、二人とも、元気がないな」

　俺はわざとらしくそう言って奥の席についた。二人は心なしかゲッソリしている。アニメならその額に青いフィルターが掛けられていたことだろう。

「んー、そうかな、ははは……」

　美月は気だるそうに肩を揉んでいる。

「ところで、二人共、ゲームはやってきたか？」

　俺の発言に、二人の時と間きが止まる。

「ええ、やってきました。しっかりと、一時間……」

「うんあたしもー、ね、意外とすぐだったかなー……ねぇ？　悠珠」

「ええ？　ええええ、面白いものですね、一時間なんて、本当、あっという間……」

　俺はニヤけそうな顔面を気合いで押しとどめる。

「そうか、思わずやりすぎて、睡眠不足になったりなんてしてないか？」

「睡眠は生徒にとって大切です。勉学に勤しむ者、そんな不摂生なことはしませんわ」

「そ、そうだよー。いくらあたし達だって、本分は勉強だもんねー」

　しかし次の俺の一言で、彼女達のその強がりはもろくも崩れ去る。

「……嫌な事件だったね……」

　その瞬間、美月は携帯を床に落とし、悠珠は肩を震わせ椅子が音を立てた。二人は凍りついたように動かない。

「ん、どうした二人共」

「……どうしたじゃないわよ……」

　弾けたように立ち上がって両手で机を叩きつけたのは美月だ。悠珠は頭を抱え込んでしまっている。

「何よあれ！　ゲームって聞いてたからすっかり……。あああ！　騙だまされた！　あーそうよ、寝られなかったわよ！　言っとくけど怖かったからじゃないんだからね！」

「平和な話が続くかと思ったら、あんな恐ろしい展開が待っていたとは思いませんでしたわ。なんなんでしょう、あの感じ。怖くて今すぐやめたいのに、指が止まりませんでした」

「あんな胸むな糞くそ悪わるい話だとは思わなかったよ！」

　俺は声を出して爆笑した。

『橙色の空、渡り鳥の君と』はその衝撃的な展開が話題となったノベルゲームだ。

　繰り広げられる萌え絵キャラの会話劇は、平和系日常ものを連想させるのだが、ある事実が判明すると、突如ホラーへとその様相を変える。豹ひよう変へんするキャラクター、次々と襲いかかる怪事件。そして謎が一つも解き明かされぬまま、プレイヤーは謎多き死を迎えるのだ。

　その非情な展開と明かされない謎にゲーマー界隈のコミュニティーが沸いた作品で、テレビアニメ化されると、その知名度は一気に高まった。

　しかし、この世代の子は知らないのだ。

「いやーすまん！　悪気はなかったんだよ」

「噓つき！　絶対悪気あった！」

　そのとおり、噓だ。オオアリでした。

「私達は先生を侮あなどっていたようですわ。思えば、帰り際のあの笑顔は、何かを企んでいた表情だったのですね……」

　楽しみにしていたのは事実だが、そんな陰湿なものではなかったと思いたい。

「まぁまぁ、待て、俺はさすがにそこまで性格悪くないぞ。あくまで素敵なゲーム体験をしてもらいたかっただけなんだ」

「信じない！」

　美月は唇を尖らせて、ぷいっとそっぽを向いてしまった。大人びた雰囲気に対して、ところどころの行動は幼いのだった。そりゃそうか、つい先日まで中学生だったのだし。

「本当だって。考えてみてくれ。もし俺が、このゲームはホラーゲームだと伝えていたら、プレイしたか？」

　二人ははっとする。

「もし先の展開がバレていたら、あんなにワクワクしなかったんじゃないかな。予想だにしない展開に驚き、恐怖し、しかし先へ先へと指を運ぶ……。気がつけば深夜になっていた、なんて体験はできなかったんじゃないか」

「確かに……」

「そう言われると、そうかも……」

「大切なのはその数時間の密度だ。お前達は、俺がたった一文を読み上げただけで、ゲームの内容を鮮明に思い出した。それに比べて勉強はどうだ。授業で習ったことなんてすぐ忘れてしまうだろう？　そうならないために予習・復習して、テストで確認して。それでも忘れ、応用がおぼつかない。だからそれを何度も反復する。でも、たった一度しかプレイしていないのに、ゲームの内容は鮮明に覚えている。ただ読み進むだけなのにもかかわらず、だ。この差はなんだと思う？」

　二人は黙りこくっている。

　そう、それこそが俺が伝えたかったことなのだ。

「その差はな、好奇心だ。人は好奇心を持って接したことはなかなか忘れない。ゲームはエンターテインメントだ。人の好奇心を煽あおるための工夫がされているから、同じ読み進めるだけの教科書とこれだけの差が出るんだ。これから先、争うことになるゲーム強豪共と渡り合っていくには、より質の高い体験をして吸収していかなくちゃならない。だから今回、こういう仕掛けをさせてもらった」

　全国の高校がゲーム部を立ち上げている。偏差値もまちまちで、それこそ勉強そっちのけのゲーマー共が集まる学校もあるだろう。長時間のプレイ経験を持つそんな連中を打ち負かすには、彼らより濃密かつ質の高い練習で経験値を上げる必要がある。

「俺はゲームを勉学と同じ目線で捉えてほしくなかったんだ」

　これはゲーマーとしての本心だ。

「先生のおっしゃることはわかりましたわ。しかし、具体的には何をすれば良いのでしょうか……」

「好奇心を持てって言われても、関心をコントロールするのって難しくない？」

　それを最も容易に実現する方法を俺は知っている。

「楽しめばいい」

　二人の純粋な瞳に、美しい彩りが宿る。

「ゲームはあんな素敵な体験をさせてくれるものなんだ、と、好意的に捉えてくれればそれでいい。そうやって楽しんでゲームをプレイしていれば、自ずと好きになってくる」

　若かりし俺を支えてくれたのもゲームだった。

　ゲームによる体験は人の心を豊かにする。俺はそう信じている。

「なんか、先生っぽい……」

　美月が頰を赤らめている。

　さすがにちょっとクサい演出だったかな、と恥ずかしくなった。やはり今日の俺はどうかしている。

「斉藤先生」

　立ち上がったのは悠珠だ。

「私、感動しました」

　胸の前で自分の手を握りしめる悠珠には謎のキラキラが纏まとわりついている。小動物みたいだ。

「正直なところ、生徒会長に頼まれたときは気が重たかったのです。勉学、生徒会、その上部活まで並立させられるのかと。でもこれなら私、続けられそうです。それも、楽しく！」

　なんと教師を持ち上げるのが上手い子だろうか。おじさんは感動して涙が出そうだ。出ないけど。

「これからもよろしく頼むよ。頑張ろうな、櫻井、神崎」

　二人の元気な返事が教室に響き渡った。

　もしかしたらこれは俺が教師として初めて味わう、教師としての喜びなのかもしれない。




　そんなときだった。

「すみません、誰かいますか」

　ノックとともに聞こえてきたのは、覚えのある男子生徒の声だった。

「はーい」

　そう言って立ち上がったのは美月だった。第二ボタンを留めるよう指導するより前に、美月は勢いよくその戸を開け放った。

「えーっと、ゲーム部の部室って、ここで合っていたかな」

　立っていたのは、イケメンだった。

「あ、斉藤先生。よかった、間違えてたらどうしようかと思って」

　その男子生徒の名は井い出で琢たく磨ま。俺の担当する授業に出席している、学内屈指の爽さわやか系イケメンで、テニス部のエース。

　──だった男だ。

「井出じゃないか。どうした？」




　後の競技ゲーム甲子園において、その甘いマスクで多くの女性ファンを獲得した生徒がいた。スポーツ、勉学、ゲームの並立を証明したその生徒は全国の男子を敵に回すことになる。

「僕も入部させてもらいたくて。ゲーム部に」




　──小こ足あしの貴公子。

　冷静沈着に相手の弱点を突くそのプレイスタイルで、多くの女子が憧しよう憬けいを、男子が怨えん恨こんを持って呼んだ通り名だった。





　⑥　ワケあり生徒ホイホイなゲーム部






「井出先輩？」

　悠珠がそう言って振り返る。美月も知っているようだった。まぁそれもそうか。

「こんにちは。二年Ｂ組、井出琢磨です。神崎さんだよね、生徒会の。こうして話すのは初めてだね。はじめまして。えっと、そちらは……」

「櫻井、美月です」

「櫻井さんだね、はじめまして、井出琢磨です。これからよろしくね」

　彼の笑顔と共に爽やかな春の風が吹いた。気がした。

「井出先輩はたしかテニス部ではありませんでしたか？」

「うん。そうだったんだけど、今は違うんだ。テニス部は辞めたから」

「え！」

　悠珠は心底驚いたようだった。

　それもそうだ。四月、部活動が新入生獲得のためロビー活動を行う中、女生徒達の噂の中心はもっぱら彼だった。あまり好ましいことではないが、彼目当てでテニス部のマネージャーに志願した生徒もいると聞く。そのアイドルっぷりは教師の間でもちょっとした話題になった。

　だが、彼は五月、テニス部を辞めた。

「でもなんで、井出センパイが？　だってあんなに強くて人気で……」

　動揺する美月の視線は、あるところでピタッと止まる。

「櫻井、人には色々理由があるんだ」

　彼の右手首には、リストバンドが巻かれていた。

「先生、いいんですよ。気にしていませんから」

　詮索を止める俺をなだめたのは、意外にも琢磨本人だった。

「櫻井さん、僕はね、ちょっと手首を痛めちゃったんだ」

　リストバンドを外すと、テーピングがぐるぐると巻かれている患部があった。美月は申し訳なさそうにしている。

「そんな深刻なことじゃないよ。ただ治るのに時間が必要ってだけで。また元どおりになるんだ」

「え……。じゃあなおさら辞めなくても……」

「そうなんだけどね。なんか自分の中で、冷めちゃってさ。勘かんを取り戻すのにも時間がかかるだろうし、そうやって調整していたら、あっという間に卒業してしまうんだ、と思うと、なんだかもったいなくてね。本当にそれだけ」

　琢磨の爽やかな笑顔が、雰囲気を軽やかにしていく。

「何より、僕はけっこうゲームが好きなんだ。ダイバスとかね」

「あ、それ、弟がやってる……」

「神崎さんの弟さんもやってるの？　いいなぁ、今度是非いっしょにやってみたいな」

　琢磨はすっかり二人の関心を摑つかんでいる。この飾らないところが彼のいいところだ。

「ねぇ、悠珠。だいばす、ってなに？」

　美月の質問に、琢磨が答える。

「ダイナソー・バスターズっていってね、強くて大きいモンスターを、みんなで協力して倒すゲームなんだ。面白いよ」

『ダイナソー・バスターズ』。日本が誇るゲームメーカー「ＴＨＥＲＭＩＴＥテルミツト」が世に送り出した大ヒット狩ゲーだ。やりこみ要素がありながら、初心者でも入りやすいゲームデザイン、様々なゲームの良いところをミックスしたそのゲーム性は世界中のゲーマーを虜にした。

「井出、入部届けは持ってきたか？」

「はい」

　そう言って二つ折りになったそれを俺に手渡すと、琢磨はスポーツマンらしく深々と頭を下げた。

「これからよろしくお願いします。斉藤先生」

　その表情は見えない。だが俺はその背中に、覚悟のようなものを感じ取ったのだ。これは男同士のなんとかなのかもしれない。

「わかった。歓迎するよ、井出。よろしくな」

「ありがとうございます」

「それじゃ、さっそくそこに座ってくれ」

　俺はそう言って悠珠が座っている席の横を指差した。琢磨に合わせて二人も座った。

　琢磨には昨日セットアップしたアカウントを使用してログインしてもらった。アカウント情報を設定する画面から変更してもらう。そのマウスを握る右手がおぼつかないのはきっと気のせいだ。

「先生、部員はこれで全員ですか？」

　あたりを一通り見渡したあとの琢磨の質問だ。

「現状だとそうだな」

「部長は決まっているんですか？」

「んー、それなんだがなぁ……。年功序列で言うと、井出が部長になる」

「それは困ったな……。そうだ、甲子園って個人戦ですか？　団体戦ですか？」

「まだ発表されていないが、おそらくはその両方だと俺は予想している」

　競技ゲーム甲子園の開催は冬頃とアナウンスされている。六月中には概要が、八月には詳細が発表され、一一月頃から予選が開始される見込みとのことだ。現在はきっと、規模、体制、そしてゲームの選定などで業界人が躍やつ起きになっているだろう。

「そっか。じゃあ部員はまだ多い方がいいですよね。……先生、ちょっと連れてきたい奴がいるんですけど、構いませんか？」

「おお、そりゃあもちろん構わないが……」

「よし、じゃあ、まだ学校に残っているはずだから、さっそく連れてきます。少し待っていてください！」

　そう言いながら、琢磨は爽やかかつ美しいフォームで駆け出していった。スピード感がありすぎて「廊下は走るな」と注意しそびれてしまった。開け放たれたドアの向こう側に軽快な足音が消えていく。

「井出先輩、まだログインしかしてないのに……」

　その画面を見て、悠珠はキョトンとしている。

「行動力あるなー……」

　頰杖をついて、感心しているのか呆れているのか、わからないのは美月だ。




　数分もしないうちに、廊下が騒がしくなってきた。

「………なんっ……なのっ……!!」

「……じゃん、ほら、大丈夫だって」

　部室の外には二人おり、一方が井出だということはわかった。そうこうしているうちに井出に引っ張られてきた方が怒り出した。

「だーからっ！　学校でわたしに構わんでって、ゆってるでしょ！」

「そう言わない、ほら、みんな見てるよ」

　開け放たれたドアの枠にいい感じにクローズアップされた彼女は、絶叫しているところを皆に注目されることとなった。

「！」

　レンズが大きく度が強そうなメガネ越しでもわかるほど赤面した彼女は、三つ編みのお下げが重力に反し持ち上がり、頭からは湯気が立ち昇っている。ように見えるくらいにアガっていた。

「か、か、かか、帰る！！！」

　そして嵐のように走り去っていった。巻き起こった風は部室の中にまで入り込み、美月と悠珠の髪の毛が一瞬ばたついた。

「井出、今のは？」

　呆気に取られていた琢磨だが、深いため息と共に気持ちを切り替え、彼女が消えていったその廊下を見つめていた。

「岩いわ切きり灯里あかり。……僕の幼馴染みです」




　競技ゲーム甲子園の本戦では、ゲームという文化をわかりやすく伝えるために「高校生解説・実況制度」が導入された。

　これは対戦する各校から一名ずつ非プレイヤーを都度選出し、プレイ中の内容をリアルタイムで解説させることで、同時にいくつも行われるトーナメント形式の試合で発生する実況員・解説員不足を解消しつつ、視聴者により親近感をもって彼らの存在を認知してもらう狙いがあった。

　これにより高度な駆け引きやテクニック、そしてそこに懸ける想いを効率的に全国の茶の間に届けることに成功し、競技ゲーム甲子園は夏の野球甲子園に匹敵する人気を獲得することになる。

「アニメとかゲームとか結構好きなんですよ。隠しているみたいなんですけど。そして何より──」




　後に動画配信サイトで競技ゲーム甲子園のまとめチャンネルが開設され、一部のコアなファン層を虜にした小チャンネルが登場する。その特異な存在に気づいたネット民が話題にし、有志による編集をもってたちまちファンを獲得していったそのチャンネル名は「萌もえ豚ぶた甲こう子し園えん」。




「──声優志望なんです」

　独特の柔らかくか細い声質と、喉にかかる呼吸音、高揚とともに表れる九州地方の訛り。

　萌豚甲子園は岩切灯里が解説を務めた試合ばかりを集めたチャンネルだった。





　⑦　変態は走る






　それが岩切灯里だとわかったのは、翌日の四限目だった。窓側の前から三列目。ここは教師にとって意外と死角だ。

　背は高く、姿勢が良いので女子生徒の中では頭一つ抜ける。それに気がついてしまえばいくらでも目に入ろうものだが、不思議とそうならない。

　一つは先程の死角の問題。もう一つは彼女のその地味さだ。

　黒髪をいまどき珍しくセンター分け、そして三つ編みのお下げ。ジャストサイズのベストに長いスカート丈、ネクタイもぴったり締めている。そしてメガネだ。これがまた大変地味なもので、厚さを感じさせるそれがガリ勉臭を漂わせる。

　道理で気がつかないわけだ。俺の食指フィルターにその手のジャンルがない。

　しかしノートを取るその美しい姿勢だけで、彼女が優等生なのであろうことは容易に想像ができた。

「……このときの『忸じく怩じたる思い』、とは、圭佑の過去を考えたとき、主にどのことがらを指しているか、これを考えてもらいたい。そうだな、今日は……」

　岩切灯里を見ると、彼女は目を逸らさず、しかしなぜか物凄いオーラで牽制していた。指したら殺すぞ、と言わんばかりである。

「そこの居眠りコいてる田中！　お前だ！」

　と、別の人間を指すしかなかった。田中は後ろの男子に蹴り起こされ、あたりを見回している。

「お前のような奴にこそ、忸怩たる思い、を勉強してもらいたいのだがな……」

　田中が丸坊主のその頭を掻きむしりながら謝ると、クラスがどっと沸いた。

　横目で見た岩切灯里は、遠く校庭を眺めていた。その目はひどく美しかった。




「キョーツケー、レー」

　授業が終わり、灯里に声をかける。

「岩切、ちょっといいか」

　灯里は一瞬固まったが、すぐに荷物をまとめて胸に抱くと、足早に教室から出ていった。

「おい、ちょっと、岩切！」

　俺はすぐに追いかけるが、灯里は全速力で廊下を走りだした。その様子に周りの生徒がざわめくが、気に留めず俺も全速力で走る。教材は教室に置きっぱなしだが、この際お構いなしだ。

「岩切！　ちょっと待て！　話をしよう！」

「わ、わたしからするお話はありませんっ！」

「その前に走るな！　岩切！」

「先生がっ！　走って追いかけてくるからっ！　ですよ!!」

「お前が走るからだ岩切！　止まれ！　このままでは俺が変態扱いだ！」

　中身が既に変態なことはこの際どうでもいい。社会的な話だ。

「そ！　そんなことぉっ！　し、りませんっよぉおー！」

　そんな無限に続きそうなやり取りは、意外にも数分で終わった。体力のない灯里は四階まで駆け上がったところで力尽き、屋上へと続く階段の中段にもたれ掛かっていた。俺の心臓もまるで恋でもしているかのようにトゥンクトゥンクいっている。もちろん恋はしていない。

「はっ、はぁっ……なっ……なんで……ついてくるん、ですかぁ……っ……」

　呼吸が整わない灯里の声は、なかなか扇情的だ。エロゲー声優に抜ばつ擢てきしたいくらいだ。

「だから、お前と、話をするためだと、言っている、だろうが……」

「だから……わたしにはないって、ゆってるのにぃ……」

「だから、俺にはある、と言っているだろうが……」

　すっかり酸欠の二人は会話がまともに進まない。ここは特別教室が並ぶ一角であり、人影はなかった。廊下を二人の呼吸音が反響していく。

「わたし、ゲーム部には入りません」

　固辞。告白する前にフラれるというのはこういうことを言うのだろう。告白じゃなくて本当に良かった。

「そうか。俺は無む理り強じいしない、安心してくれ。だが、わけを聞かせてくれないか」

　俺が灯里を呼び止めた理由がそれだった。

　テニス部を辞めた琢磨がわざわざ連れてきたのが灯里だった。連れてこられたのも、そして逃げていったのも、何か理由があると思うのだ。そしてそれは琢磨にとっても、大切なことのような気がする。実際、ここまでの固辞ともなれば、その理由が気になってしまう。

「ゲームとか、好きなんだろう」

「それ、誰から」

「井出だ。声優志望だともな」

　灯里はうなだれるように階段に突っ伏した。

「はぁああぁあ……たっくんのアホぉ……。余計なことゆわんでよ……」

　たっくん？

　なるほど、こいつなかなかいいキャラしてやがる。

　どうでもいいが、うなじが素晴らしく綺麗だ。

「……恥の多い生涯を送ってきました……」

　現代文教師相手に太宰治を引用するとは、イカしたセンスの持ち主らしい。大丈夫だ、人間が失格しているのは俺の方だ。

「わたし、この声で皆からいじられて……。すごい恥ずかしくて……。みんなが、やらしい声だって……」

　安心しろ岩切。お前の声は最高にエロい。

「でも、ゲームとか、アニメとか、かわいくて、素敵な声の人がいっぱいいて……。もっとすごい声の人とか、胸を張って仕事してていいなって……。昔、たっく、……井出くんとゲームしてるとき、かわいい声だね、って言ってくれて、それがすごい嬉しくて。……それでわたし──」

　──救われた。

「小学校三年生のときに、親の都合で九州に引っ越して……、中学卒業したらまた戻ってきて、ここに来たら井出くんがいて。なんかもう、すごぉくカッコよくなっててぇ。人気者で。なんかもう別世界の人みたい、って。学校で話せば、他の女の子達から、なんであんな女が井出くんと！　と思われるんだろうなぁって、勝手に思っちゃって……てか多分言われてて……」

　俺は頭を掻いた。なるほど、面倒くさい。

　が、それは大人である俺の感想であって、この年代の青少年にはとても重要なことなのだ。我々大人は上司の評価と社会の目を気にするが、この子達は友達の声を気にするのだ。

　それはときに、大切な人からの声が届かなくなってしまうほどに。

「なぁ、岩切」

　俺は彼女の横に座る。

「正直、俺にはそこらへんのことはよくわからん。だが、大切なことが三つある。聞いてくれ」

　灯里は体を起こし、俺の背後、少し上段に座る。

「一つ、まずお前の声は最高だ。エロい。それは間違いない。だが、これは馬鹿にしているんじゃない。とてもいい声だと思う。恥ずかしがっていることが勿体ないほどに。これはゲーム好きなら当然の感想だ。正直、お前がもしエロゲーに出演しているなら、俺はそれを買うだろう」

　エロい、の瞬間、背中を何かで叩かれたが気にしない。

「二つ、その声を良いと言ってくれた仲間が、ゲーム部にいる。そいつは涼しい顔をしているが、きっと新しい居場所を探すのに一生懸命のはずだ。それをほっといて、お前は平気か」

　琢磨の行動は勇気があると思う。そして彼にそうさせるだけのものが、彼女にはあるのだろう。

「三つ、そんなお前を笑う奴は、このゲーム部にはひとりもいない。これは断言できる」

　今のゲーム部にはなんらかの事情がある奴らばかりが集まってしまった。しかしだからこそ、断言できる。彼らは絶対に、お前を馬鹿になんてしない。

「先にも言ったが、俺は入部を強要しないし、これ以上、勧誘もしない。ただ、その三つだけは言っておきたかった。それだけだ。追いかけ回してすまなかった」

　俺は立ち上がった。生徒のことでアツくなるなんて、俺らしくない。全速力で生徒を追いかけ回したのだから、この立ち回りは報告書ものだろう。気が重い。

「先生」

　灯里の声はやはりいい声だと思う。だがきっと泣いているだろうから振り返らない。女の泣き顔と相あい対たいすることができるほど俺の心は強くない。

「ありがとうな……」

　今のも聞こえなかったことにした。

　すまん琢磨。俺なりにやれることはやった。あとはお前が頑張ってくれ。




　職員室に戻る頃にはすっかり膝が笑ってしまっていた。先程の全速力が応えたのだろう。やはり運動不足は良くない。

「おはよう」

　部室の戸を開けると、既に櫻井美月、神崎悠珠、井出琢磨の三名は揃そろい、ログインを終えていた。

「おはよ、太センセ。なんか、足引きずってない？」

「ちょっとな、歳なんだよ」

「えー、早くない？」

　美月とのやり取りもほどほどに席につくと、琢磨と目が合った。

「無理するから」

　琢磨は爽やかな笑顔だ。どうやらことの顚てん末まつを知っているらしい。お前のせいだろーが。

「さて、メンバーも揃そろったし、今日からさっそく練習するとするか」

　俺がそう言ったときだった。

「失礼します!!」

　バン！

　と戸が勢いよく開けられ、反動で少し閉まりかける。それをそっと手で開けて姿を見せたのは、長身で地味で、顔を真っ赤にした少女だった。

「二年、Ａ組、岩切灯里、にゅ、入部します！」

　何があったのか全くわかっていない美月と悠珠はその登場に驚いていた。

　そんな中、変わらぬ爽やかな笑顔で迎え入れていたのは、琢磨だった。

「遅刻だよ、灯里」

　全く。こっちが照れくさくてしょうがねーよ。




　かくして、白鷲高校ゲーム部第一期メンバーが揃ったのだった。

　この個性豊かなメンバーを、より色濃く、ときに「鬼畜」に育て上げてしまうことになることを、このときの俺は知らないのだった。
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　①　ＦＰＳというジャンル






「さて、それではいよいよ、本格的な部活動を開始しようと思うのだが、その前に少し話しておきたいことがある」

　全員のログインが終わった後のことだ。長机を二つくっつけて島にして、生徒達が内側に向かってＰＣに相あい対たいしている。部屋奥に立つ俺から見て、右手手前から灯里あかり、その奥に美み月づき、左手に琢たく磨ま、その奥に悠ゆ珠ずとなっている。自然とこうなったわけだが、下級生が入り口側にいるということで、上座下座とか日本文化の罪深さを連想するのは俺だけだろうか。

「ゲーム部は部活動であって、同好会じゃない。部活動である以上は、技術の向上はもちろんだが、何よりも楽しみながら、そして勝ちにいくという姿勢が大切だ。よって俺は、お前達に勝てるゲームプレイを教えていく。そのための練習もな」

　俺は最初に方針を説明した。団体において目的の共有は大切なことだ。

「まず最初に、ＳＴＯＲＭというサイトに会員登録をしてもらう。今からそのＵＲＬを送るから、クリックしてみてくれ」

　ピョーンという効果音と共に、各々のＰＣにポップアップウィンドウが表示された。

「わ、なんか出た」

「そこに表示されたＵＲＬをクリックすると、ＳＴＯＲＭのページにジャンプするようになっている。そこで会員登録をする。一応言っておくが安易なパスワードには絶対にするなよ」

「はぁーい」

　やる気のない返事の主は美月だ。

　そしてその向かい側で素晴らしい挙手をしているのが悠珠。守ってあげたい。

「先生、作業内容はわかりました。ところでこのサイトはどんな目的のサイトなのでしょうか」

　俺としたことがうっかりしていた。目的を教えずに個人情報を入力させるなんて、振り込め詐欺よりたちが悪い。

「すまない、このＳＴＯＲＭというサイトは、ゲーム販売・配信の世界最大手サイトなんだ。ちょっとした無料ゲームから大作ゲームまで揃そろってる。ほら、ダイバスもあるぞ。今回、競技ゲームの基本的な技術の向上のためにプレイしたいゲームが、このサイトで配信されている、というわけだ」

「なるほど。こういう販売方法もあるのか……」

　顎あごを触りながら感心しているのは琢磨だった。

「あの、先生……」

　灯里が申し訳なさそうに挙手をしていた。角度的に上うわ目め遣づかいになり、それがイイ雰囲気を演出している。細かいことはあえて述べない。

「わたし、アカウント持ってるんですけど……新しく作った方が、いいですか？」

「ああ、そうだな、そうしてくれ。これはあくまで部活動で行うものだから、スコアを無視したプレイをすることもあるし、それが個人のアカウントに反映されると困るだろう。あとは競技ゲーム甲子園でのアカウントの管理方法についてまだ情報がないからな。そういう意味で、部活専用のアカウントを持っていた方がいいと思う」

「わかりました……すみません」

　灯里は赤面してモニターに向かっている。いちいち謝る必要はないんだぞ、と言いたかったが、注目されることは嫌がるだろうと思われたので、それは別の機会にしておいた。

　そうして皆のアカウント登録が完了し、ＳＴＯＲＭを利用できるようになった。そのアカウントへ、俺の部活用アカウントよりプレゼントを送る。

「何か、来ましたね」

「それが本日から行いたいゲームのダウンロードリンクだ。代金は部費から支払ってあるから、クリックするだけで自動的にインストールまでされるようになっている。どうだ、できたか？」

　皆の返事を確認する。ココらへんまではさすがに問題なさそうだ。

「では、インストール完了までにそれなりに時間がかかるから、ここで今日プレイするゲームの説明をしておこうと思う」

　そういって俺は立ち上がり、「それ」を壁に貼り付けた。わざわざ事前に印刷しておいたＡ３ポスターには、暗闇を見つめる現代戦士と破壊された都市、そして多数の血けつ痕こんが描かれている。

「『Scene of Commanders』、通称『SoC』、ジャンルはＦＰＳだ」

　おおお、と、ちょっとだけ教室が沸き立った。そのビジュアルからいかにも本格的ゲームの香りがするので、いよいよ部活らしくなってきたという喜びだろう。

「太センセ、ＦＰＳって何？」

　説明するより早く美月が反応する。なかなかの応答速度だ。マウスでいうと感度がいい、だ。深い意味はない。

「ＦＰＳはファーストパーソン・シューターの略で、一人称視点型シューティングゲーム、まぁ簡単に言うと、まるで自分が見ているかのような景色が映る画面を操作して、敵を銃で撃ち倒していくゲームだ」

「それはアクションゲームとは違うんですか？」

　間かん髪はつを容いれずに聞いてきたのは琢磨だ。彼はダイバスを始めとしたアクションゲームをプレイするようなので、その違いが気になるようだった。ＦＰＳも大局的に言うならアクションなので、その感性は間違っていない。

「まぁ、見てもらえばわかる。ただ先に言っておくと、最大の違いは、自分のキャラクターが画面に映っていない、ってことなんだ」

　そうこうしているうちにインストールが完了したらしい。

「ＦＰＳは競技ゲームの定番でな、今日まで大会で採用され続けてきた実績のあるゲームジャンルだから、競技ゲーム甲子園でも採用される可能性が極めて高い。というわけで、今回はレクチャー編だな」

　手早く説明し、まずは四人で、二対二をやってみることにした。

「わ、本当だ！　なにこれ、すご」

「きれいだなー……まるで現実みたいだ」

　この『SoC』は数あるＦＰＳの中でもビジュアルに拘こだわった作品で、画質はもちろんのこと、現実的な描写が話題となっている。町中のマップなんて現実と勘違いしてしまう程だ。

「まず操作について説明する。キャラクター、つまり自分を動かすのは、主に左手で行う。ポジションはキーボードのここ。ＡキーとＤキーにそれぞれ薬指と人差し指を置いて左右移動、そして中指でＷキーの前進とＳキーの後退ができる」

　これだけ作り込まれたマップだと、散策しているだけでも楽しい。生徒達も俺が説明している途中からキャラクターを動かしている。好奇心を持ってくれている証拠だろう。これが何より嬉しい。

「そして右手はマウスを持つ。マウスを動かすと自分の向いている方角、つまり画面に映し出される景色を変えられる。まずはこれを使って自由にマップを歩いてみてくれ。応用すれば、カニ歩きのように右を向きながら真っすぐ走ったり、上空を見たりすることもできるぞ」

　ＦＰＳは、キャラクターを最も人間的に動かせるジャンルだと言われている。人間的な立ち回りは現実的な駆け引きを生み、戦いに深みをもたらす。

　そしてそれを可能にしているのが、マウス＋キーボードという操作形態というわけだ。

「さて、それでは操作に慣れたところで、ここからが特訓だ」

　俺は各机を回り、それぞれのキャラクターの持つ武器を削除し、ナイフだけにした。

「今日は、六○分耐久鬼ごっこをやってもらう」

　部員達のざわめきが一瞬で消える。

「鬼、ごっこ？」

「そうだ」

　美月が、何を言ってるんだ、という表情で首をかしげている。

「先生」

　悠珠はピーンと伸ばして手を挙げている。あまりにも速くて、しゅばっという効果音が聞こえてきそうなくらいだ。

「このゲームはＦＰＳというジャンルだと、先生はおっしゃっておりました。それは、銃で撃ち倒すゲームとも」

「さすが神かん崎ざきだ。それはそのとおりなのだが、これはそのための練習なんだよ」

　琢磨がなるほど、という顔をしている。悠珠は続く俺の説明をメモに取ろうと、ペンを取り出した。

「今、諸君らの武器はナイフにしてある。左クリックで攻撃できるが、これで相手を倒してもらう。密着しないと当てられず、移動速度は全員が同じだから、必然的に追いかけっこになる。死んでもすぐに生き返るぞ」

　俺は部屋に備え付けてあったホワイトボードに、要点を書きなぐっていく。

「最初に追いかける側は井い出で・神崎チーム、逃げるのは櫻さくら井い・岩いわ切きりチームだ。三○分後、その役割を交代する。加点方法は、キル・デスで判断する。キルは相手を倒すこと、デスは逆に死亡することだ。攻めのときのキルが二点、デスがマイナス一点。逃げのときのキルがプラス一点、デスがマイナス二点だ。つまり反撃も戦術としてありだが、本来の役割どおり動いた方が点数は良い、ということだ。ここまでで質問は？」

　生徒達はお互いの顔を見合わせている。特に質問はない、といったところだろう。さすがに名門校だけあって、生徒の飲み込みは早い。

　そして、ここからが俺流だ。

「最終的に点数が多かった方を勝ちとして、負けた方は一週間、部室の掃そう除じだ」

　思いがけない罰ゲームに、生徒達も動揺を隠せない。

「えええ！　ちょ、ちょっと待ってよ！　それいきなり重くない？」

「重くない、さて開始するぞ、よーい──」

「わーちょっと待って、センセ、ちょっわ」

「スタート！！！」

　号令と同時にキーボードを叩く音が教室に響き渡る。

　マップは程よく狭い市街地に設定してある。薄暗い雰囲気がなかなかいい。

　ＦＰＳをプレイしたことがある人なら想像できるだろうが、キャラクターの移動速度が同じである以上、熟練者同士でこれを行うと延々と勝負がつかない、という事態が発生する。

　しかし彼女達は今始めたばかり。操作もおぼつかない中、ナイフを持つキャラクターに接近されると……

「きゃあ、ちょっと、待ってタンマタンマ来ないキャー!!」

　と、なる。描写がリアルなだけにその迫力は相当なものだ。

　ちなみに今のは琢磨が美月をやったところだ。美月のキャラクターは首と胴体が分かれてしまっている。普段は自分の姿が映らないのに、やられたときはクローズアップされるという仕様だ。その姿に美月は唖あ然ぜんとしていた。

　琢磨は早くも操作のコツを摑つかんだようで、次は灯里を追っている。しかし灯里も筋は悪くないようで、多少なりともゲームをやっていたというのが窺うかがえるプレイをしていた。

　一方、悠珠は明後日あさつての方向を見ながらその場でぐるぐる回ってしまっている。

「な、なんか気持ち悪くなってきました……」

　３Ｄ酔い。ＦＰＳ初心者あるあるの症状である。

「神崎、そういうときはこうやって……画面を水平にするんだ」

　その手の上からマウスを動かし、水平に戻してやる。

　手があったかぁ～い。

「あ、普通の画面になりましたね」

「さっきまでは天井を見ちゃってたんだな。基本、マウスは真横に動かすといいぞ」

　そうこうしている間にキルの音がする。

「あ！　たっくんひどい！　待ち伏せしよったやろ！」

　たっくん!?

　と美月と悠珠が振り向いた。俺はもう驚かない。

　視線に気づき、灯里はその理由に思い至ると赤面しながら座った。最後の咳せき払ばらいがわざとらしい。

「だって追いつけないからさー。ここに回り込んでおけば灯里は来るだろうと思って」

「つ、次は絶対倒してやる……」

「いいけど、まだ逃げる番だよ？」

「き、来たら殺す！」

　やはりこの灯里という少女、地味な見た目に反して良いキャラをしている。来たら殺す、がなぜかエロいのもポイントだ。いくらでも殺されていい気がしてくる。

「なんか、いいね、悠珠」

　二人のやり取りを見て微笑ましかったのか、美月が笑顔で話しかけている。

「……そうですね。私も早く、あんな風に楽しめるようにうまくなりたいです」

「あたしも……ほんと、頑張ろうね」

「スキありです」

　ぶしゅっ。

「ああああああああ!!　悠珠あんたーぁぁ!!」

「甘いですね。ほら、いいんですか、このままでは掃そう除じ当番ですよ」

　この追いかけっこは、ＦＰＳ独特の操作を短期間に習得するために俺が考案した練習法だ。自分で言うのもなんだが、かなりキツイ。その分、効果はてきめんだ。

　最初は楽しげな雰囲気だったが、攻守を交代させたあたりから徐々に口数が減っていき、終わる頃には皆の顔つきが修しゆ羅らのようになっていた。特に美月の顔は酷かった。

　しかし意外なことに、勝ったのは美月・灯里チームだ。

「一応言っておくが、勝ったチームは負けたチームの手伝いをしちゃだめだぞ。厳しいと思うかもしれないが、競技の一環だからな。負けた方はしっかりとやること。いいか？」

　生徒達は素直に納得してくれた。勝つのが申し訳ない、などと言いだしたらそれこそ骨だ。勝負の世界に同情は禁物だ。

　本格的な部活動の初日だったこと、部員の３Ｄ酔いが酷かったことなどから、早めに切り上げることにした。美月と灯里には帰ってもらい、琢磨と悠珠には「どうしたら快適な部室になるか考えて掃除してみて」と伝えておいた。

　ともあれ、こうして白はく鷲しゆう高こう校こうゲーム部の初日の活動は終了した。





　　　　◇






　美月はその震える肩を抱きながら家路に就き、駆け込むようにしてシャワーを浴びた。排水口に吸い込まれていく自身を伝った水が、ひどく汚れたもののように感じた。全身を洗い流しても、震えはすぐには止まらなかった。

「センセ……助けてよ……」

　その声は泡と一緒に排水口へ飲み込まれていった。





　②　ゲームティーチャーの思惑






　マウスのクリック音とキーボードを叩く音が延々と鳴り響いている。

　部屋の中央には長方形の長机が二つ組み合わされ島にされ、そこに四台のＰＣモニターが背中合わせに並んでいる。

　そこへ座っている青春真っ盛りの高校生達だが、阿あ修しゆ羅らも真っ青な顔つきでそのモニターを睨にらみつけ、一心不乱にマウスを振り回している。

　私立田園調布白鷲高校のゲーム部の光景である。

　先の音以外には、

「だっ！　くやし！」

　と、ときたま日本語かどうかも怪しい声が聞こえるだけだ。

　彼女達が取り組んでいるのは、ＦＰＳ『SoC』の個人デスマッチだ。持たせているのは最弱のハンドガンだけ。狭い市街地のマップで四人は延々とその引き金を引き続けている。

「っんもぉぉおおっ！」

　アドレナリンが全開になった人間というのは、ときに言葉を忘れるらしい。

「はい終了──！」

　ヘッドホン越しでも聞こえるよう大きく手を叩く。開始してちょうど一時間というところだった。

「あーっ！　疲れたーっ！」

「っぷはぁっ」

「っふー！」

「っつぁ」

　合図を期にそれぞれがヘッドホンを脱ぎ捨てた。青春の汗が眩まぶしい。小一時間殺し合いをしていたにもかかわらず爽さわやかとは、これも青春の特権だろうか。

「よーし、とりあえず水分補給だ。皆で自販機に行ってくるんだ。はい、これ」

　そう言って悠珠に五〇〇円玉を渡す。いいの？　という顔で上目遣いしてくる悠珠にウィンクで返した。ぱぁっと明るくなる笑顔に保護欲をかきたてられる。

　ちなみに、それは部費だ。

「ありがとうございます。じゃあ、皆さん行きましょう」

　部員が立ち去った後、戦績画面を表示させた。一番キルしているのが琢磨、続いて美月。一番デスしているのが悠珠で、二番手がこれまた美月だ。

　それらのデータを素早くまとめ、各々のＰＣへ送信しておく。

「さて、今送った戦績を見てほしい」

　部員が戻ってきた後、そのデータの説明に入る。
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　グラフにはキル数とその際の距離が棒グラフで示され、ページをめくると、今後はデス数とその際の距離が示してあった。その他には使用弾薬数、命中率、ヘッドショット率が書かれている。

　ヘッドショットとは最も高いダメージを与えられる頭に弾を命中させることであり、的まとが小さい分難度が高い。ゲームを始めて三日ということもあり、今回は全員〇だ。

「凄い……。とても詳細に出ていますね」

　感心しているのは悠珠だ。

「今は操作に慣れることが最優先だから、そんなに気にしなくてもいいが、まぁ、一時間のプレイでこれだけの情報が取れる、ということは覚えておいてほしい。これを見ると、井出は遠距離から狙っていて、櫻井は積極的に接近しているのがわかる。最も弾を消費しているのが櫻井だから……ある意味で一番積極的に参加しているのが櫻井とも言えるな」

　この手のゲームでは性格というか、性向が色濃く出る。もちろんそれだけではないのだが。

「こんな感じで戦績は日々取っていく。ただ闇やみ雲くもにやっても上手くならない。タイミングを見てこのデータを元に指摘していくから、そのつもりで」

「いやぁ、これ結構、性格が出るもんなんですね」

　髪をかき上げながら言ったのは琢磨だ。ナチュラルにイケメンだ。ちくしょーめ。

「おお、よく気がついたな井出」

「灯里なんてコソコソと動いてましたからね。後ろから狙われているとも知らずに」

「……うっさい、いちいち構わんで」

　赤面し唇を尖らせているのは灯里だ。その声は相変わらずエロい。俺には「もっとかまって」に聞こえるから不思議だ。

「……でもこれ、本当体力使うよね。あっつい……」

　そう言ってブラウスを摑んでパタパタしているのは美月だ。相変わらず第二ボタンが開け放たれ、ぶっちゃけ谷間が見えてしまっている。教師の俺としてはそれを凝ぎよう視しするわけにはいかない。気づかないフリをしてやるのも、大人として大切なのさ。たとえその奥に、みずみずしくきめ細やかな何かがあるとしても、だ。

　しかし、なぜだか無性にあんまんが食べたくなったのだが、皆、その理由を教えてくれ。

「そうですね。飲んでから気がついたのですが、喉が渇いていたんだなぁって感じました」

「僕もだよ。炭酸が喉にしみるよね。なんだか懐かしいよ」

　それもそのはず。ＦＰＳは格闘ゲームと並んで「最も体力を使う」ゲームジャンルの一つだ。

　オリンピックでの公式競技としての採用が発表される前から、これら競技性の高いゲームは大会などで「ｅスポーツ」と呼ばれていた。神経を研ぎ澄まして指先を扱うそれは、肉体を武器とするスポーツに匹敵するカロリー消費量とも言われているのだ。

「競技ゲームっていうのは、本当に体力が必要なんだ。長い試合になると数時間に及ぶこともあるから、その間集中力を保ち続けるには体力が重要だ。ま、そのうち体力作りも始めるけど、今は慣れが優先だな」

「体力作り？　太センセ、筋トレとかやるの？」

　見るからに驚いているのは美月だ。

「おーやるぞ」

　長時間に渡る試合中に集中力を切らさないためには、肉体的にも強くなければならない。一流のプレイヤーはゲームに向かって練習する以外にも、他のスポーツ選手らと同様に体作りのトレーニングに励んでいる。実際、台頭するプロゲーマーの多くは痩やせている。

「うっそ、じゃあランニングとか？」

「必要に応じてだな」

「げー」

　と舌を出したあと机に突っ伏したせいで、ブラウスが背中に密着して、透けている。

　今日は黄色だぞ諸君。ちなみに俺は黒派だ。

「美月ちゃん、本当に暑がりなんだね」

「うえー、灯里センパイは暑くないんですか？」

「え？　うーん、わたしは普通、かなぁ？」

　隣の灯里はといえば、白のベストをしっかり着込んでいるから、対照的に寒がりなのかもしれない。ジャストサイズのそれが肉付きの少ないラインを強調していて、それがいい。

「ところで先生」

　そう言って手を挙げているのは悠珠だ。だぼっとしたサイズのカーディガンから白くて小さな手が真っすぐに天井に伸びている。

「この後は何をやるんでしょうか」

　真面目な悠珠らしい。さすが優等生だ、切り替えが早い。時間を無駄にしないという感性はとても重要だ。

　一方で社会に出ると、この無駄とも思えるやり取りが円滑な意思疎通のために何よりも大事というときがある。全く社会は世知辛いのである。

「ああ、それだがな、実はもうやることは決まっている」

　そう言って俺は引き出しからあるものを取り出した。

　我ながら、この作戦はなかなか素晴らしい。寝る前にエロゲーをやりながら一○分も考えたんだから、自信満々だ。わざわざこうして自宅から持ち出した甲か斐いがあるというものだ。

「今日はな、お絵描きをしてもらう」

　そのパッケージの笑顔と俺の笑顔を見比べた生徒達は、絶句していた。

　取り出したそれには『高校妻と始める異世界新婚生活』と書かれていた。





　③ ノベルゲームの正しい楽しみ方






　人は理解できない現象に直面すると、言葉を失うらしい。

「さ、ではさっそく準備をしよう」

　俺はそう言って美月のＰＣへディスクを挿入する。

　最近のダウンロードインストールも簡単便利でいいが、やはり今一つ味気ない。光ディスクからのインストール作業がまたゲームへの期待感を煽あおっていいんだよな。何よりパッケージがあるのがいい。

「ちょっと待って？」

　マウスを握ろうとした俺の手を取り、いや、腕を摑んだのは美月だ。

「何、してんの？」

　睨にらみつけているのは俺の左手で、その先には『高校妻と始める異世界新婚生活』のパッケージがある。

「何って、インストールだが？」

「じゃなくて、何、入れようとしてるの？」

「見てのとおり、練習用ソフトだが？」

　振り払って作業を続けようとするのだが、摑まれた俺の腕はピクリとも動かない。

　こいつ、こんな力をどこに隠し持っていた!?

「練習用ソフトだが？　じゃないわよ！！！　どー見てもそれ、いかがわしいヤツじゃない！　そんなフケツなもの、あたしのに入れないでよ！」

　最後のセリフの方が余程いかがわしいと思うのは、俺が薄汚れた大人だからだろうか。

「ほう、櫻井はいかがわしいゲームとやらをプレイしたことがあるのか」

「なっ……」

　美月の顔がゆでダコのように赤くなった。

「それは驚いたな。俺にはどんな内容か全く想像できないなぁ、なぁ岩切」

　灯里は返事をせずうつ向いている。彼女の頭部からは謎の湯気が立ち昇り、そのメガネは視界ゼロの真っ白だ。──こいつ、知ってやがるな。

　そんな灯里の様子からその内容を悟ったのか、琢磨は爽やかな笑顔ながらもしっかりとヒイている。

「先生」

　一方で、全く動じていないのもいた。腕を垂直に伸ばす、悠珠である。

「それはいかがわしいゲームなのでしょうか？」

　俺は最高の笑顔で答える。

「全くいかがわしくないゾ」

「悠珠噓よ！　信じちゃダメ！」

「では、書かれている高校妻、とは一体、何なのですか？　高校生であって、妻でもある、ということでしょうか」

「さすが神崎、飲み込みが早い。優等生は違うな」

「なんであたしが今ディスられる流れなの!?　正しく飲み込んでるのはあたしだと思うんだけど!?」

「ではそのゲームは、高校生兼妻と異世界で新婚生活を始める、という内容なんですね」

「そうだ神崎。タイトルでそこまで内容が読み取れるとは、素晴らしい読解力だ。先生は嬉しいぞ」

「だからちょっと待って!?　あたしが間違ってるって言うの!?」

　美月は混乱のあまり、俺の腕をぶんぶんと揺さぶり、しがみついてしまっている。

「法律上女子は満一六歳で結婚が認められているので、おかしな点はありませんわ。異世界、というものの定義がいまいち私にはわからないのですけれど。それより美月さん」

　悠珠は淡々と説明したあと、眉一つ動かさずに言った。

「胸を男性に押し付けるその行為の方が、余程いかがわしいのでは？」

「っひゃー!?」

　指摘された美月は今まで聞いたこともないハイトーンで飛び上がった。俺の腕へ提供されていた幸せはここで打ち切りだ。今更恥ずかしそうに第二ボタンを留めている。

　しかし無表情の悠珠には謎の迫力がある。カーディガンに均ならされたその貧乳に、コンプレックスでもあるのだろうか。

「斉さい藤とう先生、さすがにちょっと。櫻井さんも不安になっているし、説明してほしいですね」

　爽やかに指摘するのは、琢磨だ。静観を決めながらしっかりと後輩をフォローするあたりがデキる男の証である。

「た、たっくんダメだよっ……。説明させるなんてそんな……酷だよ……」

　灯里はそのか細い声をさらに細めてほとんど吐息だ。説明させるのが酷な程のエロスは含まれていなかったように感じたが、メガネ少女には刺激が強すぎるらしい。

「そうだな、すまん井出。俺はいつも事前の説明を忘れてしまう。悪い癖くせだな」

　気がつけばパッケージは悠珠の手に渡っていた。見開いた目の先には一番の巨乳キャラがいる。ちょっと怖い。

　そして美月は着席すると同時に再び第二ボタンを開け放った。俺はこの子に正しい制服の着用を指導できる気がしない。

「まず、競技ゲーム甲子園で勝ち続けるにあたって、何が必要かということを俺なりに考えてみた」

「それでどうしてこんなの出てくんのよ!?」

　またもや美月が立ち上がる。忙しい奴だ。机に腕を立てているため、胸元がいい感じになっている。向かいにいる悠珠の瞳が深しん淵えんを覗いた瞬間のようになっているのは、気のせいだろう。

「まぁ待て櫻井。話は最後まで聞いてくれ。現在、大会で使用するゲームは発表されていないが、おおよそほとんどのゲームをプレイするにあたって、身につけているのとそうでないのとでは大幅に差がつく要素があると俺は考える。それは二つのスキルだ。一つは完璧なマウスコントロール、そしてもう一つは速読能力だ」

　俺はそう言って美月の肩に手を置き、離席を促す。一瞬ビクッとなるも席を譲ってくれた。俺は説明を続けながらそのＰＣで動画サイトを開いた。生徒達はそれを背後から覗き込んで一緒に見ている。

「まず一つめのマウスコントロールだが、多くのゲームはマウスとキーボードでプレイできる。もちろんＦＰＳもだ。逆にプレイできないのは格闘ゲームくらいだと思う。つまりマウス操作の修練はとても大切で、なおかつ効率が良いんだ。そして、速読能力が重要なその理由だが」

　そう言って動画を出す。過去に行われたゲーム大会の様子だった。

「それはオンラインゲームがリアルタイムであることに関係している。対戦である以上、時間を有効に利用した方が有利だし、無駄にはできない。その中で思考時間をより長く確保するために重要な要素。それは画面に表示された内容を瞬時に把握する能力……」

「速読能力……」

「そうだ、神崎。ことチーム戦ともなると、この限られた画面内から実に多くの情報を得て、かつ素早く処理しなくてはならない。この能力はいきなり高まったりしない代わりに、大なり小なり、どんなゲームでも役立つというメリットがある。見ろ、この選手と相手、アイテムの取捨選択の速度が段違いだ。そして、ほら、このようにスタートに差が出る」

　このとき行われていたのはＦＰＳだ。スタート直後、ランダムにポップしたアイテムの中から好きなものを選択して装備し、マップ中央にある戦場に駆けつけるというバトル形式を採っている。アイテムは一○○種類以上あり、そのうちポップするのはランダムに八種だ。最適な武器を選択した方が強いが、その作業に時間をかけすぎると敵に有利なポジションに陣取られ、戦型としては不利になってしまう。

「ゲーム甲子園は過去の実績がないから、どの学校がどれくらい強いのか、全く見当がつかない。ひどい話、ゲームに明け暮れているような生徒が多い学校、つまり学力ランクが低い学校の方が強い、ということすらあり得る。ゲーム経験の少ないお前達が勝ち抜くには、これから先、無駄がないトレーニングを積み重ね、その教養と知識で相手を出し抜くしかない。普通にプレイ時間を延ばしても、経験値の差で負けるのは目に見えている」

「なるほど、たしかにこのReiという選手、アイテムの取得がめちゃめちゃ早い……ほとんどアイテム名を確認せずに拾ってるように見える……」

　琢磨に続いたのは灯里だ。

「わたしなんて最初の三文字くらいしか読めんやった……」

「全てのアイテムを記憶すればその分読み取りは早くなる。が、ボードゲームやカードゲームになってくるとその種類は千を超えてくるものもある。それを覚える労力は計り知れない。以上から、競技ゲームの詳細が発表されるまでは、多様なゲームに触れつつも、主にマウスコントロールと速読、この二点を重点的に強化する。──そしてそのために必要なのが、これだ！」

　俺は美月のＰＣに表示された『高校妻と始める異世界新婚生活』のインストールボタンを押した。

「だからってなんでそれ!?　結局納得いかないんだけど!?」

「まぁ待て、俺がいつこのゲームを普通にプレイしろ、と言った？　いくら俺でも、女子高校生を妻とするようなゲームを生徒達に無む理り強じいするなんて、そんな悪意があるわけないじゃないか」

「あったじゃん！　さっきまで満々に！」

　モニターはわずかに反射して薄っすらと鏡のようになっており、そこには美月の胸元が実にいい景色として映し出されていた。画面輝度を落とそうかどうか迷ったくらいだ。

「まぁまぁ美月さん、先生の説明は最後まで聞きましょう」

　そんな俺の視線に気がついたのか、悠珠は美月の第二ボタンをそっと留めてあげている。なんて温かい光景だろう。ただそれは悠珠の舌打ちが直前に聞こえなければ、の話なのだが。

「そうだ、だから俺は言ったろう？」

　画面には多種多様な美少女達が映し出されている。ほとんどの需要をクリアできる選択肢だと言ってもいい。

「お絵描きをしてもらう、ってな」

　ＰＣから鳴り響いたのは、タイトルコールだった。

「高校妻と始める異世界新婚生活！　おかえりなさい、あたしの先生♡」





　④ ノベルゲームの正しくない楽しみ方






　その黄色い声は起動する度に教室にこだました。生徒全員のＰＣにインストールしたので合計四回聞こえたわけだが、それでテンションが上がるのは俺だけだったようだ。美月はかなりわかりやすくヒイている。

　だが俺はそんな空気に負けてやる気はない。正義は勝つのだ。

「さて、さっそくだが説明する。よく聞いてくれ」

『高校妻と始める異世界新婚生活』は、「デッサン」をフィーチャーした美少女攻略系ノベルゲームだ。

　あらすじは、美術の教師である主人公が、生徒にデッサンのモデルを依頼したことをきっかけに関係を深めていく、というもの。物語は会話劇が中心の「ノベルモード」と、ミニゲーム「デッサンモード」を切り替えながら進んでいく。画期的なのはそのデッサンモードだ。

　デッサンモードが開始されると攻略対象の女の子の美しい立ち絵が表示されるのだが、これには紙に見立てた半透明の白いフィルターがかかっていて、その透ける輪郭をなぞることで鉛筆風のラインが引かれ、最終的に一枚の絵が完成する、というシステムになっている。うまい絵を真似るときに透かしてなぞる、アレに近い。

　完成したものは自動判定によってクオリティ値「♡」が与えられ、一定の基準をクリアしていると相手も喜び次のステップに進める。反対に値が低いとブサイクに描かれたと勘違いして傷つき、関係はうまくいかなくなってしまう。

　順調に攻略していくと、最初は制服だった立ち絵が、夏服、体操服、水着……とその際どさを増していき、最終的には諸君らが想像するとおりになる。異世界新婚生活というのはいわばクリア後のおまけモードで、教師と生徒というしがらみのない向こう側で、未み来らい永えい劫ごう爆発し続けてくれる。

　またやりこみ要素として、難易度をハードに変更するとデッサンモードにタイムリミットが加わり、その長さは女の子の性格や状況によって異なるというこだわりっぷりだ。せっかちな子に水着を着せるとわずか三分でデッサンモードが終了してしまうという鬼畜難易度が掲示板を沸かせた。残念ながら俺でもクリアできなかった代物である。

　つまり効率的に彼女達を脱がす、ではなく攻略していくためには、いかにマウスで丁寧な線を素早く引けるかが重要なのだ。

　今回はタイムリミットのないノーマルでプレイだ。

「……つまり、正確なマウスコントロールを感覚で理解してもらうために、このデッサンモードを使っていこう、というわけだ。抵抗はあると思うが、まぁやればわかる。文句はやってから受け付けるから、櫻井、そのつもりで」

　美月はたいそう不満そうだ。だが自身のツッコミが円滑な部活動を阻害しているという認識はあるようで、渋々といった様子で唇を尖らせている。相変わらずグロスが塗られてプルプルしている。一方の俺はかっさかさだ。

「それじゃあマウスをクリックして開始してくれ」

　ポップな効果音と「今日はどんなわたしを描いてくれるの？♡」というＳＥが一斉に鳴り響いた。

「あ、かわいい」

「ああー、かわいいー！」

　画面には七人の女の子が描かれている。有名絵師複数名を起用したその立ち絵は女性から見てもかわいいらしく、この時点ではエロ要素を全く感じない。何を隠そう、このゲームは女性ユーザーレビューでも高評価を獲得しているのだ！

「その中から好みの女の子を選ぶんだ」

　この選ぶ作業がなかなか楽しい。キャラクターを選ぶとその女の子の簡単なステータスが確認できる。学年、身長、胸の大きさなどの外見に関わる要素はもちろんのこと、性格や代表的なセリフまでも示されており、ひと目でそのキャラクターを把握できるようになっている。

　選択したキャラクター以外とは進展しないようになっている点も親切で、好みじゃない女の子のルートに入ってしまい、攻略を余よ儀ぎなくされる苦痛を味わうことがないのだ。

　さらにセーブファイルは複数保存可能で、新たに別の女の子を攻略することもできるし、攻略済みのデータならいつでもデッサンを楽しめる、というわけだ。

「わぁ……この子かわいい……あたしこれ！」

　美月が選んだのは妹系の女の子だ。ロリルックスでせっかちツンデレ生意気かつ実はドＭという、色々と美味しい設定が盛りだくさんで、しかし最もけしからんキャラクターだ。ハードモードが鬼畜難易度になる点も見逃せない。

「うーん、難しいなぁ……無難そうなこの子かな」

　琢磨が選んだのはスポーツ部のマネージャー系女子だ。明るく積極的で器量も良いが、デッサンに失敗すると傷ついてしまい、関係の修復が難しい。これを無難そうと言ってしまうあたりに、琢磨のイケメンとしての素質を感じる。

「この子綺麗やなー……」

　と、灯里が吸い込まれるように選んだのはお姉さん系キャラだった。モデル体型のクールビューティーで生徒会長をこなすなど聡明だが、実はドＳというダークな一面があり、進行すると「私を描きなさい」とネクタイを締め上げてくるなど、主従関係が完全に逆転してしまう。まさにドＭに幸福をもたらすキャラだ。

「………」

　悠珠はノータイムかつ無言で癒し系巨乳キャラを選択した。なんとなくその展開は読めた。

「さて、ここからが重要だ」

　デッサンモードに入るまでは通常のプレイで概おおむね三○分。現代文教師の速読術を用いて一○分程度といった読み物だ。セリフは全てフルボイスだが早送りに対応しており、合間に差し込まれる選択肢は間違えても進行に影響はない。

　ただそのやり取りの中で、相手の「スキ」なものがキーワードとして登場する。それを問う問題に正解すると二回目以降のデッサンモードでの立ち絵が変化、そこにその「スキ」なものが現れているので、併あわせてデッサンすると更に高得点、という隠し要素がある。

「今回は二○分以内にデッサンモードに入ってもらう」

　しゅっ、という風切り音と共に真っすぐに手を伸ばしたのは悠珠だ。いつも以上に気合いが入っているように感じるのは俺だけだろうか。真顔なのも怖い。

「それは読み飛ばしていけばいい、ということでしょうか」

「あ、そっか、そうすれば二○分もいらないね」

　反応したのは琢磨だ。

　そんな単純な作業をこの俺がさせると思っているのか。馬鹿めっ！

「甘いな。デッサンモードに入った時点でその子の「スキ」なもの、所属している部活などを俺が質問する。中には会話文にしか含まれていないものもあるが、俺は攻略サイトを見ながら聞くからな。これに答えられない場合、本日このゲームを持ち帰って再度挑戦してもらうことになるから、覚悟しとけ」

「ええ！　ちょっとそれ本気？」

　驚いたのは美月だ。しかし先程からの落ち着きのない様子を見ると、実際は早くプレイしたくてしょうがないのだろう。

「そんな、家族の前でプレイさせるなんて……先生、ひどい」

　灯里よ、頼むから自室でだまってこっそりプレイしてくれ。

「コホン。なので適当に読み飛ばすわけにはいかない。会話文の他にも女の子の表情もヒントになる。気を抜くな。自分の可能な限りの速さで読み、最速で選択肢をクリックしろ。そして表示された内容は全て頭の中に叩き込むんだ。いいか、これは速読の練習だ。わかったら返事！」

「はいっ！」

　弾けるように返事をした四人は素早くスピーカーの電源を切り、ヘッドホンを被った。これがゲーム部の戦闘体勢だ。

　しっかりと教育された高校生達は素直だった。一瞬で集中モードに切り替わっている。この順応性の高さが若さだなと思う。大人になると気持ちの切り替えには結構苦労するんだよな。

　感心して、実感する。ようやく部活らしくなってきたな、と。

　……プレイするのはエロゲーだけど。

「深呼吸して……いくぞ、三、二、一、スタート！」

　再び教室にはマウスのクリック音だけがこだまするのだった。

　そして俺は衝撃的なデッサンを目にすることになるのである。





　⑤ フィードバックの好ましいやり方






　全員がデッサンモードに入ったのは残り一分を切ろうかというところ。最後に入ったのが美月だ。

「ずあっ。やったー！」

　そう言ってふんぞり返り、またブラウスの胸元をパタパタさせている。女子高生の恥じらいの基準が俺にはもうわかりません。

　ちなみに一番最初に突入したのが悠珠だ。二番手は灯里、そして琢磨。

　キャラごとに多少の差はあり、その中でも悠珠が選んだキャラは少し長めだったのだが、さすが優等生の速読力だ。美月と違って涼しい顔で、というか進行するにつれ目の光彩が失われていく感じがちょっとアレだ。他の部員にはわからなかっただろうが、途中、ふふっと不敵な笑みを浮かべていたように見えた。今ではいつもの柔らかな優しい笑顔だが、あれは俺の気のせいだったのだろうか。

「よし、じゃあ質問していくぞ。神崎、その子の部活はなんだ？」

「家庭科部です」

「正解だ。じゃあスキなものはなんだ？」

「しろくまのもーさんです」

「それも正解だ。さすがだな神崎」

　ありがとうございます、と言って会え釈しやくする神崎はやはりおしとやかだ。育ちの良さがよく表れている。目の前の美月にも少し見習ってもらいたいものだ。

「井出、その子は何の部活のマネージャーだ？」

　続いて琢磨に質問をする。

「サッカー部ですね」

「じゃあ、スキなものはなんだ？」

「ええ、っと……あれ、そんなものありましたっけ」

「残念、井出、お持ち帰りだ。ちなみにその子のスキなものはユニフォームだ。その子の依存性の高さがわかる、重要なポイントだぞ。次からは気をつけてプレイしろ」

「はい、って、え？　家では続きを進めるんですか？」

「そうだ。男にとっては悪くないと思うが？」

　琢磨は爽やかながらその笑顔に汗マークが描かれているような、そんな苦笑いだ。

　俺は何か間違ったことを言っただろうか？

「はい、次からは気をつけます……」

　しょうがないだろう井出。これは部活なんだ。仕方のないことなんだ。先生も胸が苦しい。

「よし櫻井、その子の部活は？」

　質問された美月はぱぁっと明るくなる。

「あ、それわかる！　空手部！」

「そうだ。んじゃその子のスキなものは？」

「え、うーんと、あんまん？」

　そんな設定はどこにもない。

「……不正解だ。お持ち帰りな」

「えー！　答え教えてよ！」

「答えは自分で探すものだって誰かが言ってたぞ」

　美月はものの見事にふくれている。ぷーっと効果音が聞こえてきそうだ。

　余談だが、このキャラはロリルックスでありながらインナーマッスルを鍛きたえていて、適度に引き締まったお腹周りの描写が大変素晴らしいのだ。特におへそがいい。それだけでご飯三杯はイケるとネットで話題だ。あくまでネットの意見だ。

「じゃあ岩切、その子の部活はなんだ」

「部活、えっと、生徒会長だから、……生徒会？」

「おお、ひっかけ問題にも対応するとはさすがだな」

「あ、ありがとうございますっ……」

　あまり慣れていないのか、灯里は褒められるとすぐに俯うつむいてしまう。それによって気道が細くなって、その声のエロさにより磨きがかかってしまうということに気がついていないらしい。いいぞ、もっとやれ。

「もう一問だ、その子のスキなものはなんだ」

「べ、ベルト、です……」

「そのとおりだ岩切！　素晴らしい！」

「は、はいぃいいっ…！」

　このキャラは「スキよ、先生のベルトも」という名フレーズを生んだことで有名になった。それが意味するところは攻略していけばわかる。

「ではさっそくデッサンモードに取り掛かる。『デッサン開始♡』ボタンをクリックしてくれ」

　ぽろろろーん、という効果音と共に美び麗れいな立ち絵が表示される。

「うわぁー！　かぁいい！」

　みんな思わず感嘆の声を上げた。その中でも声が大きかったのは美月で、続いて「妹にしたい」とつぶやいている。彼女の画面には上目遣いで生意気にはにかんでいる制服姿の女の子が映っている。たいていのロリコンはここでノックアウトだ。

「さて今回は速度は求めない。とにかく可能な限り正確に、その輪郭をなぞるんだ。右クリックで直前の線は消せるし、マウスのホイールで拡大もできる。操作はマウスだけだ。とにかく彼女達をきれいに描いて差し上げろ。んじゃはじめ！」

　皆一斉に作業に取り掛かった。

　俺はその間、二台のゲーミングＰＣ「ＭＯＮＳＴＥＲＷＡＲＥ」に『高校妻と始める異世界新婚生活』をインストールしておく。これは不正解者の持ち帰り用だ。

　時折、美月は「おねえちゃんが描いてあげるよ～♪」と独り言を言ったりとルンルンだった。「かわいく描いてよねー！」というセリフに反応しているのだろう。設定上は同い年なんだぞと突っ込みたくなったが我慢した。

　隣の灯里はなんとなくハァハァ言っている気がするが、気がつかないことにした。

　三○分が過ぎ、時刻は一七時三○分を回っていた。当校は教育上、原則一八時までの下校としているので、ちょうどいい時間だ。

「はーい終了！　そこまででいいから見せてみてー」

　一番楽しそうにやっていた美月のモニターを覗き込む。

　うむ、期待はしていなかったとは言え、なかなか酷い仕上がりだ。

「頑張ったんだろうけど、ちょっと雑だな。これじゃギリギリ女の子の絵とわかるレベルだろう」

　俺はそう言って画面上のデッサン終了♡ボタンをクリックする。すると透かしで入っていた立ち絵が消え、美月がマウスで描いたデッサン絵だけが残った。

「ひどっ！　って、あれ……本当だ……あたしのりりちゃんが……」

　りりちゃんとはそのロリっ子のあだ名だ。ちなみに値は２３５０♡だった。初回ボーダーは２０００♡なので、ギリギリの合格だ。

「マウスコントロールが不十分なのはしょうがないが、描き直した方がいい線がいっぱいあるな。次はもっとかわいく描いてやれ」

「わかった！　センセ、たまにはいいこと言うね！」

　余計な一言だ。

「よし次は井出だが……、これはっ!?」

　琢磨は「あははは……」と言いながら頭を掻かいている。先鋭的なアートとも取れる作品だが、そこに描かれているのは女子のマネージャーではなく、もはや怪物のストーカーだ。絵心がないとしか言いようがなかった。

　だがよく見ると、やたらに細かく描かれている部分がある。

　これは……胸か？

　判別が難しいが、たしかにそこに情熱を感じる。

「井出、よくやった」

　俺はそう言って親指を立てた。琢磨、お前のリビドー、たしかに受け取ったぞ！

「先生、言いたいことあったら言っていいですよ……」

　ちなみにデッサン値は１２００♡だった。俺はこんなに酷い点数は見たことがない。

　さて次は灯里だ。

「次は岩切だな……。おお！　これは！　……？　だめだ岩切、これはやり直しだ」

　俺はモニターを見つめたあと、灯里の肩に手を乗せて言った。これは俺でも評価できない。

「ええ？　なんで先生、うまく描けてると思うんやけど」

「ああ、たしかにお前はうまいよ、だがな──」

　そこに描かれている女の子がすっぽんぽんじゃなければな！

「なんで服着てないんだよ!?　早すぎるだろ！　じゃなくて、どう見ても立ち絵は服着てるだろ！　お前のメガネどうなってんだよ!?」

「だって！　あまりにもキレイだから、この子のラインはどうなっちょんかと思ってぇ……。ほら、この腰のあたりとか、すごぉい……ドキドキせん？」

　道理でハァハァ言ってると思ったよ！

「ああわかるよ！　ドキドキするよ！　じゃないよ！　服着せろよ！」

「ええー!?　服着せたらもったいなかろーがね！」

「何が!?」

　覗き込んだ美月も顔を真っ赤にし、その目を手で覆いつつも、しかし隙間からしっかりと見つめている。

「これじゃあデッサン値を稼げな……７８８０♡だとぉ!?」

　俺ですら出したことのない高ポイントだ。７０００♡を超えると次回のデッサンで選べる立ち絵が増えるのだが、これは容易なことではない。全裸は正義なのか？

「ほらぁ！　これが本当の蒼あおちゃんの描いてほしい姿なんですよー！」

「と、とにかくだ。今回の目的は正確なデッサンなんだぞ？　女の子の深層心理を読んで本当に描いてほしい姿を描く、なんてロマンスが目的じゃないんだから……」

　ゲームやアニメに造ぞう詣けいが深いと聞いてはいたが、全くけしからん、いやとんでもないものを持っていた。恥ずかしがり屋のくせに喜々として女の子を全裸にするのだから、今時の女子高生の恥じらいは俺にはやっぱりわかりません。

「真面目な神崎はきっとちゃんとやってるぞ、ほら、おお、これは上手いな。よく描けている。集中力はさすがだな。……ん？」

　悠珠の描写は見事だった。背景を含めて正確にデッサンできており、特に顔までしっかり描き込まれているのが素晴らしい。制服もすごくよく描けているし、リボンも──。と、そこで俺の目が止まった。

　──そこにあるはずの胸がなくなっているのだ。

「……神崎。なぜこんなひどいことをしたんだ」

「おっしゃっていることの意味がわかりませんわ」

　悠珠はなぜか自信満々だ。

「いやいや！　この子は巨乳だろ!?　なんでそれなくしちゃうんだよ！　アイデンティティって言葉、お前なら知ってるだろ!?」

　悠珠は目を閉じ、ゆっくりと立ち上がる。そこには一切の迷いがない。

「先生、私は考えました。デッサンとは正確に対象を写し出すこと。リアルさを追求すること」

「ああ、そうだよ、間違っちゃいない。なのに、それがどうしてこうなった」

　そして目を見開き、モニターに向かって人差し指を立てて睨みつけた。

「こんな巨乳は現実にはありえません！　なので本来あるべき姿に正しく修正しました！　これが真実のデッサンです！」

　なん……だと……!?

「いやそうじゃねぇよ！　というか、いくらなんでもこれはやり過ぎだろう！　もうちょっと優しくしてやれよ！　こんな絶壁に……。はっ!?」

　自身の失言に気づくがとき既に遅し。悠珠は腕を組み、暗黒よりも深いオーラを放っている。

「ほう。先生は女子高生と乳房の大きさについて語ろうとおっしゃるのですか？」

　笑顔から放たれる謎のキラキラがブラックキラキラにレベルアップしている！

「まさかまさかと思いますが、そんなことはありませんよねぇ？　我が歴史ある白鷲高校において、乳房の大小などというバロメーターで個性を推おし量はかろうとする、教師の風上にも置けない方が部活の顧問を受け持つだなんて」

「ぐっ……」

「きっと私の勘違い。先生は個性の大切さを説きたかったのであって、まさかまさか、大きなおっぱいに拘っているなんてことは、ありませんよねぇ？」

　なんということだろうか。成績優秀な悠珠はその口こう撃げきにおいても優等生だったとは！

「も、もちろん、そんなことはない」

「そうですか、ならば問題ありませんね。良かった。私は尊敬する先生を失わずに済みましたわ」

　そう言って悠珠は自らデッサン終了♡ボダンをクリックする。

「７１４０♡……！」

　うなだれる俺の前に立つ悠珠は俺を見下ろしている。

「斉藤先生、なにか問題はありましたか？」

「……俺の負けだ。アイデンティティを軽視していたのは俺の方だった。すまなかった」

　その瞬間、悠珠が放つ謎のブラックキラキラは浄化されたように明るいキラキラになった。

「これからもよろしくお願いしますね、先生」

　そして立ち去り際、うなだれた俺へ耳打ちしていった。

「先生、かわい」

　満面のスマイルが見下ろしていた。

　壊したい、だなんてとんでもない！　これは触れちゃいけないヤツだ。俺の本能がそう強く警告していた。

　この日をきっかけに、部員達の中に眠る「何か」が少しずつ目を覚ましていくのを、俺は実感していくことになるのだった。
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　①　もちろんそれはＪＫと一緒に！






　六月最初の日曜日。場所は池袋駅、時刻は間もなく一四時。私服姿の俺は三◯分程前から、この要よう塞さいとも言える建物の前で立ち尽くしていた。降り注ぐ陽光が容赦なく頭皮を焼き、半はん袖そでポロシャツの内側は今すぐ脱ぎ去りたい程に蒸し風呂状態だった。下着は絞れるレベルでビショビショだ。

　なぜ俺がこんな苦行を強いられているのかというと、白はく鷲しゆう高こう校こうゲーム部の部員達と待ち合わせしているからだった。教員という立場上、生徒をこんな人ひと気けの多い場所で長時間待たせるわけにはいかない。結局、集合時間の大分前から、彼らの到着を今か今かと待ちわびている、というわけだ。

　幸いにも白鷲高校は名門だけあって、その生徒達の社会的教育は行き届いている。部活にしろ授業にしろ、集合時間をないがしろにして平気、という子は日頃から見受けられない。この苦行も残り数分の予定だ。でないと俺は倒れる。

「おまたせしました、先生」

　振り向くと、私服姿の神かん崎ざき悠ゆ珠ずの姿があった。

「おお、おはよう神崎。早いな」

　えんじ色のブラウスに薄手の白カーディガン、淡たん色しよくのサマーデニムパンツとカジュアルな装いだが、その頭に乗せた白い帽子がお嬢様感を漂わせる上品な仕上がりだ。素直にかわいい。

　しかし返事はすぐにはない。悠珠の見つめる先には俺のタオルハンカチと額があった。

「……すみません先生。もう少し早く来ればよかった」

　言われて気がついたのだが、悠珠はこの暑さの中、汗一つかいていなかった。電車の中はよほど冷房が効いていたのだろうか。滝たき汗あせの俺とは大違いだ。

「いや、待ち合わせ時刻より一五分も早いんだから気にするな。それより一人か？」

「はい。先輩方は駅の中で待ち合わせているみたいです。多分、もうすぐ来るのではないかと」

　なるほど、それは賢明な判断だ。と、いうことは。

「そうか。神崎は一緒じゃなくてよかったのか？」

「私は方面が違いましたので……」

　悠珠は俺の横に並んで空を眺めている。早めに様子を見にきてくれたのだろう。先生は炎天下の中、私達を待っているのではないか、と。

「すまないな、気を遣わせて」

「いえ、そんな。先生、暑くないですか？」

「大丈夫だ、もう慣れた」

　もちろん強がりだった。本当は今すぐ冷房の風にあたりたい。が、教師である俺が生徒を前にそんな弱気ではいかんのだ。と、誰から言われたわけでもなく勝手に自分を戒めている。

「センセー！」

　改札口の方から聞き覚えのある声がする。その声の主は櫻さくら井い美み月づきだ。手を目一杯振り、こちらに駆け出してくる。

「待った？」

　そう言う美月は変わらぬ生意気な目で上うわ目め遣づかいだ。休日ということで軽く化粧をしているせいか余計に印象的で、大人びて見える。

「てか太ふとしセンセ、汗すごっ。やばくない？」

「そういうお前は涼しそうだな、櫻井」

　暑がりな美月の格好は涼しげだ。首周りがざっくり開いたベージュのサマーニットからブルーのキャミソールが大胆にのぞいている。シナモンのチノパンをロールアップして足元のサマーサンダルはヒール付き。すごくおしゃれだ。

「かわいい？　でしょ？」

　だがおじさんは思うのだ。年相応、という言葉があるわけで、美月のそれは少しお姉さん過ぎないかと。そして次の瞬間、こう思うのだ。かわいいからいいか、と。そう言えば数年前、「かわいいは正義」とテレビで耳にしたことがある気がする。

「………」

「なんで無言!?」

　美月は風船のように膨ふくれた。その後ろから続いて来たのは井い出で琢たく磨まと岩いわ切きり灯里あかりだ。

「おはようございます、斉さい藤とう先生」

「おはよう先生。まぶしー」

　灯里の言葉に反射的に頭を押さえる。そこにはちゃんと髪の毛があった。もちろん彼女は太陽のことを言ったのだった。大丈夫、俺はまだ二五歳だ。きっとだいじょうぶ。

　と、その灯里の格好を見て、俺の中の何かのセンサーが反応した。

「岩切、お前、メガネはどうした」

「え？　ああ……、休みだし、今日はコンタクト……」

　そこにいるのは俺の知っている地味メガネのガリ勉女子ではなく、清楚なインテリ女子だった。髪をポニーテールにまとめ、日頃の編あみ癖ぐせがついた髪がふわっとなびいている。その細い顎あごのライン、首、そしてなによりうなじが最高にキレイだ。その細身に張り付くエスニックなマキシ丈ワンピにふわっとした襟えり付つきニットセーターがまた上品でいい。

「お前、なんか今日別人みたいだぞ」

　思わず喉が鳴った。そのスタイルの良さはなんとなく把握はしていたが、ここまで変わるとは。彼女の場合は制服が似合っていないのか？　と思えるほどギャップが激しいのだ。そういえば数年前、「きれいなお姉さんは好きですか？」とテレビで耳にしたことがある気がする。当たり前だ。

「え、ちょ、やだ、見ないでそんな」

「そう！　今日の灯里センパイチョ～かわいい！　いつもコンタクトにしたらいいのにぃ～」

　美月に服の裾すそを引っ張られながら赤面している灯里は「目が乾くから」とかなんとか言いわけしていた。立ち振る舞いは至って普段の灯里であった。だがそれがいい。

　しかしこうしてみると、男子が女子高生の私服姿にときめくのも頷ける。制服姿に見慣れてしまうと私服姿は眩まぶしく映るものなのだ。青春の日々にとって、ときにそれは真夏の太陽より鮮烈であろう。俺の青春に少し分けてあげたいくらいだ。

「女子の私服、いいですよね」

　そんな俺の心象を読み取ってか、耳打ちしてきたのは琢磨だ。琢磨は俺よりも身長が高く、一七○台後半はあろうかというところだった。黄緑のタンクトップに長袖シャツをラフに羽織って、ダメージジーンズを腰まで落とし、足元にはサンダルと、その着こなしは上品とはかけ離れているが、何故か品よくキマって見える。汗についても俺のそれとは違って、髪を掻かき上げればどこからともなく爽さわやかな風が吹く、そんな気がする。クソ、これがイケメン補正か。俺のそばに立つんじゃねぇ。
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「よし、みんな揃そろったな。ではさっそく行こう。俺は暑くて死にそうだ」

　ビルとビルの間を抜け、線路沿いの道を歩く。目的の場所はすぐそこだ。早く冷房に当たりたい。

「やー！　楽しみ！」

「先生、やっぱり暑かったんですね。大丈夫ですか？」

「ほら灯里、行こっか。人が多いからはぐれるよ」

「もー子供扱いせんでよ！」

　いつもより幾分賑にぎやかな生徒を引き連れ、その入り口に吸い込まれていく。

　そう、今日はここ、池袋にあるゲームの聖地、ｅスポーツアリーナ「ＬＦＳルフス」に来たのだ！




　ときは数日前に遡さかのぼる。部活動での一幕である。

「だー！　もうやだ！　飽きたー！」

　突然叫んだかと思えば、椅子が傾くまでもたれ掛かっているのは美月だ。ストレスが溜まっているのか、器用にもその体勢のまま頭を掻きむしっている。

「どうした櫻井。もう音を上げたのか？」

「あたしの気が短いみたいな言い方しないでよ！　あたしが悪いみたいじゃない」

　どうやら彼女は俺に対して相当な不満があるらしい。

「だいたいなに、この練習は！　なんの意味があるの？」

　彼女はモニターを指差しながら言った。俺が課したトレーニングの意味が気になって、集中できないということらしい。美月は一つが気になると他のことが目に入らなくなるタイプのようだ。現に、ブラウスがスカートから完全に出てしまい、チャーミングなおへそが丸見えになっていることは微み塵じんも気にならないらしい。俺はそっちの方がものすごぉく気になる。

「先生。僕からもいいですか」

　そんな美月と俺のやり取りをイケメンらしく「ははは」と爽やかに流していた琢磨だったが、やはりこの話題は気になるようだ。

「実際、この練習にはどんな意味があるんですか？　かれこれ、三〇分はやってると思うんですけど」

　琢磨が指差したモニターにも、美月と同じ内容のものが映し出されていた。

「あーもうつまんない！　理由がわかんないからもっとつまらない！」

　美月は既に限界のようだった。他の三人の表情も、勘弁してくれといった様子だ。高校生は思っていることがすぐ顔に出るからわかりやすい。

「じゃあ、言ったらちゃんと最後までやるか？」

「それは別問題！」

　はぁ。俺はわかりやすくため息をついた。

　いいかい、社会に出たら、理由がわからない嫌な仕事でもやらなくちゃいけないときがあるんだぞ。

　まぁそれこそ、社会に出れば嫌というほどそれを学ぶことになるわけだが。そして、社会に出てからの方が学ぶことが多い。

「だから何度も言ってるだろう。これはエイム練習なんだって」

　灰色一色に染まったモニターに、白や黒の円が現れては消え、現れては消えを繰り返している。生徒達はこの円を延々とクリックし続けるという単調な作業を、かれこれ三○分以上続けていた。

「わかってるよ。わかってるけど……」

「そうだね。さすがにこれほど単調だと、苦痛かも」

　琢磨が美月に続いた。テニスを通じて基礎練習などに慣れ親しんでいる彼にとっても、かなりの苦行のようだった。

「もっと楽しいのやりたい！」

「とはいえ、なぁ」

　エイム練習とはエイム力、簡単に言えば、マウスコントロールの精度を高める練習だ。その中でもこれは、その速度を高めるのに特化したメニューだ。

　ＦＰＳはｅスポーツの花形だ。他ジャンルに比べランダム要素が極めて少なく、実力がもろに出る。

　そんなＦＰＳは究極的には、いかに早く相手の頭を射抜くかが重要だ。照準を目標に合わせる技術、すなわちエイム力の向上は、ｅスポーツに本気で取り組もうと思ったら避けては通れない道だ。そのためにはこうして単調なトレーニングを積むのが一番良い。退屈と言われればそれまでである。

「まぁ、確かに、これじゃ実感湧かないかもな」

　しかし一番まずいのは、生徒達がゲームへの関心を失ってしまうことである。勝つために必要な練習と言われても、まずは楽しくなければそれ以上の上達は見込めない。

　俺はブラウザで、ある情報を調べ、立ち上がった。

「見にいってみるか、ｅスポーツの試合ってヤツを」




「すごぉい！」

「LFS [image: ] esports Arena」──それは日本屈指のｅスポーツセンターである。薄暗い店内にはゲームに特化したハイスペックＰＣがずらっと並んでいて、その数、一〇〇台。最高峰のゲーム体験ができる、まさにｅスポーツ理想郷だ。ここには腕に自信のある者やプロが集い、日夜白熱したバトルを繰り広げている。

　そして本日は、通常営業と併せてイベント試合が予定されている、まさにもってこいの日。

　店内は人でごった返していた。見るからにゲームが好きそうな人達から、仕事ができそうな大人、そしてモデルのようなルックスのいい女性まで、様々なタイプの人達が一堂に会していた。中央の巨大モニターには、今最も話題のサバイバルゲーム『ＲＳ』のプレイ画面が映し出されている。群がる人の多さからいって、誰かプロが来ているのだろう。

「いろんな人がいますね」

　琢磨は人種の幅広さに驚いているようだった。

「ゲームセンターも凄い人でしたが、またこれは雰囲気が違いますね」

　身長が低い悠珠は油断すると埋もれてしまいそうだった。はしゃぐ美月の裾を摑つかみ、はぐれまいと必死な様子だ。

「それだけプレイ人口が多いってことだ。ここはゲームはゲームでも、ｅスポーツ専門の施設なんだよ。競技向けゲームを、競技に最適な環境で提供しているってわけさ。だがその他に気がつくことはないか？」

「大人の人が多いです」

「そのとおりだ。ｅスポーツのプレイヤー層はゲームセンターを卒業した層が中心なんだ。だから大人の割合がすごく高い。それほど、長く楽しめるコンテンツだし、年齢を選ばないとも言えるんだ」

　俺達は一通り、施設内の雰囲気を楽しんだ。様々なゲームに、より高いレベルで没頭できるようにと工夫が凝らされた空間は、近未来的な体験を提供してくれる。

　目もく論ろ見みどおり、ＦＰＳの試合の雰囲気は十分に堪たん能のうできた。マウスをまるで日本刀がごとく振り回すプレイヤーや、あっと驚く遠距離狙撃を成功させるプレイヤー、投とう擲てき物ぶつや地形を利用するのがやたらと上手いプレイヤー。その他にも、斬新なフォームだったりエンターテインメント全振りだったりと、とにかくたくさんのプレイシーンを見ることができた。

　プレイ画面そのものも重要だが、プレイしている人間（それも上手い人）の様子を背後から観察できる機会というのは、そうそうあるものじゃない。実はそれこそが、今日この場を選んだ理由でもある。

　昨今、動画共有サイトや端末の普及で、試合そのものはこうして現地を訪れなくても見ることができる。が、プレイ中の手元を見るという経験はなかなかできない。

　ｅスポーツはコントローラーやマウスなどのデバイスを使って操作するのが基本だ。しかし映像には、その操作された結果しか映らない。仮にスーパープレイが起こったとしても、それがどういう操作によってもたらされたのかは、想像するしかないのだ。

　だから、その手元を見る。アグレッシブなプレイでも、その手元は無駄のない洗練された動きかもしれないし、またその逆もしかりだ。あのプレイを実現するためにどんな体の動かし方をすればいいのか。それを理解するには、実際に動かしている様子を直接見るのが一番手っ取り早いのだ。

　彼らはこの経験を通じて、エイム練習の大切さを知ってくれるだろう。

　週明け、部室の戸を開けると、そこには夢中で練習する生徒達の姿が……。

　いまいち想像できないのが悲しいところだ。

　主に、美月あたりが。




「ねぇ、センセ。あれに出てみてよ」

　そんな美月が、俺の袖を引っ張ってどこぞを指差している。振り向けば、司会の人がステージに上がり、何やら説明している。巨大モニターには企業の名前がいくつか表示されており、コラボキャンペーン企画だのなんだのと言っている。この場に居合わせた人を何人かステージに上げ、試合に挑むという趣しゆ旨しらしい。

「なんでだよ」

「あたしずっと思ってたんだけどさ。センセ、優勝目指すならこうだー、とか言っていろんな練習を指示してくるけどさー。そもそも、本当に強いの？」

「ぐ。それは……」

　痛いところを突かれた。

「私も気になっていました。我が校のゲーム部顧問に就任するからには、さぞお強いのかと」

「あ、それ僕も賛成。試すってわけじゃないけど、やっぱり先生の実力を見てみたいですよね」

「お前らなぁ……」

「はいはいはーい！　ここに参加者がいまーす！」

　美月によって、俺は二番手の選手としてエントリーされてしまった。彼女は無意識だったろうが、会場の注目を一瞬で集めたのは、何もよく通る声のせいだけではないだろう。女子高生がここにいる、というだけでも珍しいが、今日の彼女は人の目を引くルックスなのだ。何人かは鼻の下を伸ばしていただろう。俺も鼻が高いぜ。なんでだよ。

　しかし全く、なんてこった。ここ最近ＦＰＳの練習をしていないというのに。あれだけ言われれば、ここはなんとしても教師としての威い厳げんを示すべく、好成績を残したいところ。しかし練習をサボった人に戦果をくれるほど、このジャンルは甘くはない。うーん、困った。

　そんな自問自答をしながら、指のストレッチをしていると、あっという間に出番がやってきてしまった。俺は少し離れたところで手を振る生徒達に、恥ずかしいからやめろと言わんばかりに、控えめに手を振って、ステージへと上がる。

「あれ？　もしかして、太か？」

　ステージ上で、突然声をかけられた。どこか聞き慣れた声に顔を上げれば、やはり見慣れた顔があった。

「げ、ユウキ」

「おおおお、やっぱり太じゃないか！　久しぶりだなぁ。まだＦＰＳやってたのか」

「お、おお、まぁな」

　ステージ上でそう握手を求めてきたのは、大学時代の同級生のユウキだった。なるほど、本日ゲストに呼ばれていたプロプレイヤーというのは、こいつのことだったのか。

　その親しげなやり取りに、司会担当が「二人はお知り合いなのですか？」と質問する。会場も二人の関係が気になってしょうがないといった感じだ。それにユウキが答える。

「ええ、彼は大学時代の友人なのです。こうして顔を合わせるのは久しぶりなので嬉しいですね。また一緒にプレイできるのも、嬉しいです」

　すかさず司会は聞き返した。

「となると、彼もひょっとして……」

「ええ、かなりのゲーマーです。なんてったって──」

「おい、余計なことは言わんで良い」

　俺は彼の腕を小突いた。ユウキは一瞬の間の後、その意味を理解したようだった。司会の人間は慣れているようで、二人のそんなやり取りの微妙な間から、すかさず話題を変えてきた。

　ターゲットになったのは美月達だ。司会の「先程から応援してくれている人達は？」の質問で、観衆の視線が彼女らに向けられる。ここは生徒達を変な目から守るためにも、ちょっと固めの雰囲気を演出しておく。

「ええ。私は高校の教員なのですが、今日はゲーム部の顧問として、本場の雰囲気を感じてほしいと思い、連れてきました」

　会場が少々どよめく。さっそくナンパでもしようと思っていた奴もいたのだろうが、教員が同伴とあれば、それもできまい。ふふふ、ザマーミロ。

　続けて司会が「それでは、負けられないですね」とマイクを俺に向ける。

「潔く負けて、現実の厳しさを教えてやろうと思います」

　会場が軽い笑いに包まれると、司会は手際よく仕切り、俺達をプレイヤー席へと座らせた。その間も、これは見逃せない展開だ、とか、負けられない先生をプロがどうフォローするのか注目だ、とか、色々なことを言って観衆の期待を煽あおっている。さすがは司会者、プロの仕事である。

「太、お前……」

　少し離れたところに構えるユウキが、俺に何かを言いたそうにしている。

「別に俺が望んだわけじゃないよ。校長命令ってヤツでさ。社会人としては、トップの命令には逆らえないだろう？」

　俺は気恥ずかしさを笑顔でごまかした。

「そうか。まぁなんにしてもこの試合、本当に負けられないな」

　ユウキが腕を伸ばして親指を突き出してくる。お調子者のユウキの、昔から変わらない癖くせだった。

「お手柔らかに頼むよ」

　俺もそう言って、親指を突き出した。





　②　サバイバルゲーム






　ゲームタイトルは『The Rusted Souls』、通称『ＲＳ』。サバイバル系ＦＰＳの火付け役的作品で、今なお盛り上がっている名作だ。

　ラストマン・スタンディング・ルールと言って、「相手を倒す」ことよりも「生き残る」ことに重きを置いているのが斬新で、敵を多く倒した奴よりも、生き残った奴が評価されるシステムだ。

　今回の参加形式はデュオマッチ。簡単に言うと、プロ選手と会場の一人（今回は俺）がチームを組んで、一般オンラインプレイヤーが集う戦場に降り立ち、最後の二人になってこい、というものだ。見事生き残ればスポンサーから素敵な商品をプレゼント！　という、企業宣伝を兼ねたイベントだった。

　勝利すれば「パートナーが誰でも勝てるって、プロすごい」とプロゲーマーの所属プロダクションは宣伝できるし、パートナーが力を発揮すれば「どんな人でもパフォーマンスを引き出せる」としてデバイス企業はプロモーションするだろう。全く、いつの世もうまいことを考える人がいるもんだ。

　会場のアナウンスが入った。それと同時にゲームがスタートする。俺とユウキのキャラクターは航空輸送機の中に押し込まれていく。

「さて、どう攻めようか」

「んー。そうだなー。ここ、なんかはどうだ」

　俺はマップ北側にマーカーを出した。そこは航路からそこそこ離れており、パラシュート滑空でなんとか届きそうな場所だった。

「なるほど。オッケー、いいぜ、そこ行こう」

　直後、彼のキャラクターが降下を開始する。俺もそれに続いた。会場のアナウンスが、早くも飛行機を降りたことを興奮気味に解説している。

「得意武器は？」

「ＤＭＲかな」

　ＤＭＲとは、デザインド・マークスマン・ライフルの略で、狙撃手用にセッティングされた突撃銃アサルトライフルのことを言う。狙撃銃スナイパーライフルよりは小型かつ軽量で機動性があり、十分な狙撃精度も備えるなど、汎用性の高い武器だ。一方で、連射力は控えめで、威力そのものは狙撃銃に劣り、取り回しの良さは純粋な突撃銃に及ばないなど、中途半端さが目立つ。

　だが俺はそんなＤＭＲが性に合うのだった。

「オッケー、じゃあ近接武器は俺にまかせて」

　武器には得意な交戦距離があり、近い順に散弾銃シヨツトガン、短機関銃サブマシンガン、突撃銃アサルトライフル、軽機関銃ライトマシンガン、ＤＭＲ、狙撃銃スナイパーライフルとなっている。ＤＭＲは敵との距離が遠いときに強いが、逆に散弾銃や短機関銃を持つ相手に接近されると弱い。

「助かるよ」

　俺達のキャラクターは、美しい大自然の中、落らつ下か傘さんを背負ったまま降下していく。あたりを見回せば、遠い海が傾かしいだ太陽光を反射して、今回の舞台である島全体を朱色に彩っている。他にも渓谷や雪原、都市部など様々な場所が戦いの舞台となるが、風景まで楽しめるこの作り込みが、『ＲＳ』の良いところだ。世界がリアルだと没頭感が違う。おかげで俺も集中ができる。

　ユウキの合図をきっかけに、パラシュートを展開する。早めの展開は、航路から遠い目的地に降り着くための飛距離稼ぎだ。ゆっくりと時間をかけ、目標地点に降下する。

　そこはマップの比較的隅の方であり、人は少なかった。一◯◯人五◯組が同時に戦闘を開始するゲームシステム上、戦闘は開始直後が一番熾し烈れつになる。今回はそんな激戦区を避け、安全な場所でプレイ時間を稼ぎ、その間に勘かんを取り戻す。それが俺の狙いだ。

　俺達は民家に押し入り、物資を集めていく。不人気スポットだけあって、安全ではあるのだが、やはり物資が少ない。まともな装備になるまでにかなりの時間を使ってしまったが、ＤＭＲ系武器が入手できたのは幸運だった。ユウキから譲ってもらい、代わりに俺が拾っていた突撃銃を渡していく。そんなことをしている間に、すぐにエリア縮小が始まってしまった。

　エリア縮小とは、減り続ける人数に合わせて、活動範囲も縮小させていくというシステムだ。活動範囲内を安全エリアと呼び、その外にいるとＨＰが徐々に削られ、ついには死亡してしまうので、プレイヤーはエリア内に移動することを強要される。これによって、プレイヤー同士のエンカウント率を上げると共に、ゲームに動きを出しているのだ。

　俺達は民家に停めてあった二人乗りバイクに乗り込み、街道を攻めていく。

　今回俺達が降りたエリアは次の安全エリアから相当に遠い場所にあり、かなりの距離を移動する必要があった。バイクはエンジン音の大きさゆえにその存在を広範囲に知らせてしまう弱点があるが、このまま歩き続けているとエリアから外れ、一度も戦闘せずに死亡するというみっともない姿を晒さらすことになってしまう。生徒の前でそれはできないし、ユウキにしても、プロとしてそれはできないだろう。リスクは承知でバイクを使うしかないのだ。

　島中心には廃校らしき建物がある。そこにバイクを乗り付け、すかさず建物の中に入る。周囲では度たび々たび銃声が響き渡っており、かなりの人数が付近にいることが窺うかがい知しれた。

「おお、やってるねぇ」

「中、攻めようぜ」

「まじかよ」

「んじゃ、サポートよろしく」

　ユウキは困惑する俺をよそに、壁伝いにどんどん進んでいく。主要な扉を迷わず開け、待ち伏せしていた敵を素晴らしいエイムで撃ち落としていく。その完璧さに、会場が沸いた。そして俺は何もしていない。

「相変わらずすげぇな」

　ユウキの発砲音を皮切りに、周辺にいたチームが次々と動き出した。いたるところで発砲音が鳴り響いている。中には俺達が陣取るエリアまで辿り着く奴らもいたが、ユウキによって頭を射抜かれ、すぐにやられていった。

　俺はというと、そんなユウキを陽動として誰かを撃ち抜くつもりだったのだが、出番はやってこない。そればかりか無駄に被弾したりして、全く役に立っていなかった。

「センセー！　役に立ってないよ！」

　美月の煽あおりに会場が笑いに包まれる。この野郎、と思って睨にらみを利かせたが、既に美月の口は灯里によって塞がれていた。ナイス灯里。後でフラペチーノをごちそうしてやろう。

　それにしても美少女二人がくんずほぐれつしている様子は、最高だな。「かわいいは正義」と「綺麗なお姉さんは好きですか」の奇跡のコラボを間近で見られないことだけが悔やまれた。

　廃校での闘いは数分で片付いた。人気スポットだけあって、かなりのチームが集まっていたわけで、転がっている死体も相当な数になっている。画面上に表示されている残存人数はちょうど二◯。単純計算で、一◯チームがこの島に残っているということになる。逆に言えば、この数分間でそれだけの人が沈んだということだ。試合展開はここにきて加速したのだ。

　俺達はそんな死体を漁り、装備品の質を高めていく。運良く四倍スコープを入手し、俺のＤＭＲはそこそこ遠距離を狙撃可能になった。ユウキはフルカスタムの突撃銃と散弾銃を手にしており、近距離特化だ。

　そうこうしている間に、次の安全エリアが表示される。廃校はその中からはずれ、南にある山と湖が今回の舞台となりそうだ。マップ北側にいた連中は俺とユウキが（というかユウキが）倒してしまったから、次の場所では山を越えたあたりで、他のプレイヤー達と正面衝突しそうな感じだ。

「足で行こう」

　そういってユウキは駆け出す。バイクを使って存在を知らせるのがリスキーだと判断したのだろう。開けている場所ではユウキの近接武器は効果を発揮しにくい。可能な限り距離を詰めてから戦闘したい状況なだけに、爆音を響きわたらせながらの移動は自殺行為だ。

　山頂手前の集落付近で、ユウキは足を止めた。

　いかにも中に人がいそうである。ユウキがしゃがんだ状態でゆっくりとにじりより、俺は少し離れたところからついていく。民家のすぐ近くにむき出しの岩があり、ユウキはその陰に隠れた。画面を左右にふって、中の様子を確認しようとしていた。

　しかし先に仕掛けたのは敵だった。俺の画面からは微妙に死角になる窓から、突撃銃による狙撃があった。それはユウキの肩に着弾する。

「あっぶね」

　会場がどよめく。ユウキは素早く身をかわして岩陰に隠れる。どうやら俺達の接近は完全にバレていたようだ。続いてグレネードが飛んできて、付近で爆発する。ユウキの隠れている場所を狙うには無理な投とう擲てきだが、それでもなかなかいいコースだ。間違いなく、敵はうまい。

「スモーク！」

　俺はスモークグレネードを投げつけた。それは岩に命中し、少し浮いて空中で炸さく裂れつする。民家と岩の間のあたりに、白く濁にごった煙が出現する。

「サンキュー、太！」

　ユウキは手早く傷を手当てし、煙の脇から民家へ接近、壁に体を寄せた。煙が晴れたと同時に飛び出し、窓から覗いていた相手に銃弾を浴びせる。数発が相手のヘルメットに突き刺さり、そいつは倒れた。

　わぁ、と会場は沸いた。これには俺も舌を巻いた。なぜならユウキの画面には、射撃するまさにその直前まで、敵が一度も映っていなかったからだ。つまりユウキは、最初に射撃をもらった時点で、おおよそ敵がどこにいるのか解っていたということになる。発砲音の方角を察知し、マップ情報と照らし合わせ、敵の位置を割り出す。そして走り出しながらそこへ完璧に照準し、撃たれる前にやる。ＦＰＳの醍だい醐ご味みが凝縮されたシーンだ。

　だが直後、ユウキは窮きゆう地ちに立たされる。今度は反対側の窓、つまりユウキの視界外である真後ろから、銃弾を浴びせられたのだ。

　会場から悲鳴があがった。銃弾の雨がユウキに降り注ぎ、ＨＰが見る見る削られていく。ユウキも素早く身をかわすが、このままではもたない──。

　──そのときだった。

　突如、射撃が止んだ。

　そして反撃のために振り向いたユウキの画面には、脳天から血を吹き出して倒れる相手の姿が映っていた。

「太ナイス！」

　何が起きたのか解っていなかった観衆も、ユウキの叫び声で事態を理解した。司会が、

「これは驚きました！　斉藤選手、ファインプレイ！」と会場を盛り上げると、今日一番の歓声が巻き起こった。

　やや離れた場所に控えていた俺には、ユウキを狙うそいつの姿が見えていた。俺は慎重にエイムし、そいつの脳天に銃弾を叩き込んだのだ。

　まさに間一髪。ユウキのＨＰはほとんど残っておらず、弾がかすっただけで死亡してしまうほどだった。

「さすがだな太。なまってないな」

「やめとけユウキ。そうやって煽おだてられると、ろくなことがない」

　このプレイが効いたのか、お荷物扱いだった俺への扱いがころっと変わり、会場は一体となって俺達を応援してくれた。





　③　ただほど高いものはない






　しかし結果から言えば、優勝はできなかった。小屋を占拠したのも束の間、別のチームに強襲を受け、応戦している間に、また別のチームからの銃撃に遭った。最初に俺の頭がスナイパーに撃ち抜かれ即死、配置上三対一で対応したユウキも銃弾を浴びて死亡。チーム順位は六位と、これまた微妙なところで終わってしまった。

「お疲れ様でした、先生」

　司会による煽あおりと拍手の中、ステージを下りた俺を最初に迎えてくれたのは悠珠だった。小柄であることを活かして人の波を通り抜けてきてくれたのだろう。いつの間にか汗まみれになっていた俺を気遣ってか、ハンカチまで手渡してくれる手厚さだ。全く、どこのエンジェルなんだいこの子は。

「惜しかったねー！　センセ」

「いやいや、全然駄目だった」
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「そんなことありませんよ、先生。僕、先生の狙撃を見てましたけど、めちゃめちゃ早かったです」

　琢磨が、なぁ、と灯里に話題を振る。

「そこは見れへんやった……」

「それでいいんだよ、俺の画面なんか見てもしょうがない。それよりどうだった、プロの腕前は」

　俺は悠珠に貸してもらったハンカチで額の汗を拭きながら、生徒の表情を見た。みんな興奮しているのか、いつもより顔が赤い。

「すごい、やっばい、って感じ！」

　美月の回答は感動だけは伝わったが、それ以外は何も伝わらなかった。現代文教師としては、もう少し語ご彙い力りよくをなんとかしてもらいたいものである。

「驚きました。私達が操作している画面と、あんなにもイメージが変わるなんて」

　悠珠は両手を祈るようにして、謎のキラキラを纏まとっている。

「それは思いました。なんか、速いんですよね、全てが。移動速度とかも変わらないはずなのに、無駄がなくて、速いって感じでした」

　悠珠に続いたのは琢磨だった。銃を構える素振りをしながら、その感動を再現しようと機敏に動き、それを見た悠珠はさらにキラキラを増量させている。

「本当、そんな感じでした。なんですかね、振り向いたら、その中心に敵がいる、みたいな」

「わかる、そうそう、そうなんだよ」

　と、珍しく悠珠と琢磨が意気投合して盛り上がっている。俺の視界の端っこの方で複雑な表情をしている灯里がとても心配だ。話題に入れないのが悔しいのか、それともおじさんには思い出せない恋心がそうさせているのか。

「岩切はどうだった？　ゲームをプレイする機会は多かっただろうから、あの凄さはわかったんじゃないか？」

「うーん、凄いのはとてもよくわかったんだけど。あんなん、なれるんかなぁ」

　そういって彼女は人差し指を立てた手を頰につけ、首をかしげている。

「なんか凄すぎて……。今から頑張ったとして、あんなんになるとか想像できんし……」

「それは心配ないよ！」

「わぁ！」

　突如、会話に入ってきたのは、ユウキだった。ビビリな灯里は反射的に琢磨の陰に隠れ、裾を摑んでいる。

「あー、ごめんごめん、驚かしちゃって」

「なんだよユウキ、こんなところで油を売ってていいのか」

「いいんだよ、今のでエキシビションは終わりなんだ。それより久しぶりに会ったダチと少しくらいは話したいだろ？」

　俺達のそんなやり取りを、生徒達は一歩引きながらも興味津々といった様子で眺めている。

「どうだったかな？　楽しんでもらえたなら良かったんだけど」

　ユウキはプロとしての爽やかな営業スマイルを生徒達に送っている。それは生徒達の緊張を一瞬にして解きほぐした。ぐぅ、さすがの社交性だ。

「はい！　すごく楽しかったです。ゲームって、あんなにスリルがあったんですね」

　最初に握手を求めたのは、意外にも悠珠だった。悠珠は自分の目の前で起きたエンターテインメントにいたく感動したらしい。目がキラキラと輝き、その背景にも謎のキラキラが溢れ出している。それが嬉しかったのか、ユウキの背景にも同じようなキラキラが見える、気がする。

「ありがとう。そう言ってもらえると、頑張った甲か斐いがあったよ」

「感動しました。なんかもう、全てが凄かったです」

　続いて琢磨が握手をする。長身の二人だとなかなか絵になる光景だ。灯里は恥ずかしいのか、「あ、どうも」と短い握手を一応交わしていた。

「ねーセンセ」

　ポロシャツの裾を引っ張られ振り向けば、美月の顔があった。手を顔の横に当て、何やらヒソヒソ話で聞きたいことがあるみたいだ。顔が近い。かわいいは正義だ。

「あのひと、プロなんだよね」

「おう、そうだぞ。人気も知名度もある方だと思う」

「そっか、じゃあ凄いひとなんだね」

「そうだ」

　美月はそこまで言うと、手に顎あごを乗せ、何やら考えている感じだ。

「ねぇ、センセは、どうしてそんな凄い人とゲームができるの？」

　と俺の顔を覗き込んでくる。俺には視界に見切れるその胸元が悩ましい。

「さっき言ってなかったか？　大学が一緒だったんだよ。同級生」

「いや、そうじゃなくて」

　美月は自分の質問したい内容が上手く言葉にできなくて困っているようだった。眉み間けんにシワを寄せ、人差し指を頭にねじ込んでいる。俺は彼女の言葉が出てくるのを待った。

　語彙が足りないと、自分の思いを表現するのに苦労する。でもこれはトレーニングで改善できることでもある。教師としては、彼女のそんな成長する姿を見守ってやりたいのだ。決して、アングル的に見える素敵鎖骨を楽しんでいたいからじゃないぞ。

「なんていうか、ユウキさんも、太センセも、お互いをよく知ってるっていうか、任せてるみたいな。初めて一緒にやったんじゃないって感じ？」

「そりゃあそうだよ。友達だったんだから、ゲームくらい一緒に……」

「違う違う、なんていうか、まるで一緒に戦ったことがあるみたいだったって言ってんの！」

　ヒートアップした美月のよく通る声に、雑談中の琢磨達もこちらを振り向いた。直後、

「あ」という表情で固まっている彼女を、俺は軽く小突いてやる。

「その答えを知りたいかい？」

　ユウキの問いに、生徒達は弾けるように前のめりになった。一瞬で生徒達に囲まれ、関心を集めるその手腕。なんか、人間力で敗北した気分だ。

「太、いいだろう？　生徒達が知りたがっているんだから」

「……好きにしろ」

　俺は頭を抱えた。

「俺と太はね、大学時代、一緒にゲームの大会に出ていたんだよ。それも、ＦＰＳで有名な大会にね。そして──」

　ユウキと目が合った。意地悪そうな目元を見る限り、言うつもりなのだろう。

「準優勝した」

「ええ!?」

　生徒達が一斉にこちらを振り向いた。

「そのときは四人組での参加だったんだけど、太はそんな俺達のリーダーだったんだ」

「太センセ、そんなに強かったんだ……」

　気恥ずかしい俺はついつい後ろを向いてしまった。美月と悠珠が放つ純粋なキラキラが眩しすぎる。そんな目で見られたら私……恋に落ちそう！　なんてことはない。

「うん。さっきも見たよね、あのプレイ。高低差のある中距離狙撃で、岩の隙間から、窓の内側で構えている相手の頭を一発、それもあの一瞬で。あれは上級者じゃないとできないプレイだよ。なんでかって、あの射しや線せんが実現する範囲はものすごく狭かったはずなんだ」

　ユウキは手を動かして、わかりやすく説明している。

　射線とは、弾丸が通る道のことを言う。射線が通っているということは、対象に命中させることができるということだ。障害物が多ければ多いほど、対象までの射線は限定されてしまう。

「つまり太は……」

「……最初からそこに敵がいると解っていた、ってことですか？」

　悠珠が驚きよう愕がくの表情に変わる。

「そうなるね。あそこは俺の場所からは死角だっだし、ペアで行動する前提で考えると、不自然というか、いるはずのない場所だったんだ。だから俺は相手が一人だと思って突っ込んだ。けど太は待機した。そして、岩陰に身を隠しながらあの場所を狙撃できる唯一のポイントに移動して、エイムしていたんだ。リプレイを見ると解るよ」

　琢磨と悠珠が唖あ然ぜんとした表情で俺を見つめていた。

「たまたまだよ。たまたま。安全な場所に移動したら、撃てる場所がそこだっただけだ」

　美月はイマイチ状況が飲み込めないらしい。ユウキの説明では、美月には理解が難しかったようだ。

「ウチ、そんな凄いところ見逃したん……」

　落ち込む灯里を、ユウキが慰める。

「良かったらリプレイデータを送ってあげるよ。繰り返し見たら勉強にもなるしね」

「やった！　ありがとうユウキさん！　正直あたし、全然わかんなかったんだよね！」

　美月は何やら自信満々に親指を突き立てている。素直なのが彼女の良いところではあるのだが……。そこは自慢できるところではないと、おじさんは教えてあげたい。

「それに、顧問の先生なら、そこんとこ、きっと詳しく教えてくれるよ」

「おいユウキ、余計なことを……」

　生徒達の背景には明らかに謎のキラキラが蔓まん延えんしていた。

「あのな、本当たまたまだから。大体エスパーじゃあるまいし、敵の居場所が解るわけないだろ！　さ、この話はおしまい！　さぁ帰るぞ」

　あー、もう。これだから嫌だったんだよ。俺は無理なく平和に部活動を行いたかったのに……。まぁでも、これで生徒がやる気になってくれれば、練習メニューも組みやすくなるか……。

「あ、それとな太、良いものがあるんだ。ちょっと待っててくれ」

　そう言ってユウキは小走りで消えていき、数分の後に戻ってきた。手には、企業のロゴが印刷された袋がいくつもぶら下げられている。

「なんだこれ」

「俺、このブランドのアンバサダーをやってるんだけど、よかったらお前の生徒達に使ってもらえないかと思って」

「え、噓だろ」

「メーカーも、あの斉藤太の教え子が使うって言ったら、快諾してくれたよ」

　手渡された袋の中を見ると、マウスとキーボードが入っていた。

「これ、最新モデルじゃないか」

「そ。先日出た、高校生でも買えるっていう価格帯のヤツ。使ってみたけど結構いいぞ。軽いしね。はい、君達の分も」

　手際良く生徒達に配るユウキ。生徒は素直にそれを嬉しそうに受け取っている。

「お前ら、何自然に受け取ってるんだよ!?」

「えー、なんでセンセ。くれるって言ってるんだよ？」

「あのな！　いくらすると思ってるんだそれ！」

　つい先日ネットニュースでアップされていた記事によると、マウスが五千円、キーボードが八千円くらい、合わせて一万三千円の代物だ。最新の技術を用いた量産パーツのみを使用して、無駄な機能を削ぎ落として価格を下げた普及版。高校ゲーム部の乱立に伴い、高校生使用デバイスのベンチマークにしたいというメーカー渾こん身しんの作品だったはずだ。

「ユウキ、当然、ただってわけじゃないんだろう」

「そこはまぁ、ビジネスだからね」

「やっぱりな。お前という奴は昔から──」

「ああー！　見て見て！　超かわいい！」

　声に振り返ると、そこには剝むき身みの新型マウスを掲げながらはしゃいでいる美月がいた。その脇の下には、乱雑にひん剝かれた外装が挟まれていた。

「見て見て！　ピンクに光る！　ほらセンセ、これ綺麗だよ！」

「櫻井、お前……」

「決まりだな、太」

　俺は頭を抱えた。




　ユウキ側のビジネス的な要求は、想像していたよりは緩ゆるかった。条件は、マウスとキーボードを抱えて一緒に写真に写るというもので、でかでかとメーカーロゴが映されたステージモニターを背景に、生徒を中心として両サイドに俺とユウキという構成だった。

　アンバサダーのプロプレイヤーが、未来ある子ども達にデバイスをプレゼント──。そんなキーワードで記事が飾られるのだろう。




　日も暮れそうな帰り道に立ち寄ったカフェ。生徒達の話題は自ずとゲーム一色で、今までにないくらい、その会話が盛り上がっている。

「なぁお前達」

　数週間前までロクにＰＣに触ったこともなかった彼らが、今ではその魅力に取とり憑つかれてしまっている。顧問としてこんなに嬉しいことはない。

「このワクワクを忘れないでな。それが上達に必要なんだ。明日からは今日貰ったヤツを使って、トレーニングを開始するからな」

　ゲーム甲子園では、様々なゲームがその競技種目に選ばれるだろう。その中に、間違いなくＦＰＳはある。流行からいっても、選定基準からいっても、『ＲＳ』のような大人数参加型のバトルロワイヤルゲームがその中心となる可能性は濃厚だ。なぜなら競技には、見ていて楽しくわかりやすく、プレイヤーの技量が反映されるものが適しているからだ。『ＲＳ』は、その全てを満たしている。

　ならば、相手を素早く撃ち抜くエイム力は絶対に必要だ。マウスとＰＣの性質を理解し、反復練習して体で覚える。そうした地道な努力なくして、技術は身につかない。それはどんなスポーツでも同じはずだ。

　しかし、トレーニングは過酷だ。好きじゃないと続けられない。

　そんなとき、今日のこの感動が、ワクワクが、彼らを後押しする。好きこそ物の上手なれ、なのだ。

「お前達、できそうか？」

　何の運命のいたずらか、白鷲高校ゲーム部には、ワケあり生徒が揃そろってしまった。

　進級単位が危ぶまれるイマドキ少女。生徒会に押し付けられてしまった優等生。怪我でテニスを辞めたイケメンと、声優を志す引っ込み思案なメガネ少女。

　動機も理由も違う彼らが、今、勝利という同じ目標に向かって一つになろうとしている。

　──ああ、これが、教育者の喜びってヤツなのか。

　彼らの明るい返事が心地よかった。




　帰路に就き、いつものコンビニでプレミアムビールを買う。喉越しが一日分の疲労を拭い去ってくれるようだ。

　こうして初めての課外活動は終わった。それぞれの専用デバイスも入手できたし、明日からは最適化の設定だ。それが終われば、いよいよゲームの攻略となる。

　おそらく大半の学校はスタートの時点でここまでの準備はしていないだろう。最高級のゲームＰＣ、そして専用のゲーミングデバイス。それもプロ公認の、最新仕様。これだけで一歩以上先を行っているはずだ。ここまで来たら勝たせてやりたい。

　だが、勝負の世界がそう甘くないのも事実だ。

　勝負強さを身につけるのは簡単なことではない。自身のスペックを引き出すタフなメンタル、状況を有利な方に引き寄せる運、そして圧倒的不利を覆す閃ひらめき。トレーニングだけでは身につかない、勝負の才覚が必要になってくる。それは、雑念なく勝負に集中しているときにしか、引き出すことができないのだ。

　様々な事情を抱えた生徒達が勝負強さを身につけるには、乗り越えなければならないものがある。

　そのことを象徴する出来事が待ち受けていることを、このときの俺は知らなかったのだ。
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　①　異変






　今年の猛暑は本気だった。七月初旬にしてこの暑さ。アスファルトだけでなくグラウンドの土からも陽炎かげろうが立ち昇っている。このままの勢いで八月に突入したら、一体この国はどうなってしまうのだろうか。

　教室では早くもエアコンが全力で稼働している。熱中症になるよりはマシ、ということで温度は低めに設定され、寒がりな生徒はカーディガンを羽織って授業を受けていた。暑いのにカーディガンが手放せない。どこかのオフィスレディのような事情がここ白はく鷲しゆう高こう校こうでも発生していた。

　そんな夏。

　白鷲高校ゲーム部はその発足から二ヶ月が過ぎようとしていた。生徒の顔ぶれは変わらない。相変わらず彼らはモニターに向かって青春の汗を流している。

　部員達はメキメキと上達していた。休日以外は毎日同じゲームに触れ、徹底的にトレーニングを積み、なおかつ競い合っていただけあって、その上達速度たるや。こと『SoC』において、もはや並の高校生プレイヤーでは太刀打ちできないだろう。それほどまでに彼らのコントロール技能は高く、あとはそれに戦術・経験値がいかに追いついていくかが試される時期となっていた。

　そんな七月。

　櫻さくら井い美み月づきの異変に気がついた。

　異変、というよりも、本来持ち合わせていたものが浮き彫りになった、と言った方がきっと正しい。それはプレイが洗練されればされるほど、顕けん著ちよに現れた。




　その日、「接近戦での立ち回り」の練習のために全員に散弾銃シヨツトガンを持たせていた。

　散弾銃は一撃で敵を葬り去る凶悪な威力を持つ一方、連射が利かず、弾が拡散していくために近距離でしかその威力を発揮できないという特徴がある。そのためこの武器で勝利するには、自ら前進して接近戦を挑むしか道はない。

　そんな試合が長引くと、自ずと皆姿を隠し、油断した相手の隙を狙う戦法を取りがちになる。突然現れた敵に咄とつ嗟さに対応する、瞬発力の勝負だ。

　そんな一コマだ。美月は果か敢かんに接近戦を挑み相手を撃ち負かしていくが、どうしても撃ち勝てないパターンがあった。

　それは「急に画面内に敵が現れた場合」だ。彼女はこのパターンにおいて、ほぼ何もできずに負けるのである。

　誰しも、油断しているときに目前に敵が現れれば驚く。それが至近距離となればなおさらだ。最初は驚きのあまり操作がおぼつかなくなってしまっているのだろうと思った。経験を積んでそんなシーンに慣れてくれば、自然と対応できるようになる。そのとき俺はそう考えていた。

　ところが彼女のそれは改善するどころか、深刻化していった。薄々、他の部員も「美月には奇襲をかければ勝てる」とわかってきた雰囲気だ。

　その瞬間、彼女の動きは停止する。彼女の操作するキャラクターだけではない。彼女自身が、凍りついたように止まってしまうのだ。

　彼女の体は強こわ張ばっていた。ビクッと肩が震え、そのまま停止。それは秒に満たないこともあれば、数秒に及ぶこともある。尋じん常じようではない汗。何かを振りほどくように再びマウスを動かし始める姿を見て、それが「異常」であると俺の中で結論づけたのが、この時期だった。

　他の部員は美月のそんな状態を気に留めている様子はない。プレイ中はモニターに集中しているから、気づかないのだろう。かくいう俺も、彼女の後ろからプレイを眺めたりしない限り、気づけなかったと思う。

　──このままでは美月は勝てない。

　──ゲーム甲子園に出場できなければ、留年。

　引っ掛かっていた校長の言葉が、頭の中でリフレインする。

　最悪の結果だけは避けなくてはならない。今ここで彼女を挫くじけさせるわけにはいかない。なんとしても、克服してもらわなければ。

　だが、一体どうやって？

　俺は気づかされたのだ。顧問でありながら、生徒のことを何も知らない。

　俺は一年生の名簿を開いた。美月の所属するクラスは確か一年Ｅ組だ。

　そしてそこに書かれている名前を見て、すぐに席を立った。

　名簿の最後には、こう書かれていた。




　──クラス担任　石いし橋ばし美み保ほ





　②　斉さい藤とう太ふとしは櫻井美月の何も知らない






　放課後のカフェテリア。

　目前には、はちきれんばかりの肢し体たいにブラウスを張り付かせた妙齢の女性が座している。男子生徒の視線を釘付けにする身なりで水出しコーヒーをストローで吸い上げるその動作に、たまらないエロスを感じるのは俺だけではないだろう。

　石橋先生である。

　一年Ｅ組の担任であり、美月の担任でもある。

　俺は名簿を確認して、すぐに彼女の下に向かった。明日の授業の準備をしていたところだったが、櫻井美月の名前を出した途端、指を立て、こう言ったのだ。

「その話はここではなんですから、放課後にカフェで」

　──こうして今の構図ができ上がったというわけである。




「まず何からお話ししたらいいかしら……」

　窓の向こうを眺めながら、ストローをぐるぐるとかき回している。氷の奏でる軽快な音がこの場に不釣り合いだ。

「うちの一年Ｅ組が、ある意味で特別なクラスだっていうことを、ご存じですか？」

　ふいに、石橋先生がそんなことを言う。

「それは、クラス分けに関することですか」

　俺が答えると、彼女は目で頷いた。どうやら、間違ってはいないらしい。

「ごめんなさい。どのような認識をされているのかわからなかったので、聞いてしまいました」

　そう言って、申し訳なさそうに笑顔を作った。どこか憂うれいがあって、クラス担任の気苦労が伝わってくる。それはきっと俺の知らない経験が作らせるものなのだろう。

「お気になさらずに」

「そう言っていただけると。ですけれど、大切なことなので、順を追って確認していった方がいいと思うんです」

　石橋先生の真剣な目が俺を射抜く。

　──美月の症状に、クラス分けが関係している？

「……お願いします」

　俺がそう言うと、石橋先生は語り始めた。

「クラス分けは通常、成績順になっています。クラスはＡからＥ。学年トップがＡ組で、その逆がＥ組。一年生は入学試験の結果を元にしています。まぁそこまでは普通なんですけれど、その中で一年生のＥ組だけは、違う条件で振り分けられているんです」

「……それはつまり──」

「他校からの進学者」

　なるほど。

　ある意味で特別、とはそういうことか。

「ご存じのとおり、当校では中等部からの進学が八割を占めています」

　石橋先生は何かを確認するように、説明し始める。

「五クラスのうち、四クラスがこれに当たります。そして他の中学校からの進学が一クラス分。高校進学時点でＡからＤの四クラスはほぼ人間関係ができ上がってしまっていますから……。他校からの進学者を一クラスにまとめて、生徒の孤立を防ぐ、という狙いがあるそうです」

　これは教育現場で行われている、より良好な教育環境を築く上での配慮だ。

「当校は倍率が物凄く高いですから、Ｅ組の学力はＡ組に匹敵する、場合によってはそれ以上ということもある、そんなクラスなんです」

　つまりＥ組とは、その難関をくぐり抜けてきた猛も者さの集団であり、櫻井美月は、そのうちの一人なのだ。

　普段の行いや身なりはイマドキの女子高校生そのものだが、人は見かけによらないということだ。彼女はああ見えて、才女なのだ。

「そうですね。とても良い配慮のように思います。良好な人間関係は、健全な社会生活の基盤ですから」

　しかし俺の言葉に反して、浮かない声が返ってくる。

「……それが、一概にそうとも言えないの」

「と、言いますと？」

　石橋先生はため息をついた。それはコーヒーグラスに結露して、すぐに消えた。

「初日に休むと、人間関係が難しくなるんです」

　そんな話は学園ドラマで聞いたことがある。高校デビューしようとした矢先に事故に遭い、数週間ぶりに登校したときには、既に周囲の人間関係はすっかりでき上がっていて、溶け込めず、孤立してしまうと。

「櫻井さんはね。入学式に来なかった。ううん、来られなかったんです」

　それは初耳だった。健康そうに見える彼女だが、何か風邪でもこじらせたのだろうか。

「そうだったんですね。でも、初日だけなら、まだ何とでもなったのでは……」

　彼女が胸の前で握りしめるコーヒーグラスから結露が滴したたり落ちて、そのブラウスの表面を濡らしていた。

「それからずっと、彼女は三限目以降にしか登校していないんです」

「なんですって!?」

　なるほど、しかしこれで合点がいった。一、二限目を全て受講しなかった場合、そこに週二回以上含まれている科目の単位取得は絶望的になる。それが何科目も含まれている場合、進級のための単位不足が濃厚になる。

　部の発足は五月だ。その時点で単位の取得が危ぶまれた教科があってもおかしくない。

　石橋先生は「それからずっと」と言った。それが事実なら、七月に入った現在、単位不足は避けられない。

「なんでそんな……。何か体調が悪いんでしょうか。部活ではそういった素振りを見せませんし。家庭の事情ですか？　まさか朝が弱いなんてそんな理由じゃありませんよね？」

　俺がそう言うと、石橋先生はあたりを見回して、背筋を伸ばした。より存在感を増すその部分に押されるように、俺も姿勢がピンとする。

「これは非常に繊細な問題です。生徒のプライバシーに関わります。今日先生をここにお呼びしたのも、そういう事情なんです」

　他の先生に内情を知らせるのは、個人情報保護の観点からいって好ましくない。

　しかしそれが教育上必要なことならば、その周知が致し方ない場合もある。

「お伺いしても、よろしいですか？」

「その前に、理由を伺ってもいいですか？　すみません斉藤先生」

「いえ。彼女は今、伸び悩んでいます。なかなか克服するのが難しいクセが原因です。このままでは、ゲーム甲子園出場は正直厳しい。それが叶わない場合、彼女の留年が確定してしまいます」

　石橋先生は一点の曇りもない瞳で俺を見つめている。

「石橋先生、私は彼女がそんな登校形態であることすら知りませんでした。私は彼女のことをあまりにも知らないのです。知らなくては、向き合えない。私は彼女の力になりたいのです。そのヒントになるかもしれない情報はどうしても押さえておきたい」

　今度は俺が見つめ返した。

「聞いたとして、何かができるとは限りませんよ」

「そこをなんとか」

　しばしの沈黙が流れた。お互いの真意の探り合いが一段落した頃、ようやく石橋先生は口を開いた。

「……痴漢に遭ってしまったんです。入学式の、その日の朝に」




　熾し烈れつな受験戦争に勝利し、念願の高校への初登校。

　誰しもが希望を胸にその道を歩むに違いない。

　そんな日。櫻井美月は痴漢に遭った。




　美月の中学校は地元にあり、徒歩で通学していたという。そこそこの良家に育った美月は外出といえば車という生活で、電車に乗ったことがあまりなく、白鷲高校への入学が決まり事前に電車通学の練習までしたそうだ。

　しかしそんな彼女に悲劇が襲いかかる。

　白鷲高校への最寄り駅は取り分け快速電車の乗り入れが多く、平日でもかなりごった返す。特にラッシュ時は凄まじく、どの電車もパンパンの状態だ。もみくちゃにされているので体のあちこちが誰かと接触しており、どこで誰がどこを触ったかなんて判断できない。かくいう俺も、尻の間に通勤鞄が押し込まれたときは戦せん慄りつが走ったものだ。

　これだけ混雑していると狙った相手に痴漢を行うことは無理なのではないか、とも思う。しかし、それはこうも言える。

　始めてしまえば、周囲がそれを阻止することはできないのだ。




　かくして、彼女の心は深く傷ついた。

　そして彼女は、電車に乗れなくなった。

「彼女も懸命に努力をしています。人が少ない時間帯なら乗れると言って……」

「……だから彼女は、三限以降にしか来ない。それより前は、電車が混んでいるから」

　俺の言葉に、先生は頷いた。その目が潤んでいる。

「私も女性ですから、彼女の感じた恐怖はわかります。でも、こう言うと変ですけど、彼女は私よりずっと若い。その分純粋なはずなんです。笑って流すなんて、絶対できない」

　初日から数日、彼女は欠席することとなった。その後、意を決してなんとか登校したが、既に人間関係が築かれているそこへ溶け込むことができなかったのだという。

　こうして、櫻井美月は孤立してしまった。

「でもそれなら、特別対応などすれば良いのでは？」

　この状況で登校を強いることはひどく酷のように思える。

「そのあたりは校長先生ともよく話したのですけれど……詳しくは先生に聞いてください」

　石橋先生はそう言って、目元をハンカチで押さえて会え釈しやくし、足早に立ち去っていった。





　③　教育機関の都合






「来る頃だと思っていたよ」

　校長室。出迎えた校長はいつになく重々しい雰囲気で、俺に着座を促した。何度かここを訪れているものの、こうしてソファで対面したことは一度もない。それほど、今から話す内容が簡単なことではないということだ。校長は加熱式タバコを深く吸い、それをゆっくり胸ポケットにしまうと、口を開いた。

「私には、君が何故ここに来たのかはわかる。君の言いたいこともね。だが、それに対する私の答えはノーだ。単位数の調整は行わない」

　そのセリフに何かを言い返そうとするより早く、校長は手のひらを向けて制止した。

「これは、彼女が乗り越えるべき問題だ」

　その瞬間、思わず俺は立ち上がっていた。

「校長、失礼ながらそれは我々男が言うべきものではないのではありませんか」

　校長は俺の足元を見続け、目を合わせようとしない。再び着座を促され、渋々従う。

「君は良い教師だ。知っているか斉藤君。このような問題を抱えた生徒を前にして、勇敢にも共に立ち向かっていこうとする教師はとても少ない。中には、厄介事は御免と言わんばかりに、関わりを避ける者すらいるのだよ」

「私はそんな畜生ではありません」

「結構。君の激情は理解した。だがね、少し冷静に考えてみてほしい。我々第三者がどうこうしようにも、どうにもならないことというものもある」

　校長は立ち上がり、窓に向かってゆっくりと歩いていく。

「仮に出席日数は考慮せず、テストの採点だけで単位を獲得できるようにしたとしよう。そうすれば彼女は留年せずに済むかもしれない。しかし、周囲の人間がそれをどう思うかな」

　窓から外の景色を見下ろす校長に、真夏の太陽が影を落とす。

「熾烈な受験戦争を戦い抜き、日々勉学に励み、体調管理を怠らず、もろもろの事情を差し置いて登校している生徒もいる。彼らにしてみれば、なぜ彼女だけが優遇されるのだ、と。であれば、自分達もそうしてほしい。……とならないかね。それは彼女の交友関係において、良い方向に作用すると思うかね」

　暗い室内を、メガネが反射させた太陽光が射抜く。

「現実的なところで言えば、大病を患い、長期の欠席が必要な生徒は今まで留年してきた。本校は高等学校であり、義務教育機関ではない。その授業を受けていない生徒に卒業に必要な単位は与えられない。それが欲しい者は必死に努力をし、仮に留年したとしても、卒業まで努力をやめなかった。ところが彼女はどうだ。心に深い傷を負ってはいる。が、体は健康そのものだ。こうして通学もできている。校内には痴漢被害にあった生徒が他にも大勢いる。そんな彼らの目に、彼女はどう映るだろうか。それとも君はこういうのかね。彼女は可哀想だと」

　振り向いた校長は、言葉の重みもあってひどく冷酷な表情をしているように見えた。俺は何も言い返すことができない。

「それは同情だよ。可哀想なら何をしても許されるのか。残念ながら世の中はそうはできていない。成果と評価は努力をやめなかった者に等しく与えられるものだ。……彼女に起きたことは実に不運だったと私も思う。しかしそこから立ち上がれない者に、社会も、組織も、正当な評価は与えない。……彼女が自ら乗り越えなければ、ずっと孤独だということだ」

　社会の目。

　俺が最も嫌悪し、逃げ出してきたもの。

　残念ながら、そのとおりだった。

　ここで彼女が留年を免まぬかれても、彼女自身がそれを乗り越えない限り、この状態はずっと続く。周囲から理解が得られなければ彼女はずっと一人だ。卒業できたとしても、その道程は孤独。

　これを打開するには、立ち直り、胸を張って学園生活に戻れるよう、自らが努力をしなければならないのだ。理解を得るには説明するしかない。彼女が自身に起こった悲劇を過去の出来事として整理できない限り、そんな日は来ない。

「とは言え、失った自信を取り戻すのは難しい。私も今回のことについて胸を痛めていないわけではない。彼女に限らずこうしたケースは今後も予想される。そこで私は、役員会でこのように提案したのだ」

　その眼が光った、気がした。

『本校の生徒がその在学中に内外における活動に際し、社会的に一定の評価が得られる成果を示した場合、その活動に要した時間を補ほ塡てんする意味において、一部単位を取得可能とする』

　そう言って、一枚のプリントを滑らせてきた。役員会の決議案だ。賛成多数で可決されている。

「本制度は本年度より適用される。ゲームの甲子園出場はこれに該当すると私は考えている。君はどう思うかね？」

　緩ゆるんだ顔を見て納得したのか、校長はゆっくりと近づき、そして俺の肩に手を置いた。

　相変わらず近い。

「私がやれることはやった。後は君次第だ、斉藤君。その憤りを忘れるな。それは君の原動力となる」

　そう言って校長は部屋を出ていった。頑張りたまえと、小さく聞こえた。

　周囲との摩擦によって心をすり減らし、ダメになっていった奴をたくさん見てきた。高校生だった頃、いつだって魅力的だったあいつらがそうして脱落していく様さまを見せつけられた。

　あいつらと同じ想いをさせたくない。

「待ってろ美月。俺はお前を一人にしないぞ」

　俺は教師人生で初めて感じたこの不思議な感情を胸に、校長室を後にした。





　④　俺と生徒の青春ラブコメなんてある理由がない






　暑い。死ぬ。

　おしとやかな女性が見たら軽くヒクほど大量の汗を流しているそのわけは、この夏本番の中、窓全開で自室を掃そう除じしているからだった。

　二五歳、独身。彼女は二次元に行ったっきり。

　そんな男の自室の惨状なんて想像に難くないだろう。その想像どおり、むしろその上を行っているかもしれないそれを、俺はこうして休日の朝っぱらから徹底的に掃除しているのだ。

　ちなみに言っておくが、俺はよくあるラノベの主人公のように何故か家庭的だったり高い料理スキルを持っていたりなどしない。なぜなら俺の青春は、そんなスキルを高める時間があるならコンボを練習し、包丁を握る代わりにコントローラーを握りしめるものだったからだ。

　さて、己のダメ男っぷりを鼻高々に自慢した後で恐縮だが、そもそもなぜこんな時期に、俺はこんな苦行にふけっているのか？　わからないだろうな。俺も初めてだよ。

　ところで俺のケータイに届いたメッセージを見てくれ。

『先生の家に行きたい』

　こいつをどう思う？




　決意を胸に校長室を飛び出した俺は、しかしその決意を行動に移せずにいた。

　一人にしない！　なんて息巻いていたわけだが、さて実際こうして本人を前にすると、何をしていいのか全くわからない。だからそれから数日を観察と考察に費やしていた。

　その成果として、美月のプレイ中に発生する異常について以下のように分析した。





　一、トラウマによるもので、一種のＰＴＳＤ

　二、ゲーム中に限らず発生する

　三、驚く、怖い、などの感情によって顕けん著ちよに発生する






　調べてみると、心的外傷後ストレス障害は、ときとして日常生活に大きな影響を与えるらしい。実際に彼女がそうなのかは専門家に聞かねばわからぬところだが、電車に乗れなかったり、ゲーム中に固まってしまったりなどは、十分日常に影響していると言えると思う。実際はそれ以外にも、多くの苦労をしているのかもしれない。

　俺は精神疾患の分野に明るくないため、専門的なことはわからない。だが、彼女の普段からの発汗量の多さはどうだろうか。

　あれはひょっとしたら、「のぼせ」ているのではないだろうか。

　もし彼女が日頃より強いストレス環境下に置かれているとしたら、その可能性は十分にある。

　人間は怒りを覚えると極度の緊張状態に移行し、血圧が上昇、その結果のぼせる。顔が紅こう潮ちようしたり汗をかくのはこのためだ。怒りという感情に限定されなくとも、緊張状態に移行すればそうなる。例えば大事な本番前など、いわゆる「アガっている状態」だ。

　そして緊張状態から開放されれば血圧や体温が下がる。代謝機能が低下するためだ。

　春先、初めて対面したときのこと。彼女は暑いにもかかわらず腰にカーディガンを巻いていた。その後幾度か制服の着用について注意はしたが、結局梅雨明けまでそれを手放さなかった。

　それは、乱高下する体温に対応するためだったのではないか。

　そう考えると、そもそも彼女は肉付きが良い方ではない（一部を除いてだが）。むしろ寒がりだったっておかしくない。

　こうしてみると、彼女のその症状は意外と深刻だ。俺がいかに生徒をちゃんと見ていなかったのかがわかる。

　このままじゃいかん。

　そんな焦りから俺がまず目標に掲げたのは、会話することだ。

　もしかしたら、話すだけでも楽になるかもしれない。もしかしたら、自分では気がついていない解決の糸口が見つかるかもしれない。

　彼女は話してくれるだろうか。

　彼女に恐怖を刻み込んだ、同じ男の、俺に。

　わからない。聞くこと自体が図々しかったり、それこそ、逆に追い詰めてしまうことになるのかもしれない。

　だが俺は心に決めていた。

　もし彼女がそれを話してくれたなら、それを全力で受け止めよう。共感しよう。そして、俺は味方だということを、伝えたいのだ。

　──だって俺は、あいつの顧問なんだから。




　しかしだ。

「アプローチできねぇぇええ！！！！」

　俺は頭を抱え、同時に掻かきむしるという器用なことをしていた。

　話題が繊細すぎるのだ。それゆえ、話題を振るタイミングがないのだ。他の部員がいるところでなんて無理だし、授業の合間にするような話でもない。部活が終われば皆揃そろって帰るしで、もう殆ほとんど詰んでいた。クソ、二次元から一次元増えるだけでこんなにも攻略が難しくなるなんて！

　そうこうしている間に、七月は半ば、金曜日になっていた。今日もタイミングが見つけられず、部員は全員帰ってしまった。一人寂しく部室に残され、追い詰められた俺は最終手段に出る。

　ＳＭＳ《ショートメッセージサービス》だ。

　これなら最近の若者のコミュニケーションツールを扱えなくても、電話番号だけ知っていればダイレクトに本人にアポイントメントが取れる。生徒の携帯電話番号は名簿管理上控えてあった。教師と生徒間での個人的な連絡のやり取りは世間的にも色々アレだが、だがしかし！　もうこれしかない。

　時間がないんだ。美月、俺の想いを受け取ってくれ！

　そして俺のレフトフィンガーが火を吹いた！

『顧問の斉藤です。突然連絡して申し訳ありません。今後について相談したいので、お時間をいただけませんか？　ご連絡お待ちしております』

　なんというビビリな俺！

　生徒に対して敬語な上、業務連絡か。

　落胆するのも束の間、すぐに俺の携帯が鳴った。美月からの返信だ。

『おけまる。いつ？』

　なんてフランクな回答。俺の悩み通したこの三○分を返せ。

　と、心の中で叫んでいるうちに次が。

『おけまる　←　オッケーって意味ね』

「知っとるわ！」

　思わず誰もいない部室で叫ぶ俺。

　そして間かん髪はつを容いれずに次が。

『日曜日は？』

　なるほど日曜日か。それなら時間もゆっくり取れるし、貴重な休日だが致し方ない。

『では日曜日でお願いします。どこかいい場所ありますか？』

　相変わらず敬語な俺だが、出だしがそうなので仕方ない。そしてすぐさま返信に携帯電話が光る。

『もしかしてデート？』

「違うわ！」

　俺も送りながら、なんかちょっとそんな雰囲気……ドキドキ。とかしたわ！

『学校は嫌』

　そして次のメッセージを見た俺は、眉み間けんに皺しわを寄せてしまった。

　憧れだったその場所なのに居心地が悪いなんて、辛いよな。

　学校ならゲームをしながら話せると思ったが、相変わらず浅はかな自分に嫌気が差す。

『では学校以外で、櫻井がくつろげる場所にしましょう。行きたいところとかありますか？　先生はどこでも大丈夫です』

　実際、教師の俺としては場所の選定に困る。カフェならそこまで不自然ではないかもしれないが、周囲に話を聞かれてしまうわけだし、公園なんてロマンチックな場所はあまり知らない。というか公園で先生と生徒が休日に一緒にいるって、なんか色々誤解されそうだ。

　主導権を相手に委ねるのが一番無難な気がするのだ。それがきっと彼女の心を開かせやすくする。

　ふふ。俺も伊だ達てに美少女ゲーをやりこんでないな。あっちの世界なら俺はモテモテだぜ。

　しかし次のメッセージが、そんな俺を現実に引き戻した。

『先生の家に行きたい』




　そんなわけで俺は部屋を快適にすべく掃除しているのだった。最寄り駅を伝えたら、

『ナビあるからイケる』

　とのことで、直接家に来ることになっている。最後のゴミを捨てて掃除機を掛け終わり時計を見ると、時刻は一○時四五分。約束の一一時まであと少しだ。机の上のホコリなどを入念に拭き取っていたとき、チャイムが鳴った。

「はいはーい」

　俺は宅急便でも受け取るテンションでドアを開け放った。そして目を見開いた。

　そこにいたのは櫻井美月だった。だが、俺の知っている櫻井美月ではなかった。

　いつもより控えめなウェーブをハーフアップにして、トーンを抑えた大人なメイク。透明感のある真っ白なワンピースにミュール、そしてスカイブルーのスカーフのワンポイント。

　……この清楚なお嬢様は一体誰だ？

「おはよ、太ふとしセンセ。……早く来すぎちゃった、かな」

　真夏の陽光の下、清涼感ある彼女の存在が眩まぶしい。少し照れながら髪を耳にかけるその仕草が、しおらしい。無意識に俺の喉が鳴った。ダレダヨコレ。

「入っていい？」

　なぁみんな。こいつをどう思う？





　⑤　先生×生徒×先生の部屋＝○○






　１Ｋの部屋は全体が白で構成されており、殺風景だ。男一人が生活する分には、必要なものはそう多くない。趣味の類たぐいのものをクローゼットに押しやってしまえば、あるのは大きなテレビと、床置きのローソファとテーブル、そして一角に本格的なＰＣスペースがあるだけ。ベッドはハシゴを上ったロフトだ。

　そのテレビの前のソファに、緊張感漂わせる男女が座っている。

　白鷲高校一年生の櫻井美月と同高現代文教師の斉藤太だ。

　眼前のテーブルにはかわいらしいケーキが二つ置かれている。訪問に際して美月が買ってきたものだ。隣に置かれたシンプルなティーカップには紅茶のティーバッグだけが添そえられ、奥のキッチンからは電気ケトルがコトコトとその内容液を温めている音が聞こえてくる。

　なんだこの気まずさは。

　俺と距離を空けた左側で女の子座りをしている美月は、先程から口数が極端に少ない。玄関をくぐった頃は部屋のあちこちを見ながら「綺麗にしてるね」「掃除したの？」「ベッドが二階なんだ」と感想を述べ、ケーキを手渡してくれたのだが、このソファに座った途端、急にしおらしくなってしまった。ケーキを取り出すも飲み物が必要なことに気がつき至急紅茶を用意していたのだが、ケトルが沸き立つまでの間が異様に長く感じられる。

　隣の娘は一体誰だ？

　顔は間違いなく美月なのだが、トーンを落としたメイクが妙に艶っぽい。特にあの目元だ。シャドーを塗っているのだろうか。足元を見るその横顔でさえ、切れ長な目尻とそのまつ毛が印象的で、いつもより大人に見える。視線を落とせば、純白のワンピースからのぞく細い首、白い腕、そして綺麗な鎖骨と、その胸元。

　今時の高校生というのは装い一つでこうも色気を纏まとうものなのか？　数ヶ月前まで中学生だったとはとても思えない。

　何より美月の態度だ。普段明るく振る舞っている彼女だが、この大人しさは一体なんだろう。口を開けばノーテンキ一辺倒、勝ち気で生意気なイマドキのジョシコーセーだったはずなのに。お陰でやりにくくてしょうがない。

　そんなタイミングでケトルのボタンが「コッ」と鳴った。

「お湯が沸いたみたいだな」

　そう言って立ち上がる俺。振り返ると美月は虚空を見つめたまま耳に髪をかけている。

「うん」

「ちょっと待っててな、ついでにフォークも持ってくるから」

「うん……ありがとう」

　この調子である。

　美月のことだから部屋のあちこちに茶々を入れ、エロ本やエロゲーを探し回ったりするのかと覚悟していたのだが……。

（緊張しているのか？）

　まぁ見た感じそうであろう。考えてみれば、男の部屋に二人きりなのだ。社会人ともなればそれがどういうことか見当がつく、というか、覚悟をもって臨むというか。まぁ俺はそんな経験はないが。大変残念なことに。

　だがそれは俺があくまで「異性」として認識されている、という前提が必要だ。そのことを失念していたと気づく。男とはすぐに調子に乗る生き物なのである。

　美月が察しの良い子なら「今後のことを話したい」と言った時点で、その狙いがわかっているのかもしれない。それを打ち明けるには相当な勇気が必要だろう。緊張も頷ける。それを解ほぐす意味でも、このティータイムは正解かもしれない。

　紅茶に熱湯を注ぐ。芳かぐわしい匂いが立ち昇っていく。普段はコーヒー派だが、紅茶も悪くない。

「ありがとセンセ。まかせちゃって」

「いいよ危ないから、座ってて。ここ俺んちだしね」

【いざというときのためにカップは二つ用意するのが男のたしなみ】とネット記事に踊らされ購入したカップが、こんなところで役に立つとは。

「じゃあ、食べよっか」

　ティーバッグを取り除いたカップを美月の前に差し出す。

「いただきます」

「いただきます」

　二人で手を合わせて紅茶をいただく。エアコンが効きすぎているくらいの室内で飲む温かい飲料はまた格別だったりする。

「しかしわざわざ悪かったな、ケーキなんて。美味しそうだ。見た目がいいだけにもったいないな」

　若者に最近話題のお店で、ＳＮＳ映えする趣向を凝らしたスイーツがその人気の秘密だそうだが、こうして間近で見ると納得の出来栄えだ。トップには桃といちごがかわいく乗っている。

「お母さんが好きで、よく買ってくるんだ。先生の家に行くって言ったら、買って持っていきなさいって」

「そっか、んじゃ味は保証付きだな。って、ん？」

　俺は即座に疑問に感じたことを聞き返す。

「え、お母さんに言ったのか？　俺んとこ来るって」

「うん、言ったよ？」

　美月は何事もなくケーキにフォークを挿している。

「……何も言われなかったのか？」

「んー別に？　あ、忘れてたんだけど、先生によろしくって。あとは、頑張ってねって」

　最後の一言が妙に気になるのは俺だけだろうか。

「なぁ、櫻井のお母さんってさ……」

「ん、はいセンセ。あーん」

「ああ、うん、あーん……あーん!?」

　突然の展開に驚き振り向くと、上うわ目め遣づかいの美月がフォークに手を添え、それを寄せてきていた。それは油断するともう唇に付いてしまうくらい近かったので、悩む間もなく思わず口を開けてしまった。生クリーム付きのいちごが俺の口の中に優しく押し込まれる。

「おいし？」

　首を傾け、俺の返事を待っている美月は、やはり何か色っぽい。胸周りがこちらに向けられ、綺麗な鎖骨が眩まぶしい。

　お前一体何を、と言いかけたが、口の中に物を入れたまま喋るのは行儀が悪いので急いで咀そ嚼しやくすると、みずみずしいいちごの香りが口いっぱいに広がった。喉が鳴ったのは、単にそれを飲み込んだからだけではないだろう。

「んああ、美味しい。確かに美味しいが……」

「良かった」

　それがよほど嬉しかったのか、彼女が今日初めて見せた笑顔が、俺に言葉をなくさせた。

「じゃあ、こっちも。あーん」

　俺は抵抗することができず、そのまま二口目をほおばる。今度はフレッシュな桃の酸味と生クリームが、口内に幸せを運んでくる。

「どう？」

「美味しい」

「ふふ。よかった。じゃああたしも」

　そう言ってそのフォークをそのまま使って自分の口にケーキを押し込む。唇の周りに付いてしまったクリームをペロっと舐めている。味に納得したのか二口目も美味しそうに食べていた。

　こうして彼女によくわからない主導権を握られた俺だが、さすがに「あーんして」とは言われなかったのでそのまま完食した。隣の美月も満足そうだ。

「「ごちろうさまでした」」

　そう言ってやはり二人同時に手を合わせる。美月は両腕を伸ばして気分が良さそうだ。

　そして。

　──コロン。

　あぐらをかいた俺の腿ももの上へ、横になってきたのである。

「おいちょっと!?」

　俺は紅茶に向かって伸ばしかけた手を急いで引っ込めた。驚きのあまりひっくり返してしまいそうになる。

「んー、お腹いっぱいになったら眠くなっちゃった」

「いや、だからってお前な」

　そうして彼女の肩へ左手を置いた瞬間。俺はそれ以上追求するのをやめた。

　彼女の肩はこわばり、震えていたのだった。





　⑥ 独白と恒例のハプニング






　彼女の肩に置いた俺の手のひらから、張り詰めたものが伝わってくる。

　理屈ではない。これは受け止めてやるべきだと、本能がそう告げるのだ。

「もうちょっと、このまま」

「……ああ」

「怒らないで」

「……怒らないさ」

「ホントに？」

「本当に」

　そう言ってしばらくは、無言だった。

　美月はゆっくりと深呼吸して力んだ体をくつろがせようとしていた。最初のうちは息を吸う度に小刻みに震え、緊張が直に伝わってきたが、だんだんとリラックスできてきたのか、肩のこわばりもなくなり、腿に伝わる彼女の重さも増していった。気がつけば、俺は空いた右手で彼女の頭を撫でていた。

　どれくらい時間がたっただろうか。時計は一二時を指していた。中途半端な時間に間食したのでお腹は全然空いていない。そう言えばお昼ご飯のプランを全く考えていなかった。そんなことを考える余裕ができた頃だ。

「……ありがと、センセ」

「ん？」

「なんかごめんなさい」

「何が？」

「うん……なんか……」

「いいよ、別に。気にすんな」

「うん」

「昼飯、どうしよっか」

「んー。センセ、お腹減ってる？」

「いや、そうでもない」

「そっか。あたしも」

「んじゃ後で考えればいっか」

「うん」

「帰る時間、親には伝えてある？」

「ううん」

「門限とかあるのか？」

「ないけど……いつも八時までには帰ってるから」

「そっか。まぁそこまで遅くなることはないだろう。じゃあお昼の時間も後でいいね」

「そだね」

　そんな取り留めもない話をしていた。

　ここまでで、なんとなくではあるが、彼女が悩みを打ち明けてくれる気があるのだと察していた。この会話はそのためのつなぎだ。彼女が自分で口を開くまで、俺は待つだけ。

「ねぇセンセ」

　そしてそのときは訪れた。

「美保センセーから、聞いた？」

　美月は変わらず膝枕で、俺に背中を向けている。彼女の表情は見えない。

「ああ、聞いたよ」

「何聞いたの？」

「お前が遅れて登校していること」

「他には？」

「……お前が痴漢に遭ったこと」

　美月はそっか、と言って、深呼吸した。その呼気は重く、しかし覚悟のようなものが混じっている。

「……チカン、ってさ。やられると声が出ないって言うけど、アレ、本当なんだね」

　俺に返す言葉はない。

「最初は、なんか触られてるのかな？　って感じで。我慢してれば終わるかなって、それくらいだったの。だけどね、駅に着いたらさ、壁の方に押しやられちゃって。なんかそっから、スカートの中に手入れてきてさ。お尻、鷲わし摑づかみみたいな感じで。ぞぞぞってきてさ。本当、声出なかった。なんであたし、触られてて嫌なのに、嫌って言えないんだろうって。まるであたしが許してるみたいじゃんって。向こうはやめないし。やっとさ、目の前のドアが開いてさ、やった、これで助かるんだって思ったら、今度は後ろから強く押されて、出るなりこけちゃって。振り返ったら、たくさんの男の人達がすぐ脇を通り過ぎていって、みんなあたしを見下ろしてた。なんだこいつ邪魔だよ、って感じの目。え、あたしが悪いの？　って。すっごい悔しいなって思ったんだよね。何いいようにやられてるんだって。でももっと許せないのは」

　彼女が俺の手を握ってきた。

「そんな程度のことで怖がってる自分なの」

　腿ももに冷たいなにかが染みてくる。鼻水をすする音が、部屋に響いた。

「別にさ、大人になればきっとそんなこと、平気になるんだろうし、好きな人の前じゃ裸になったりするんでしょ？　わかってる。わかってるんだけど。電車に乗るとドキドキするの。席に座れば大丈夫なんだけど、立ってて人がいっぱい来ると、すごい心臓ドキドキして、気持ち悪くなって、肩が震えるし、フラフラするの。それを我慢してても、もし、もし油断してるときに痴漢されたら。……今のあたしは抵抗できるのかなって思うと、怖くてしょうがないの」

　腿に顔を埋め静かに泣く。俺のズボンを軋きしむほど強く握りしめたその手。

　こういうとき、俺はどうしていいかわからなかった。男だから痴漢の恐怖はわからない。年頃の女の子に向ける体ていのいい言葉を俺は持ち合わせていなかった。

　教員免許を取得し、白鷲高校に務めて三年。一貫して担任を持ってこなかった俺は、そういう繊細な年頃の相談を受けたことがない。

　俺自身高校生時代、内にこもるタイプだったから、先生に相談を持ちかけた経験もない。そもそも俺には、真剣に悩むべきものがなかったし、あったとしてもそれを持ちかける勇気はなかっただろう。

　しかし、美月は俺を信頼して打ち明けてくれているのだった。

　──自身を傷つける原因となった、同じ男の、俺に。




　しばらくはそうしていたと思う。

　時刻は一二時四○分。

「……トイレ行きたい」

　急に彼女がむくっと起き上がった。顔は涙と鼻水でぐちゃぐちゃだった。あまりのひどい仕上がりに思わず笑うと、もう、と言って俺の肩を叩いた。

「キッチン横の扉な」

「行ってくる」

　そう言って彼女が立ち上がろうとしたそのときだった。

　ソファのクッションが崩れ、美月の足の下に入り込んだ。

　バランスを崩した美月がとっさに俺のＴシャツを摑つかみ……

「きゃっ！」

「あぶなっ、うおっ！　ったー！！！！」

　俺はスポーツ実況のようなテンションの声で叫んだ。

　ドサ。ガッシャーン。

　そして俺達は派手に転倒した。

　テーブルの脇に沿うようにして仰向けに倒れる俺と、それに覆いかぶさる美月の図があった。いわゆる、逆床ドンである。

　しかしそこにトキメキも色気もないのは、美月の頭にはこぼれた紅茶が降り注ぎ、それが俺の顔面まで滴したたっていたからだ。転倒した際にテーブルに体を引っ掛け、残った紅茶が二人の頭に降り注いだ、というわけである。

「……さいあく……」

「平気か」

「怪我はない……痛くない……でも髪が……」

　後頭部から降り注いだ紅茶はハーフアップの結び目に注がれ、髪の毛はべったべたになっていた。髪を解くと、襟足からひたひたと滴り落ちている。

「よかった、怪我がないなら」

　ちなみに転倒する際、彼女の膝が俺の股間にクリーンヒットした。俺は全く無事じゃないが、シチュエーション的に痛みを堪こらえるしかなかった。ああ、痛い。お腹痛くなってきた。……すまん母さん。孫の顔は見せてやれないかもしれねぇ。

　だが死んでも顔には出さん!!

「シャワー浴びてきな」

「え……」

「その状態じゃ帰れないだろう。ワンピースにも、ほら、ついてる。今から洗って干せば帰りまでに間に合うだろう。貸して」

　その言葉に目を丸くした直後、顔を赤らめている美月。

　早く風呂に向かえばいいのにと思っていたら、意を決したように膝立ちして、腕を交差してワンピースの裾すそに手を伸ばした。俺がその行為の意味に気がついたときには、既におヘソのあたりまでそれがたくし上げられてしまっていた。

「わーちょっと待て！」

　俺はその腕を強引に下げ、もとの状態に戻す。彼女は「？」といった感じだが、俺が風呂の方を指さすと「かぁああ」と音が聞こえるくらい真っ赤になって座り込んでしまった。

「あそこ開けると洗濯機あるから！　ね、突っ込んどいてくれれば洗うから。何もここで脱げって意味じゃないから！」

「そ、そーだよね！　貸してって言うからなんか……あはははは」

「ごめん、俺の方こそ言い方悪かった！　さ、早く行くんだ！　お湯は捻ひねれば出るから！　トイレも同じところにあるから！」

「うんわかった！　行ってくるね！　あ、しゃ、シャワー借りるね」

　そういって駆け出していく彼女に、はっと思い出して声をかける。

「洗濯機の横にカゴあるから！　洗うものは洗濯機！　脱いだものはカゴね！　カゴの中は見ないから！」

「ワンピースは洗濯機ね！　わかった！　じゃあ行ってきます！」

　そういって扉が閉まると、ガサゴソと音が聞こえてくる。さきほど目に飛び込んできたおヘソが脳裏に浮かぶ。そしてその下には……。

「白か……」

　中の扉が閉まる音と同時にシャワーの音が遠く聞こえる自室。一人なら絶対に聞くことのないその音の中、俺は余韻に浸っていた。

「高校生……ぱねぇわ……」





　⑦　 先生と子猫






「イラッシャーセー」

　近所の弁当チェーン店である。本日のオススメは特製唐揚げ弁当らしく、ご丁寧に入り口に平積みされている。その横の手書きポップには「女子にオススメ！　お野菜彩り弁当」と書かれていた。それらを手に取り会計を済ませる。

「アザーシター」

　自動ドアが開くと真夏の太陽が眩まぶしい。アスファルトから立ち昇る陽炎かげろうの量もこれまた凄まじい。蝉せみの大合唱がないだけ幾分マシだが、これは早くも本格的な熱中症対策が必要であろう。

　俺がこうして一人で弁当をぶら下げているのは、今、俺の家で教え子がシャワーを浴びているからだ。文字にするとひどくいかがわしいが、クリーンな関係だ。そう思いたい。

　彼女がシャワールームに入ったのを確認したのち、白いワンピースを若干興奮しながら手早く広げて品質表示マークを確認、洗濯機に叩き込み、代わりの衣類を置いてくるというミッションを終えてきたところだ。天気がいいのが幸いだ、戻るなり天日干しにすれば、彼女が家路に就く頃にはすっかり乾いているだろう。

　さすがに外食に連れていけるわけもなく、こうして弁当を買いに来ていた、というわけである。

　美月のイマドキ女子コーセーっぷりに安心していた俺だが、今日の姿を見て思った。やはり彼女は白鷲高校の生徒に相応ふさわしい、お嬢様だ。

　衣服に無頓着な俺ですら、彼女のワンピースが安物ではないのはわかったし、メイクも母親の手ほどきを受けていると断言できる。女性としての教育を受けるとこうも育ちが違ってくるのかと思ったくらいだ。

　そんなお嬢様が扉一枚挟んですっぽんぽんになっていると思うと、男やら教師やらいろんな理性がせめぎ合って落ち着いていられなかった。家を出ずにはいられなかったのだ。

　二次元の高校生はといえば、それはもう魅力的で、エロゲーのど定番ではあるけれども、それは二次元だからいいのであって、三次元リアルの高校生に欲情するなどよっぽどわけわからんと思っていたが、しかし考えてみればそもそも二次元は三次元をもとに作られているのであって、確かに素晴らしい逸材が三次元にもいるわけで例えば俺の部屋でシャワーを浴びているあの──

「ぶるぶるぶるっ！」

　そこまで考えて俺は馬のように首を振った。




　さて玄関前である。自宅を前にして緊張しなければならないのが悲しいところだ。

　玄関を開けると部屋の扉が閉められていた。自分では絶対しない行動になんだかむずむずする。靴を脱ぎ、その中の扉をゆっくりと開ける。

「ただいま」

「あ、おかえり。ドライヤー借りちゃった」

　そこにはソファに女の子座りをしながらドライヤーをかける美月がいた。俺の貸した白いポロシャツ一枚を羽織り、胸元のボタンは全開。ズボンをはいていないが微妙に長いポロシャツの丈のおかげで色々上手く隠れており、いわゆる「はいてない」が発生している。いろいろ危険だ。太腿が素晴らしく綺麗だ。キケンだ。

「お弁当買ってきてくれたの？　ありがとー」

　そう言ってまたドライヤーをかけ始めた。使い慣れたシャンプーの匂いと女の子の匂いが部屋に充満していく。

「……彼女がいるってこんな感じなのかな……」

「ん？　なんか言ったー？」

「なんでもない」

　俺は弁当をローテーブルにおいて腰掛けた。左には美月がいる。素晴らしく眼のやり場に困るシチュエーションだ。おかげで壁紙のシミ汚れを新しく見つけちまったぜ。

「おまたせ。いろいろありがとうございました」

　そうこうしている間にドライヤーかけは終わったようだ。彼女はそう言って手早く髪の毛をゴムでまとめる。

「お腹すいちゃった」

「そうだな、食べるか」

「わーい」

「お前こっちな、女子にオススメだってさ」

「ありがと。センセは何？」

「俺は唐揚げ」

「「いただきます」」

　食べ慣れた味だが、こうして人と食べる弁当は美味しいのだなと改めて実感する。

「ところで櫻井、ズボンはかなかったんだな」

「あー。なんか、センセのおっきすぎて……」

　なんと卑ひ猥わいなフレーズ！　と思ってしまうのは俺の頭がエロゲ脳だからだろうか。

「そうか、それはすまんかった。タオルかなんか掛けておくか？」

　その言葉に美月は自分の足元を見て、ポロシャツの裾すそを引っ張って伸ばした。

「見える？」

「いや、見えない」

「そっか、じゃあ大丈夫だよ。寒くないし」

　そう言って美月は照れ笑いする。

「いや、うん、だが、まぁあれだ、なかなか際どいぞ、それ」

　俺は思わず反対側を向いてしまった。

「ふぅん。ふぅーん。……ね、センセ。そういうの、興味あるの？」

　美月は背後からにじり寄り、いじらしい声で言う。振り返ればおそらくいつもの生意気な顔があるのだろう。だが俺は断じて振り返らないぞ！

「大人をからかうんじゃありません」

「あ！　ずっるーい！　センセ、そういう逃げ方するんだー。男らしくなーい」

「そういうお前こそ、なんていうかその、そういう目で見られるのは……嫌じゃないのか？」

「……なんでぇ？」

「いや、ほら、そのさ。痴漢とかに遭ったんなら、そういう目で見られたりとか、そもそも男が嫌いになったりとか……なったりするのかなって、な」

　核心をついた質問だったと思う。

　しかし美月の回答は予想に反するものだった。

「それはないかな」

　その瞬間、温かいものが俺の背中を包み込んだ。美月が後ろから首に抱きついてきていた。美月の髪が、頰が、俺の首筋に触れる。

「痴漢は嫌。だけど、男の人が嫌いってのは違うかなーって。あたしは女だし、やっぱりかわいく見られたいし、いずれは素敵な人とお付き合いしたいなって思うもん。あたしは兄弟いないけど、中学のときは男の子とかと結構遊んでたよ。パパだって男だし、太センセだってそうじゃない？　でも全然嫌じゃない。むしろこう、うーん、もっと……」

「もっと？」

「甘えたいって感じ？」

「……もう十分甘えてるじゃないか」

「ふふ。でも本当そんな感じ。だから嫌いではないし、そういう目で見られるのもしょうがないって感じかな。だけどやっぱり満員電車は怖い。さっきも言ったけど、何もできない自分を思い出して、それが悔しくて辛い。自分でもわかってるんだ。もっと頑張らなくちゃって。だけど、誰かに認めてほしいのかも。お前頑張ってるよって」

　彼女の声は先程と違って落ち着いていた。淡々と、自分の感情を整理するように言葉をつないでいく。俺はそんな彼女の頭を、手だけ後ろに回して撫でてやった。

「お前頑張ってるよ」

　辛いときの「誰かに甘えたい」という気持ち。親でも友達でも満たされないのに、異性だとすんなりいってしまう。そんな不思議なことが、稀まれにある。難航する就職活動に心が折れそうなとき、ケツを叩いてくれたのは女友達だった。彼女は別の学校に就職したが、今頃、どうしているだろうか。
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「へへ、言わせちゃった」

「言わされちまった」

「あー。そこは普通、そんなことないよって言ってくれるところじゃないのー？」

「その手には乗らん」

「ケチ。と、いうわけであたしは少しずつ前向きに頑張ってみようと思うんだよね」

　そう言って俺の首から手を離し、膝立ちしながらガッツポーズをしている。その目はいつもの生意気な美月のものだった。

「ほーう、それは頼もしいな。俺は応援してるぞ」

　振り返って茶化したら、彼女の顔がぱぁっと明るくなり、今後は前から抱きつかれた。彼女の柔らかい髪が頰を撫でる。

「本当？　応援してくれる？」

「おう、応援してるよ」

「ちゃんと見ててね。あたし、頑張るから」

「ああ、ちゃんと見てる。だから頑張れ」

「……困ったら、助けてくれる？」

　淡々と授業をこなすだけの毎日を送っていた俺が、こんな感情を抱く日が来るとは思っていなかった。半年前の俺ならそんなことは口が裂けても言えなかっただろう。だが今は、自信を持って言えるのだ。

「当たり前だ。俺はお前の先生なんだからな」

　偽りのない、本心だった。




「と言っても、どうするか具体的には考えてないんだけどね。やっぱり少しずつ慣らしていくのがいいのかなって。でももうすぐ夏休み入っちゃうし……」

　唐突に彼女が笑いだしたのをきっかけにハグを解除した俺達だが、なんとなく急に気まずくなり、思い出したように話題を振ってきたのだった。彼女は体育座りをしながら前後に揺れている。

「ああ、そのことなんだけどな。俺は考えてみたんだが、まず行動に移すっていうのも非常に大切ではあるんだが、それ以上に相手を知るってことが大事なんじゃないか」

「相手？」

「そう。この場合は、櫻井の恐怖の対象だ。それが相手。具体的には、櫻井がどんなものに恐怖を感じているかを知る、ってところだな。さっき男は嫌いじゃないって言っていたが、怖くないのとは別だ。いつもは平気でも怖いときもある。ならば、どんなときに怖いと思うかを知れば、対処もしやすくなるんじゃないかって思ってな」

「満員電車じゃなくて？」

「それは状況だしアバウトだ。もっと細かく知ることが近道なんじゃないかと思うんだよ」

「うーん。具体的って言ってもなぁ。知るって言ってもどうやって……」

「俺にいい考えがある」

　俺はそう言って立ち上がり、ＰＣデスクの上に置いてあったそれを手に取った。





　⑧　 仮想デートはＶＲの中で






「じゃーん！」

　俺は無駄に効果音を発してしまったことに若干赤面しながら、そいつを美月の眼前に突き出した。

「えっと……なにこれ？」

「ふふふ。聞いて驚け。これはＶＲゴーグルだ！」

　黒光りするそいつを自慢げに見せびらかす。未来的なデザインにワクワクしないわけがないぜ！

「ゔいあーる？　え？　うん、すごーい？」

　部屋には子供みたいにテンションの高い大人と、大人の対応をする女子高生がいた。

　ＨＭＤヘツド・マウント・デイスプレイ。これは仮想現実への一歩を具現化した画期的な装置だ。見た目はサイバーなイメージのゴーグルにヘッドセットが付いたようなデザインをしているが、最新の技術が満載なのだ。

　ゴーグルの内側には二枚の有機ＥＬパネルが搭載されていて、３Ｄ映画のように奥行き感ある映像を映し出すことができる。搭載されたジャイロセンサーが装着者の向きを認識し、その動きにリンクした映像によって「まるでその世界の中にいるような錯覚」を得ることができるのだ。

　この技術は様々な分野に応用できる。例えば世界遺産に直接行かなくてもその中を探索したような気分が味わえるし、ゲームのような超現実の世界に行くこともできる。何を隠そう、俺はこの技術を活用したエロゲーが出るのを待ちわびているのだ！

「でもセンセ。それを使ってどうするの？」

　美月をＰＣデスクに座らせた俺は、まぁまぁと言いながらそのＨＭＤを被せた。

　ちなみにこの角度からだと胸の谷間が色々アレだ。本当、アレだ。

「真っ暗」

「まぁ待て、今からコンテンツを映すから。ちょっとこれ持って」

　右手に専用ガンコントローラーを握らせ、ゲームを起動する。手先が見えていない美月はコントローラーを握るときに間違えて俺の手をにぎっとする。そして俺は少しドキっとする。

「なにこれ、銃？」

「おお察しが良いな。今映像が映るからな」

「あ、なんか出た」

　別で出力しているＰＣモニターにもそのタイトルが映し出された。

　タイトル名は『Illusion5VR』。

「なんかヘビメタみたいなＢＧＭが聞こえる……」

　俺はヘッドセットを頭に装着して美月に話しかける。このマイクを通した音声は美月の装着しているヘッドセットに送信され、クリアな音声で聞き取れるというわけだ。

「今回やってもらうのはＦＰＳの超名作、『Illusion5』だ。今回はＶＲ仕様だから臨場感が違うぞ。さっそくやってみてくれ」

「え、でもどうやって。あ、画面が映った……あー、へー、こうやって銃を前に出せば狙いが取れるんだ」

『Illusion5VR』では左手のリモコンで移動、右手のガンコントローラで射撃と照準を操作する。ＨＭＤ装着者が向いた方向へ画面が動き、銃を向けた方向に照準が表示される仕様となっている。例えばまっすぐ走りながら上半身だけを横にひねって銃を撃つ、なんてアクション映画っぽい動きがそのまま再現可能になっているのだ。

「櫻井、予あらかじめ言っておくが、このゲームは人によって好き嫌いが分かれる。きつい、と思ったらすぐに言うんだぞ」

「うん、わかった。でもやばい、面白そう！」

　そうこうしている間に、ステージ１が開始された。プレイヤーは死の淵から蘇った狂戦士だ。棺桶のようなポッドを開けて出るとそこは研究施設だった、というシーンからのスタートなのだが……。

「げ、なにあれ。こっち来るの？　え？　ちょ！　きゃ───！！！」

　開幕早々、気色の悪いデーモンに襲撃を受けるのだ。

「撃て！」

　その声に反応して美月は素早くガンコントローラーを構え、トリガーを引く。画面いっぱいに映し出されたデーモンの顔面が爆散していく。

「きっしょ！」

　このゲームの最大の売りはそのリアルなグロテスク表現、通称ゴア表現と呼ばれるものだ。プレイヤーはこの憎きデーモン達に正義の鉄てつ槌ついを食らわせ、文字どおり肉片になるまでボッコボコにしてやるのである。その爽そう快かい感かんに魅せられるプレイヤーが世界中にいる。

「いいか、このゲームには不意打ちが多い。ついでにエネミーはかなりきしょい。突然襲われることもある。このゲームをプレイすることで、苦手な部分を切り分けしていく。俺は櫻井をよく見てるから、頑張ってプレイしてみてくれ」

　怖いという感情にはいくつかの種類がある。そしてそれは驚きという感情によってブーストされたりもする。今回のゲームプレイには、美月が具体的にどんなシーンでトラウマ反応を起こすのかチェックする狙いがあるのだ。

「あたしのこと見てるの？」

「おお見てるぞ。頑張れよ？　油断するとまじすぐ死ぬからな」

「わかった。じゃあ頑張る。……ちゃんと見ててね。あたしを」

「おう？　見てるぞ？」

　ゲームのカウントダウンがスタートする。プレイヤーのいた研究所隔離場所のドアが開き、その先には大量のデーモンが待っていた。

「じゃあスタート！」

「はい！」

　そして美月はデーモンに突っ込んでいった。

　思い返せばこの日であった。

　彼女のある才能がその産声を上げたのは。





　⑨ 才能のつぼみ






　若いって素晴らしい。

　美月はものの数分でその複雑な操作をものにしてみせた。

　画面内に登場するデーモン達は美月の射撃により次々と撃ち倒されていく。まだ序盤とはいえ、このゲームを初めてやる子がここまで円滑なプレイができるとは予想していなかった。若い子は吸収が早いとはよく言ったもので、俺がこのゲームをやり始めた当初は、難易度が一番低くても先に進めない程だったのに。

　目の前にはぶかぶかのポロシャツだけを被ったピチピチの女子高生がいる。美人と言って差し支えないかわいらしい容姿に、生意気な目元。そいつが画面に向かってガンコントローラーを振り回し、デーモン達に弾丸をばらまく姿はちょっと異様な光景だ。だがこれはこれでいい。

「だいぶ慣れてきたよセンセ」

　美月は手を緩ゆるめることなく口だけ動かして言う。

　今のところ最弱のデーモンがそこそこ距離を保ったところにわらわら湧く、という程度なので、美月のプレイや行動に乱れはなかった。ゴア表現や気持ちの悪い生物自体にはトラウマ反応は発生しない様子だった。どちらかといえば今の時点では楽しそうだ。

「いいじゃないか。俺が始めたときより遙かにうまいぞ」

「ほんと？　やった、あたし才能あるんだ。ふふん」

「油断するなよ、次から一気に難しくなるから」

　研究所のポッドから蘇った主人公は、異常を察知したデーモン達の急襲を受ける。しかし彼らデーモンは研究員を兼ねているのでその戦闘力は低く、まさに烏う合ごうの衆しゆうといったところ。施設研究員だけでは騒ぎを沈静化できないと知るや、連中もいよいよ本格的な戦闘部隊を送り込んでくるのだ。

　このタイミングで初期装備の拳銃に代わって散弾銃が手に入る。その入手方法もドアゲートに倒れ込んだ死体からはぎ取るというグロな演出付きなのがまたポイントだ。

「お、なんか拾ったよ」

「散弾銃だな。これで接近戦もできるな」

「やったー！　んじゃラクショーだね」

　ただこのゲームの散弾銃は弾の拡散が他のゲームと比べて広く作られており、より接近しないと威力を発揮できないように調整されている。五メートルも離れると一撃で殺せない可能性が出てくるので、現実的に武器としてどうなんだとは思うのだが、閉所戦闘が多い本作にとってこのバランス調整は成功しているといえる。これによって他の武器との使い分けがかなり楽しいのだ。

　ちなみに美月は散弾銃が好きなようで、突進する性向と合わせて勝率が上がる傾向があった。『SoC』での射撃訓練の際も、散弾銃のときはより楽しそうだった。

「え、なに」

　サイレンが鳴り響く。画面は赤いライトエフェクトで満たされている。先に説明したとおり、本格的な戦闘部隊が送り込まれる前兆だ。

　直後、目の前のハッチが吹き飛んでくる。奥から登場したのはマッチョなデーモン。ボディービルダーのような外見だが、そのサイズは人間の二倍程もあり、加えてかなりのダッシュ力を持っている。ゾンビライクな見た目だった研究員デーモンに比べて明らかに人に近いデザインを意識しているそれは、ひと目で「強敵」だとわかるようになっている。

「なんか来た！」

　開口一番散弾銃をお見舞いするが、ヤツは怯まない。そのまま肩を突き出しながら猛スピードでタックルしてくる。

「うわっ、きゃっ」

　画面いっぱいにデーモンが表示され、突き飛ばされる瞬間。

　──美月の動きが一瞬止まった。

「殴られてるぞ櫻井！」

「え、うん、ちょっと待って避ける！」

　二発程殴られ、美月の操るプレイヤーのＨＰバーが赤く光っている。次に殴られれば死んでしまう。離れ際に散弾銃を二発程お見舞いしていくが、二発目にしてわずかにのけぞった程度で、再びエルボーでタックルを仕掛けてくる。

　このタックルは真横に避けないと回避が成立しない。回避に成功するとヤツは勢いを殺せずに通り過ぎるので、真横に避けつつその脇腹に散弾銃を撃ち込む、という動作が必要になってくる。猛スピードで突進してくるヤツを視界に収めながら反撃を行うには、それなりの勇気と、冷静な精神状態が求められる。

　しかし美月にそれはできなかった。

　画面いっぱいに表示されたヤツの巨体が振りかぶられる。そのまま横に移動していればギリギリ回避は可能だ。しかし美月は首をすくめて固まってしまい、そのままヤツに殴られる。

　画面にはゲームオーバーの文字と、リトライボタンが表示されていた。

「惜しいな櫻井、あと数発だったぞ」

　美月の額には汗が滲にじんでいた。エアコンがガンガンに効いてむしろ寒いくらいの室内、にもかかわらず。

「よし、もう一回やってみよう」

「え、うん」

　本ゲームの美点であるオートセーブ機能によって、ヤツが登場する直前に戻る。再戦はすぐに行える。

　しかし結果は変わらなかった。

　既に再戦四回目。敵の行動パターンもわかって立ち回りは向上しているが、やはりあのタックルを綺麗に回避できない。距離が開いてしまって散弾銃は威力を発揮できず、致命傷を与えられないまま一番長いときで二分程度追いかけっこをしているような状態だった。生き残る時間が延びても致命傷を与えられないのでヤツを倒せず、そのうちヤツのタックルを食らって敗れていた。

　その頃には美月の汗は隠しきれないものとなっていた。明らかに肩で息をしており、吹き出した汗が滴り、胸の谷間に吸い込まれていく。手渡したタオルで額を拭ってはいるが、その汗が引く様子はない。今や楽しそうなんてことは全くなく、辛そうだったのだ。

「櫻井、大丈夫か？」

「うん、大丈夫、……うん」

　俺は冷蔵庫からスポーツ飲料をコップに注いで手渡す。ありがとうと言って受け取る美月はそれを一気飲みした。ふぅー、と呼吸を整え、その手を使って扇あおいでいるものの、焼け石に水。

「いいか櫻井。よく聞け」

「うん」

「あいつは人間じゃない。モンスターだ。ゲーム内でしか襲ってこないし、お前の方が強い。あいつの脇腹に五発決めてやればあいつは倒せるぞ」

「五発……」

「そう。櫻井はヤツを倒せる武器を持ってる。ちゃんと当てれば倒せる」

「うん……」

　そしてここで俺は眉唾ものの情報を伝える。

「それに、あいつは女らしいぞ」

「えっ？」

　美月が驚き振り向く。先程までの消沈した雰囲気が一瞬で明るくなる。

　今から話す内容は男性教師から女子高生に話すにはかなりアレな話題なのだが、この際しようがない。

「よく見ろ、あいつの股間にはキン○マがついてない」

　その瞬間、美月の顔が赤らんだ。

　これは発売当初ネットを賑にぎわせた検証スレで話題になった話だ。研究員タイプのデーモンは衣服を着用しており、その股間部分に確かな質量感があるのだが、対してこのマッチョタイプのデーモンは明らかに素っ裸であり、股間の部分がやたらとスッキリしているのだ。強固に隆りゆう起きした胸筋は貧乳に見えなくもないし、登場した際の声に若干ツヤがあることもその根拠らしい。

　プレイヤーはマッチョな女性ビルダーにタックルで組み伏せられるんだ！

　というなんともくだらない話題なのだが。

「センセ……いきなり何言うの……もう……」

　美月はガンコントローラーでその口元を隠している。相当に恥ずかしいことだったらしい。恥ずかしさで言えば今のその格好や抱きついたときの方が余程だと思うのだが、やっぱり女子高生の恥じらいが僕にはわかりません。

「いやいや大事なところだよ。あっちは素っ裸の女で、こっちは散弾銃で武装したガッチガチのバーサーカーだぜ？　負けるわけなくね？」

　俺は自身の恥ずかしさを封印しつつ、おどけてそう言った。間違ってもこれはセクハラじゃないんだからなっ。

「もう。……センセの、ばか」

　ガンコントローラーで優しく俺を小突く。美月は笑顔になっていた。

「んじゃもう一回やってみっか」

「わかった」

「股間よく見とけよ」

「……ばか」

　モニターに向かう美月の表情に先程までの苦しさはなかった。

　そして彼女のプレイはここから変わるのだ。





　⑩　才能開花






　画面には再び赤いライトエフェクトと、その奥から登場するマッチョなデーモンが映し出されている。

「ほら櫻井よく見ろ！」

「もううるさいよ！　恥ずかしいなぁ……あ、本当だ」

「ねね、ほら、ついてなくね？」

「わかったよもう！」

　美月は顔を真っ赤にしながら画面にガンコントローラーを向けた。美月は姿勢をより正して胸を張り、先程より軽快な操作でマッチョデーモンのタックルを躱かわしていく。姿勢を正したことで腹筋が使えるようになり、操作性が向上したのだ。

「お、今の回避いいな」

「ありがと！」

　美月は回避行動を練習するように、回避に専念してタックルを躱し続けている。その間、一度もトリガーが引かれていない。

「ねぇセンセ」

「どうした」

「やっぱりその……ついてないね」

　そういって舌を出す。回避に専念していたことでマッチョデーモンのタックルを目で追えるようになったのだろう。回避の際にしっかりとその部分を視界に収めていたあたり、やっぱり美月は素直な子だった。

「だろー？　やっぱりあいつ女なんだよ」

「あんなマッチョな女の人いる？」

「毎日千回くらい腹筋すればそうなるんじゃね」

「適当すぎ」

　そんなくだらないことで笑いながら回避を数回。彼女の方にもかなり余裕が出てきて、最初は回避と同時に体も揺れてしまっていたが、今ではそのロスも少ない。気がつけば汗も引いてきている。

「櫻井、そろそろあいつを楽にして差し上げろ」

「……リョーカイ！」

　美月はそう言うと前方にダッシュしていった。タックルで突っ込まれるのをただ回避していた今までとは打って変わって、自分から距離を詰めていったのだ。ヤツはタックルでそれに合わせてきたが、美月は右に流れるようにそれを躱すと、その脇腹に散弾銃をお見舞いした。

　眼前で炸さく裂れつした散弾銃は眩まぶしい程のヒットエフェクトと、ヤツの肉片が混ざった血しぶきを撒き散らす。さすがにクリーンヒットは応えたのか、いつもよりのけぞりモーションが長い。

　ここで予想だにしないことが起こる。

　本来、のけぞりモーション中は、プレイヤーの体勢立て直し時間に使う。のけぞりと言ってもその時間は短く、不用意に接近すれば再びタックルを浴びてしまうからだ。体勢を整え、次のタックルに備える。多くのプレイヤーの選択がそうであるし、攻略のセオリーだった。

　だが、美月は違った。

　コンマ何秒も迷うことなく、距離を詰めたのだ。

「なに!?」

　眼前にマッチョデーモンの脇腹がある。しかしヤツも体勢を立て直しており、振り向きざまにより強烈なエルボーを突き出してくる！

「あぶない！」

　しかしヤツのエルボーは外れた。

　──美月はそれをしゃがんで躱したのだ。

　画面はヤツの股間を中央に捉えている。美月はそこに向かってトリガーを引いた。

　ガオォン！

　先程よりも激しいヒットエフェクトが画面を覆い尽くす。マッチョデーモンはそのまま派手に後方に吹き飛んでいく。

　俺はその吹き飛びモーションに再び驚いた。それは後半のステージで拾えるロケットランチャーを命中させないと拝めないものだと思っていたからだ。

　しかし美月はなおも接敵をやめない。

　吹っ飛んでいったデーモンへそのままノータイムでダッシュを仕掛け、ジャンプした。仰向けになったヤツがどんどん近づいてくる。そしてヤツが起き上がろうとしたその脳天に、空中から散弾銃をお見舞いした。ほぼゼロ距離で脳天に叩き込まれた散弾銃のクリーンヒットによって、マッチョデーモンの脳天は文字どおり爆発四散した。

「っしゃー!!」

　ガンコントローラーを担ぎ上げながらガッツポーズする美月がそこにはいた。とびっきりの笑顔の少女だ。

「やったよセンセ！」

　画面にはステージクリアの文字が浮かび上がり、ステージ２のローディングバーが表示されていた。

「やっぱり女だったね、センセ」

　純じゆん真しん無む垢くなその笑顔が俺に向けられる。

　俺は正直、唖あ然ぜんとしていた。

　こんな動き、見たことがない。こんな攻略方法、見たことがない。

　ヤツは序盤のボス的存在だ。並のプロプレイヤーでさえＨＰの消しよう耗もうを懸念して距離を取り、ヤツのタックルに冷静に対処するに留まっていた。

　しかし美月は自ら飛び込んでいった。ヤツの近接攻撃をしゃがんで躱してそのまま反撃を行う。なんという大胆さだ。

　──しかしこれはチャンスだ。

　彼女の急変を好機と捉え、次なるアドバイスを行うことにした。

「美月。俺は今日、お前に伝えたいと思っていたことがあったんだが、今伝えるのが一番いい気がする。聞いてくれるか」

「うん、なになに？」

「お前は今、相手を女として、こちらが男だから勝てた、と思っているかもしれないが、本当はそうではないんだ」

「？」

　美月は首をかしげている。

「数ある競技の中で、女が男と同じ土俵で実力を競い合い、そして勝てる競技。それがゲームなんだ」

　現存するスポーツは、厳格に男子と女子が区別されている。体を使う競技では身体能力の差が優劣に決定的な差を生み、結果的に女性は男性に対して不利になってしまうため、ルールでの区別化が行われているのだ。

　しかしゲームは違う。操作デバイスの多様さによって身体的優劣の差をほぼ取り払うことができる。そのルールの先には男も女も関係ない。この環境では、女性が男性を遠慮なく実力で打ち倒すことが可能なのだ。

「相手がモンスターであれプレイヤーであれ、それが男だろうが女だろうが関係ない。現実のお前が女であったとしても、美月、お前が実力を磨けば容赦なく相手をボコボコにできる。女のお前が、男の相手を、誰にも咎とがめられずにボコボコのメッタメタにしてやって許されるんだ。しかもそれが現実的に可能なんだ。女だから、男に勝てないなんて、そんなことは絶対にない」

　画面にはステージ２が表示されている。脱出用ハッチを開放したその先に、大量のデーモン達が待ち受けている。このハッチを飛び降りれば壮絶な殺し合いが待っているのが目に見えていた。

「画面の向こう側のプレイヤーはお前を苦しめる男なのかもしれない。エロい目で見たりいじめてきたりするような男なのかもしれない。だがな、ここではそんなこと関係ない。お前の方が強ければそいつは倒されていくだけだ。お前に嫌な思いをさせてくる奴らはみな、お前に撃ち倒されていくんだ。何もできずにな」

　美月は手元のガンコントローラーをＨＭＤ越しに見ている。

「悔しくないか。そんな連中にびびらされて。そいつらをぎゃふんと言わせたくないか。簡単だぞ。そいつらより早く動いて脳天に弾丸をお見舞いしてやればいいだけだ。画面を見ろ。そんなクソヤローどもがわんさかいるぞ。お前は何を持ってる？」

「散弾銃……」

「そうだ。この世界では実力が全てだ。男も女も関係ない。奴らに教えてやれ。本当の恐怖というヤツを。手も足も出ないというその恐怖を、その体に直接刻み込んでやれ」

　俺は焚きつけるように言った。

　彼女の恐怖を原動力に変換し、発散させる。

　女でも男に勝てるという経験を疑似体験させ、自信をつけさせる。

　男から向けられた負の感情を撥ね除けられるだけの強さを、彼女の内側から引き出したい。

　それは洗脳に近いのかもしれない。

　だが俺は知ってほしかったのだ。

　男なぞ大したことはないと。

　そんなことで自分の人生に影を落とすことが、どれほどにもったいないことかを。

「ほら。獲物はいっぱいいるぞ」

　その言葉に、美月は返事をしなかった。

　しかし吸い込まれるようにそのデーモンの群れに向かって走り出していった。

「ふふ。ふふふふ」

　彼女は迷いなく真っすぐに突っ込んでいった。みるみる距離を詰め、飛び上がると、先頭にいるそいつの脳天に、散弾銃をお見舞いした。

「ふふ。あはははは！」

　美月の中で何かが弾けた。

　彼女の中のそれが産声を上げたのだ。

　ＦＰＳのバーサーカーと呼ばれるに至った、その才能が。





　⑪　ＦＰＳのバーサーカー






　画面内には無残にも肉片になったデーモン達の死体が散乱していた。赤く光る月がそれを演出している。

　ステージ２クリア。その文字が画面に大きく映し出されていた。

「美月、お前……」

　この死体の山は美月が築きあげたものだ。吹っ切った、いや、覚醒した彼女が、正気を疑うプレイで成したのだ。俺が震えるほどのプレイを、目の前の少女が。

　──まさに、ＦＰＳのバーサーカー。

　彼女の才能が開花するその瞬間に、俺は立ち会ったのだ。

　そしてそれは、彼女の過去の克服の旅路でもあった。

「美月」

　俺がその肩に触れると、ＨＭＤを脱ぎ捨て、胸に飛び込んできた。彼女が椅子から落ちないように受け止め抱きしめる。

「ふえええん」

　彼女は震えながら泣いた。

　床に落ちたＨＭＤがカランと鳴った。

　それは彼女の中で崩れていく何かのようだった。




　あたりはすっかり夕暮れだった。早いところでは夕飯の時間だろう。彼女の家と俺の家が近いことが救いだ。あんまり遅くまで預かっていると、なんて言われるかわからない。

　まぁ、化粧が落ちてる時点で、言いわけ側としては極めて不利なんだけれど。

「じゃあ、行くね」

　彼女の目元には泣いた痕あとがあった。それでも今の彼女の笑顔は眩しい。すっきりしたその表情が夏の湿気を吹き飛ばしてくれる。

「おう。気をつけてな」

「うん。ねぇ太センセ」

　南風が彼女の洗いざらしの髪を揺らしていく。それを押さえる彼女は、なんだか子供じゃないみたいだ。

「これからも、名前で呼んでね。美月って。そうじゃないといじけるから」

「あ」

　彼女は走り出した。遠くで手を振る彼女が交差点の角へ消えてゆく。

　俺はいつの間にか彼女を名前で呼んでいたことに気がついた。むず痒かゆくなって思わず頭を掻いた。




　翌日。もうじき夏休みだということで、浮ついている生徒が多い中、いつもどおりの面々が部室にいた。

　美月のプレイは変わった。殆ど驚かなくなり、その積極性に磨きがかかった。隠れている相手に臆せず突っ込み、その近距離戦闘において無類の強さを発揮していた。彼女のその突然の変へん貌ぼうに、部活の皆は驚いていた。

　美月は今日、二限目に登校した。生徒はもちろんのこと、教師陣もずいぶん驚いた様子だったと、本人が自慢げに言う。




　それからしばらくして。







「美月！」

　昼休みの中庭で彼女を見つけて呼び止める。遠方で手を振る彼女の横には友達がいた。俺はそれに手を振り返して、その場をあとにした。用事なら部活のときでいい。今は、ようやく手に入った彼女の日常を大切にしてやりたかった。




　あの日、俺の家で起きたことは二人だけの秘密だ。




　見上げれば、入道雲がもくもくと積もっていた。




　──夏が来る。
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　①　「ダイブイン・カウントダウン・ベータ」






　一一月。ゲーム部部室である視聴覚準備室は異様な雰囲気に包まれていた。俺を始めとして、部員達の間にも緊張感があった。その理由は明確だ。間もなく、Ｇ甲子園の予選が始まろうとしているのだ。

「もう一度、確認してくれ。特に電源周りは入念にな。エラー終了で敗退なんて、笑えないからな」

　生徒達はＰＣの配線を確認していた。机の下や隅に頭を突っ込んで、緩ゆるんでいるところがないかのチェックだ。その他にも、キーボードやマウスの接続、常駐ソフトにエラーが発生していないかどうかのチェックもしていく。

「岩いわ切きり、大丈夫そうか？」

　そんな部員達をよそに、灯里あかりは一人唸うなっていた。灯里のモニター横に取り付けられたカメラと、画面上に映し出されている自分の姿がとても嫌らしい。

「うう～」

　競技ゲーム甲子園運営委員会から大々的な発表があったのが、夏休みの始まる、七月末。ゲームの一文字を取って「Ｇ甲子園」と銘打たれた本大会の詳細が初めて示されたのだ。

　予選に選定されたゲームは、ＬＦＳルフス池袋でユウキとプレイしたあのサバイバルゲーム、『ＲＳ』だった。俺の予想どおり、大人数参加型のバトルロワイヤルで全国の生徒達を一気にふるいにかけるつもりなのだろう。

　予選は『ＲＳ』のフォーマンセルバトルロイヤルルール。学校代表の四人一組が一つのチームを組み、二五組一◯◯人が会する戦場へと降り立つ。そこで予選突破一組の枠を懸け、壮絶なバトルを繰り広げる。

　その発表があってから今日まで、生徒には徹底した練習と攻略のための情報を叩き込んできた。それがいよいよ、試されるときが来たのだ。

　参加する選手達はヘッドセッド装着が許されており、実際に自分達の声で、コミュニケーションを取れるようになっているのだ。が。

「これ、ほんとに全国に映るん？」

　チームのリーダーに指名された人間は、音声とそのバストアップカットの撮影がルール化されていた。二五チームのリーダー達のプレイ中の様子が、一枚のモニターに集約されて視聴者に提供されることになっている。基本はゲームのプレイ内容が映されるのだが、視聴者にとってはプレイしている人間の顔が見えないと感情移入しにくいため、ワイプでその顔が映る、ということだ。さらには、リーダーがメンバーに指示している音声も流れるので、視聴者からしても、選手達が何を考え、どう協力してプレイしているのかが伝わりやすくなる、というシステムなのだ。

「そういうことらしい。まぁ、気になる気持ちはわかるが、我慢してくれ」

　そして、白はく鷲しゆう高こう校こうゲーム部のリーダーは、岩切灯里に決定した。というか、俺が任命した。

「嫌だなぁ。もし鼻くそほじったりしたら、みんなに見られちゃうんじゃろ？」

「……お前、プレイ中にそんなことしてんのか？」

「た、例えばの話！」

　それはそれで見てみたい気がする。恐らくネット動画界隈ではものすごい再生数を記録するだろう。主に俺の手によって。

「オッケーだよセンセ！」

　美み月づきが顔を出すのと同時に親指を立てている。本日は試合ということで、特別に制服の着崩しを許した。第二ボタンが開け放たれ、申し訳程度に袖そでに手を通されたカーディガンは相当にだらしなく、とてもお茶の間に届けられる身だしなみではない。だが本人はこれが一番くつろげて集中できるというので仕方ない。リーダーが灯里なのは、ここらへんの事情もある。

　まぁ、本当の理由は別にあるのだが。

「こっちも問題ないですよ、先生」

「こちらもです」

　琢たく磨まと悠ゆ珠ずが俺に合図を送る。彼らは俺の指示に従ってゲームを起動し、大会専用サーバーへとログインした。

　キャラクターはある程度自由にメイキングできるため、彼らのキャラクターはそれぞれ本人にかなり似せてある。それを作り込んだのは言うまでもなく、俺である。一週間エロゲーを封印しての、会心の出来だ。

「何度も言っていることだが」

　ヘッドセットを構える彼らに告げる。

「ここから先、ゲーム部顧問の声によるアドバイスは禁止されている。全部自分達で考えて、協力するんだぞ」

　Ｇ甲子園予選では、大会の管理下に置くのが難しい状況で試合が行われる。不正行為が蔓まん延えんしないよう、各顧問は「監査役」として、その生徒達のプレイしている様子を動画で撮影することが義務付けられている。予選終了後に動画ファイルを提出し、違反行為がなかったかどうかの精査材料とするのだ。

　特にこの手のゲームの場合、プレイしていない第三者からの情報というのは非常にアドバンテージになる。例えばＡとＢのプレイヤーが見ている画面から、その範囲内の敵の所在確認がほぼ完璧にできてしまったりする。それは確実にプレイに影響する。

　だからそれを排除し、情報のやり取りは選手間に限定する。さらに実際の戦場と同じように、ＡとＢは口頭でそれを行うのだ。

　如い何かに選手達が協力して、チームの情報を共有し、協力して作戦に挑めるか。このフォーマンセルルールでは、そういった部分が重要視されていた。

「わかってるよ、センセ。でも、あたし達のこと、ちゃんと見ていてくれるんでしょ」

　美月は目を半眼にして俺を見た。他の生徒もヘッドセットを被りながら、俺を見つめている。

「当たり前だ。なぜなら俺は、お前達の先生なんだからな」

　美月は安心したように、ヘッドセットを被った。

　本戦では『ＲＳ』の他に、選抜選手による別ジャンルゲームのトーナメントや、高校生解説・実況制度の導入など、その規模が拡大される。高校生の活躍にフォーカスしたいという運営の想いが窺うかがえる。

　美月達がその舞台に上がるには、まずはこの予選を勝ち上がらなければならない。

「これよりＧ甲子園、地区予選を開始致します。選手は会場にアクセスし、フォーマンセルを構成してください」

　装着したヘッドセットから、アナウンサーの声が流れた。恐らく生徒達にも聞こえているだろう。マウスを操作する音だけが静かに室内にこだまする。俺は続いて流れてきたアナウンスに従って、部屋に固定した監査用カメラの撮影スイッチをオンにした。

「み、みんな。緊張してない？」

　予選とはいえ、本番であることには違いない。ただでさえ気が小さい灯里は、既に声が震えている。

「私は大丈夫です」

　笑顔で即答した悠珠の背景には、謎のキラキラがいつもより多めに輝いている。

「灯里センパイが一番緊張してそう」

　美月が灯里を肘で小突く。灯里は、もう、と言って赤らんでいる。見た目はギャルとガリ勉のツーショット。この部活がなければ築かれなかっただろう二人の友情を思うと、胸が熱くなる。

「大丈夫だよ灯里、僕達は、灯里を信じてる」

　すかさずフォローを入れたのは琢磨だ。

「何があっても灯里の指示には従うから。頑張ろう」

　続くその言葉に、ますます顔が紅こう潮ちようしていく灯里。さすが琢磨、イケメンはやることが違うぜ。

「参加者全員のログインを確認しました。これより、ダイブインを開始します」

　和やかな雰囲気を一瞬で変えたのは、試合開始のアナウンスだ。

「ダイブイン・カウントダウン、開始。二八、二七、二六……」

　生き残りをかけた、一○○人二五組の壮絶なサバイバル。それに勝てなければ、次はない。彼らのＧ甲子園は、そこで終了だ。

　──そして、美月は、留年する。

「皆。俺のボイスチャットはここまでだ。日頃の練習を思い出せ。お前達は誰にも負けない技術を身に着けた。それは俺が保証する。では、健闘を祈る」

　ほとんど同時に、俺のボイスチャットがオフになった。すぐ側にいるのに、とても遠いところにいるような、そんな不安が俺を襲った。

「ダイブイン・カウント・ゼロ。Ｇ甲子園地区予選、開始します」

　俺は祈った。彼らの努力が、報われるように。

「頑張れよ、お前達」





　②　サバイバル開始






　画面は輸送機の中へと切り替わった。機内には大会に参加する全メンバーが押し込まれている。マップボタンを押せば、マップの全体像と、航空機の航路が簡易矢印で示されていた。周囲を海に囲まれた七キロメートル四方に収まる島を、南東から中央を貫つらぬき、そのまま北西へと辿る直線ルートだ。これならば、大抵のところへは落らつ下か傘さんで移動できる。最良バランスと謳われる島マップを活かした、公正なルートと言えるだろう。

「皆様、よろしくお願いします」

　誰かの声が聞こえた。それを皮切りに、大勢が思い思いに挨拶をしている。キャラクターは落下傘を背負い、座席にしっかりと固定されているが、発言は自由にできるらしい。この後競い合う人達に向け、スポーツマンシップに則のつとり挨拶をしよう、ということなのだろう。

「よ、よろしくお願いします」

　灯里が代表して返事をする。心なしか、すこしざわついた気がする。灯里の声は、主に男性の心に訴えるものがある。

「何、挨拶とかしちゃってんの？　これから殺し合うのに」

　殺伐とした声に、航空機内の雰囲気がざらつく。

「お前ら、皆殺しだから」

　そして不敵な笑いがこだまする。航空機内の雰囲気は一気に最悪にまで降下した。

　オンラインゲームの闇だ。相手の顔が見えず、こちらの顔も見えない。だから、伝える言葉は容よう赦しやがなくなり、辛しん辣らつになる。

「みんな、気にしない方がいいですよ」

　品の良さそうな、しかし芯の強そうな声によって、すっかり雰囲気に飲まれている生徒達も幾分救われただろう。どこかの優秀な高校の生徒のようだ。

「け、良い子ちゃんかよ。死ねよ。お前みたいな奴が一番最初に死ぬんだからな」

　だが、爽さわやかな挨拶で賑にぎわっていた先ほどのようにはいかない。ただただ静かに、輸送機のエンジン音がどんよりと腹の底で響いている。

　そんな最悪の重低音を切り裂いたのは、意外にも、悠珠だった。

「その言葉、そのままそっくりお返ししますわ」

「あ、なんだてめぇ。女かよ。うるせえ、死ねよ」

「知っていましたか。この音声、位置情報も正しく再現されていることを。今の発言で、あなたがどのキャラクターなのか解ってしまいますよ。Atsushi57さん」

「な……」

「狙い撃ちにされないと良いですね。それでは戦場で会いましょう。それまで生きていれば、ですが」

「！！！」

　悠珠は何かを言われる前に、そこを飛び出した。悠珠のキャラクターは落下傘を背負い、急降下していく。それに美月、琢磨、灯里も続いた。

「ちょ、ちょっと待って、悠珠ちゃん！」

　四人はまっすぐに降下していく。風が耳元で唸っている。

「ごめんなさい、岩切先輩。つい、売り言葉に買い言葉で……」

「あっはは！　神かん埼ざきさん、気持ちよかったよ、さっきの！」

　琢磨のいつにないテンションの声が響き渡る。

「いいね、これで僕達は、彼らを狙うときに迷わずに済みそうだ」

「お、井い出でセンパイ、いーこと言った！」

　美月がそれに続く。こういう緊張感のある雰囲気が苦手な美月も、琢磨の言葉で明るさを取り戻したようだ。

「じゃあ、ここから行けるところ、探さないといけんね」

「すみません、岩切先輩」

「ううん、いいんよ。じつはウチも、すっきりしたし！」

「はいはいはーい！　あたしここがいい！」

　マップ上には、美月の指定するアイコンが表示されている。

「いいね、僕は賛成だ。どうかな、みんな」

「異論ありません」

「ウチも！　じゃあ、行こ！」

　四人は足並みを揃そろえ、進路を西に向けて降下した。




　俺は傍かたわらに置いてあった水を一気飲みしていた。全く、開口一番とんでもない喧嘩をやらかしてくれた。教師の俺としてはヒヤヒヤした。緊張によって喉が乾くというのを、久々に感じた。

　まさか、航空機内でのオープンチャットが有効になっているとは、思いもしなかった。運営サイドとしては、試合前の他校とのコミュニケーションは大切と考えているのだろうか。スポーツとしてそれは正しいだろうが、ネットゲームでの会話となると、そうはいかない。これは後で、運営にクレームを入れておいた方がいいだろう。

　しかし、あの雰囲気を打ち破り、果か敢かんにも喧嘩を買って出たのが悠珠とは、予想だにしなかった。悠珠は優等生だからなのか、高圧的な態度を嫌う節がある。かくいう俺も出し抜かれたことがあるわけだし。意外にもこの中で最も負けず嫌いなのは悠珠なのかもしれない。

　いずれにせよ彼女の一言によって、美月や灯里の緊張がほぐれたのは事実だ。美月は特にああいう雰囲気が苦手だから、空気に飲まれなくて助かった。

　それにしても、監査役というのは実に上手く仕組まれたポジションだ。日頃の指導者でも、プレイに干渉はできない。短時間で終わる演目系のスポーツは監督の介入ができないものも数多く存在するが、プロゲーマーとはかくいうもの、ということなのだろうか。

　運営が目指すプロゲーマー像とは一体なんなのか。それを知る必要がある。俺は順調に目的地へ降下していく生徒達を見ながら、そんなことを考えていた。




　着地した場所は、マップ南西側の廃村だ。かなり早い段階での降下だったが、相当に西側へ来ることに成功している。もとから不人気スポットということもあって、突如襲撃されるリスクが少ないだろうという点で、序盤のアイテム集めは安泰だろう。

「灯里、北の空を見て」

　琢磨が言う。灯里がその方を見れば、落下傘を背負った四人組が、山の影に消えていくのが見えた。

「恐らく彼らが最も僕達に近いよ。覚えておこう」

「わかった」

　この廃村は戸建ての建物が少なく、そしてほとんどが半壊している。周囲の森が木炭と化していることから、火事によって崩壊したのだという歴史が透けて見える。そのため、視界を遮さえぎるものが少なく、遠距離武器を持つ相手と遭遇した際に分が悪い。

「こちら悠珠。倉庫型建物に物資発見」

「民家に武器が少しあるよ。短機関銃サブマシンガンと散弾銃シヨツトガン」

　先行して建物内に侵入していた悠珠と美月が報告する。

「わかった。美月ちゃんはそれを両方持って次の建物へ、悠珠ちゃんの方にはウチとたっく…井出君が向かいます」

　灯里が的確に指示をしていく。

　周辺には、合計五つの建物があった。大型の倉庫型建物、民家型が二つと、土台だけになってしまった建物跡、そして天井が吹き飛んでいる小型物置だ。順に巡っていき、それぞれ獲得したアイテムを持ちより、倉庫型建物内に集合する。

　結果として、散弾銃二丁、短機関銃が三丁、突撃銃アサルトライフルが一丁、狙撃銃スナイパーライフルが一丁。そして手榴弾が二つ。他には少量の回復アイテムが手に入った。

「きついな」

　琢磨が言った。

「やっぱりこの場所だと、遠距離武器は手に入りにくいね」

「井出先輩、その中でも狙撃銃が手に入ったのは大きいかと」

「そうだね、そこは前向きに考えていこう」

　手に入った狙撃銃は、「Ｌ96Ａ１」。本ゲームにおいて最も基本的な狙撃銃だ。ほとんどカスタマイズできず連射もできないが、やはり遠距離を狙撃できるというアドバンテージは大きい。日頃より狙撃が安定する悠珠が装備することとなった。

「じゃあ、あたしはこれ」

　美月は迷わず散弾銃と短機関銃を選んだ。散弾銃は「スパス12」。単発式で射程も短いが、威力は強く、装弾数も多い。短機関銃は「ＵＺＩウージー」。短機関銃の中では最も一般的で汎用的な性能を持っている。灯里が手にしたのも同じものだ。

「じゃあ僕はこれで」

　琢磨はシューターの花形、万能武器の突撃銃だ。もとからゲーム適正の高い琢磨が持つのは自然の流れだ。機種名は「89式５・56㎜小銃」。自衛隊で採用されるメイドインジャパンの突撃銃で、ゲーム内では特別強い武器とは認識されていないが、抜群の命中精度がある。

「あとはスコープ類が足りないね」

　狙撃銃のＬ96Ａ１が手に入ったのは幸運だが、肝心のスコープがなかった。これでは遠距離を捉えられず、せっかくの狙撃能力が活かせない。

「攻めるしかないね」

　画面右上には、生存人数が表示されている。現時点で既に七〇。大会なので皆慎重なようで、普段のオンラインプレイよりは遙かにゆっくりとした推移ではある。しかし試合開始からの経過時間はわずか五分だ。既に数チームが脱落し、メンバーが欠けた状態でプレイしているということだ。

　周辺には、この建物の他に物資が落ちている場所がない。建物内は安全とはいえ、マップとしては端っこの方なので、このまま待機していても、エリア縮小によって安全エリア外に出てしまう可能性が高い。そうなれば、物資の追加も望めぬ道を、狙撃のリスクを承知で駆け抜けることになる。それは勝利から遠ざかる行為だ。

「うーん。不安だけど、行くしかないね」

　全員が装備を確認し、武器に弾を装そう塡てんしていく。

「じゃあ、編成。美月ちゃん、先頭をお願いしてもいいかな、進行方向はわたしが指示するから」

「はーい」

「じゃあ、僕がそれに続くよ。遠距離で会敵したときに備えて」

「私は後ろをついていきます。今のままでは役に立てなそうなので……」

　彼らは倉庫の大きな扉の裏に張り付き、この倉庫を出るタイミングを計っている。

「大丈夫だよ、神埼さん。次、だれかを倒せば、きっとスコープは手に入るし、まぁそれまでは無理しないで」




　彼らは灯里の指示のもと、まず山を登った。マップの中心から最も離れた傾斜、すなわち南西側から、姿勢を低くしてゆっくりと進んでいく。山の東側、つまりマップ中央に近い場所は、先にも述べたとおり草などの自然物が少なく、視線を遮るものがほとんどない。万が一、狙撃銃と高倍率スコープを手にしているチームがいれば、良い的まととなってしまう。一方、灯里が選んだルートは幾分草も残っており、航空機の飛行ルートからもかなり逸れている。大群に蜂の巣にされる、なんてことはないだろう。この判断は正しいと言える。

　じりじりと進んでいくと、いくつかの小屋があった。集落、というには貧弱だが、物資が出現する貴重な建物でもある。残存チームは既に六〇を切っている。他のチームも装備を揃そろえてきているだろうから、物資はなんとしても取りたい。

　しかし。

「銃声!?」

　遠方からではあるが、かなり小さい銃声が、山に反響してこちらまで届いてきていた。それは、一定のリズムで、パン、パン、パンと、何かを狙っているようだ。

「中距離狙撃ですね」

　悠珠が言葉を発したのとほぼ同時に、残存人数を示す数字が一つ、少なくなった。

「あっちの方だと思う。あと、音的に多分ＳＶＤ」

　美月がマップ上に、アイコンを表示させる。山の麓ふもと、集落を挟んでちょうど反対側だ。

「よくわかるね、櫻さくら井いさん」

「そう？　音が高かったから。どうする？　灯里センパイ」

　マップ北側には大きな街がある。相手が潜んでいるポイントからなら、北上して物資を集めにいくのも選択肢としてあり、というか、通常のプレイならそれがセオリーだ。

　だが、今は大会。相手が余計な戦闘を避けたいと思うなら、人が少ないと予想される山の裏に向かう可能性だって、十分にある。もしそうなら、あの集落で鉢合わせになる。

「あの感じだと、もしかしたら倍率スコープを持っているのかも知れませんね」

　悠珠は続けた。

「単発撃ちで相手を狙うなら、距離が離れるほど、その射撃の間隔も長くなります。今の感じだと、それなりに遠いところから狙ってたんじゃないでしょうか」

「つまり、勝てればスコープが手に入って、そのＬ96Ａ１を活かせる、と」

　琢磨がうーんと唸る。

「でもこちらは遠距離狙撃に対応できない。敵の他の仲間の装備も気になるし……」

　相手を倒せれば、その武装は手に入る。相手の持っているだろう高倍率スコープを手に入れることは、今のチームにとっても重要なことだ。

　琢磨と悠珠が唸る中、美月は遠方を見て索敵を続けている。そうした中、また数発の射撃音が鳴り響いた。独特の連射音から、突撃銃持ちである可能性が高い。そしてまた数字が一つ、少なくなった。

「行こう」

　灯里が意を決した。

「どのみち、生き残るんなら戦闘は避けられんし、他のチームに横槍を入れられるよりは、可能性があると思う」

　灯里の言葉に、待ってましたとばかりに美月が反応する。

「そうこなくっちゃ」

　美月は散弾銃を構えて、駆けていく。

「みんな、美月ちゃんに続いて」

　一行はぐんぐん坂を登っていった。向かう道中の索敵は概おおむね完了しているとはいえ、自分達と同じようなことを考えて森に潜んでいる奴もいるかもしれない。美月は画面を左右に振りながら死角を潰して走り、悠珠はその進行方向の遠い先を見つめながらついていく。

「先に着けば、物資ゲットだね」

　美月は力強く、そう言った。





　　　　◇






　ネット配信サイトでは、Ｇ甲子園予選のチャンネルが盛り上がっていた。俺は自分のＰＣモニターに映し出されたソレを、腕を組んで眺めている。

　番組では、アナウンサーとプロゲーマーの二名が、小さいセットに座ってそのプレイ画面にコメントしていた。実際のプレイよりは十数秒遅れているとはいえ、ほとんどリアルタイムの実況と言える。

「おーっと、これは好プレイです」

　アナウンサーが少しテンションを上げてコメントすると、ある画面がクローズアップされた。高倍率スコープが装着されたドラグノフ狙撃銃、通称ＳＶＤで、四〇〇メートル程離れた相手を狙撃していて、最後の一発が脳天に直撃した。プロが解説をする。

「今のは上手いですね。これだけ距離が離れると、着弾まで時間がかかるので、相手の動きを先読みして撃たなければならないですから。これを僅きん差さ撃うちと言うのですが」

「僅差撃ち、ですか。僅差撃ちと言えば、今相手がいるところよりも、少し前の方を狙って命中させるという技術と聞いていますが」

「そうですね。弾が届くまでに〇・五秒ほどあれば、相手は一メートルは移動できてしまいます。ですので、着弾時点にいるであろう場所を予想して、そこに発射するのです」

「ほー、それは難しそうですね」

「ええ。それが頭を貫つらぬいたとなれば相当です。相手も狙われていると解っていて、かなり複雑な動きで避けようとしていましたから。これは最後まで残るかもしれません」

「なるほど、それほどの技術を持つプレイヤーなら、トップ争いも間違いないと」

「とはいえ、試合は何が起こるかわかりません。注目の選手ということは、間違いないと思います」

　画面には撃たれたプレイヤーが激高のあまり、ヘッドホンを取り外して叩きつける様子が映し出されていた。死亡したプレイヤーネームは、Atsushi57だった。

「やべぇな」

　俺はその様子を見て、焦りを覚えていた。確かに今のプレイヤーは上手い。チームメンバーもそれを認識し、信頼していて、あえて手出ししていなかった。連携も取れている。

「こりゃあキツイか」

　そのチームが、物資の多い北側ではなく、山の方へ南下していくのを、俺はただただ見守るしかなかった。





　③　罠






　一行は集落の付近に到着していた。美月を先頭に、岩や巨木に身を隠しつつ、内部に誰かが隠れていないか慎重に確認する。音は聞こえない。建物の扉はすべて閉まっており、現時点で敵が潜んでいる可能性は低そうではある。

「美月ちゃん、いける？」

「おけー」

　美月はかがんだ姿勢を維持しながら、その建物の扉まで移動する。灯里もそれに続き、二人は扉の両脇に張り付くようにして武器を構えている。その少し後方、岩の隅には琢磨と悠珠が待機していた。彼らは俺の教えた扉の突破方法を、完璧に守っていた。やはり優等生達は物事を身につけた際の再現度が違う。

「んじゃ、開けるよ。三、二、一……」

　灯里が扉を開くのと同時に、スパス12を構えた美月が飛び込んでいく。そして直後、炸さく裂れつ音がこだました。

「いる！　一人、いや、二人！」

　続いて灯里が飛び込み、部屋の中央に向かってＵＺＩを連射した。これによって奥の方に潜む敵が身動きができなくなったところで、美月は壁面に移動し、琢磨と悠珠が室内に入ってくる。

「一人殺った！　その部屋の隅に一人見えた、もっといるかも」

　扉のすぐ脇には、美月のスパス12を全身に浴びて即死したキャラクターが倒れていた。

「神埼さん！　そいつの物資漁って！　僕がつなぐ！」

　灯里の弾切れによるリロードのスキを、琢磨が引き継ぐ形で連射する。敵がこちらに反撃するためには、この銃弾を浴びるつもりで体を出さなければならない。この追撃によって敵は奥の空間に張り付けにされたのだ。

「くらえっ」

　そして部屋の隅に控えていた美月が、缶詰のようなものを壁に投げつけた。それは跳ね返って、敵が潜んでいそうな隅へと消えていく。

「美月ちゃん！　それまさか……」

　その直後だった。

　パン！！！

　風船が破裂したような音と共に、灯里と琢磨の画面が真っ白になった。キーン、という耳鳴り音声が響き渡り、ほとんどの音が聞こえなくなってしまった。

「フラッシュバン投げるなら言ってよ！」

　美月が投げたのは閃光弾だった。爆音と閃光により聴覚と視覚を一定時間奪うもので、聴覚はそれなりに広範囲、閃光を目にしていた者は数秒ほど画面が真っ白になる。だが、その中を美月は平然と突っ込んでいく。美月は投げた直後、伏せて反対側を向くことで、視野を確保していたのだ。

　メンバー全員の音が消失し、うち二人の視野が真っ白な最中、右上に表示された生存人数がさらに一少なくなった。

「井出先輩、ありました、二倍スコープです。つけます」

　アイテム漁りをしていた悠珠が声を上げた。それに琢磨が返答する。

「ナイス神埼さん！　他には!?　こっちはまだ何も見えないんだ」

「突撃銃用のクイックドローマガジンと、フラッシュハイダーです」

「オッケー、それ持ってこられる？」

「了解しました！」

　クイックドローマガジンは弾の再装塡時間を短縮するアイテムで、フラッシュハイダーは発砲時のマズルフラッシュと呼ばれる発光を消し去り、さらには反動を和らげる便利アイテムだ。共に琢磨の武器を強化する重要なパーツだ。

「美月ちゃん、そっちはどう？」

「もう一人殺ったよー！　でもあと二人いない。あとチョークゲット」

　美月は敵に閃光弾を浴びせ、視界と音を奪ったあと、単身突撃してその腹にスパス12をお見舞いしていた。至近距離で拡散弾を全弾もらった相手は当然即死。銃弾の雨が途切れた途端に反撃するつもりだった彼にとって、こんな方法で身動きを封じられるとは思いもしなかっただろう。というか、それは灯里達もそうだったはずだ。味方全員が同じ室内にいるときに閃光弾を投げるなど、諸刃の剣もいいところだ。

「先輩、これどうぞ」

　悠珠が琢磨の足元へ先程のアイテムを置いていく。それを回収した琢磨は手際よく自身の89式５・56㎜小銃へそれらを装着していく。

「びっくりしたよ、美月ちゃん。そんなもの、持ってたんだね」

「へへ。最初の民家にあったんだよね。ついでに、この死体からスモークもゲット。うふふ。あ、グレネードあるよ、井出センパイ。いる？」

「楽しそうだねぇ。貰っておこうかな。僕、グレネード好きだし……うっ！」

　そのときだった。琢磨のキャラクターが衝撃でよろけた。その直後、パン！ と強烈な銃撃音が聞こえたのだ。

「襲撃！　みんな窓から隠れて！」

　灯里が叫んだ。素早く後退し、入り口のドアを閉める。美月は身を低くして窓の下に身を隠した。

「センパイ！　大丈夫ですか！」

「大丈夫、肩だった。でもＨＰは一気に減ったよ」

　琢磨のＨＰは六割ほど消費され、既に黄色表示となってしまっていた。

「これ使ってください、治療セット。こいつが持っていたヤツです」

「ありがとう、神埼さん」

　琢磨は匍ほ匐ふく前ぜん進しんで窓の下を通り抜け、部屋の隅、窓からの射しや線せんがないところへ移動してから回復アイテムを使う。使用には時間を消費するので、安全なところで使用しないと次なる襲撃に備えられない。

「美月ちゃん、だれか見える？」

「見えない！　くそー」

　美月は画面をぐるぐる回して、僅かな隙間から外の景色を見ているが、敵の姿は見えない。

「見えないなぁ。一瞬頭出して見てみようかな」

　美月が立ち上がって窓から顔を出そうとしたとき、悠珠が言った。

「駄目です、美月さん。動かないでください！」

　いつにない悠珠の声に、美月もさっとしゃがんで姿勢を低くする。

「で、でも、それじゃどこに相手がいるかわからないよ」

「大丈夫です。もうおおよそ、位置の見当はついています」

　その言葉に、皆驚きを隠せない。

「井出先輩の肩に命中した弾丸は、先輩の体力を六割ほど持っていきました。命中から発砲音が遅れて聞こえてきましたが、その差はわずかです。音速より早い弾丸を使用して、威い力りよく減げん衰すいを含めた威力と、肩によるダメージ減衰を加味、そして井出先輩のいた場所を考えれば、自ずと位置は割れます。相手はこの場所、所持武器はＳＶＤに高倍率スコープ、恐らく先程の相手です」

　悠珠がマップ上にアイコンを表示した。それは山を少し登ったところにある開けた場所で、直線距離にして二五〇メートル程のところだった。

「恐らく相手の倍率スコープは四倍以上のものでしょう。私が相手なら、自分を捜しに顔を出した相手の頭を射抜くために、ずっと同じ位置でスコープを覗いていると思います」

「……つまりは、頭を出したら負け、ってことだね」

　治療を終えた琢磨が姿勢を直して、装備の確認をする。ＨＰは最大値の八割というところ。物資が少なく、これ以上の回復は現時点では不可能だ。

「悠珠凄い……。よく解るね、そんなこと」

「少し考えれば解ることですよ。ゲームは計算の上成り立っていますから、答えは導きだせます。美月さんにもすぐできるようになりますわ」

「う、うーん、そうかなぁ？」

「でも、少し困った」

　灯里がつぶやく。

「ということはウチら、ここに張り付けにされているようなものやん」

「恐らくそれが敵の狙いかと」

「でも、もし相手が複数だったら」

　灯里の言葉を、悠珠が引き継ぐ。

「……その間に、接近されます。籠ろう城じようするしかないでしょう」

　悠珠の言葉に反応したのは琢磨だ。

「だけどそれは危険だ。エリア縮小が始まったら……」

　今美月達がいる場所は、マップの中でもかなり端の方だ。安全エリアはランダムに選ばれた地点を中心とした真円なので、マップ中央ほどその範囲に含まれる可能性が高く、逆に端ほど低くなる。加えて、端の方は安全エリアに移動する距離も中央に比べて長くなる場合が多い。仮にこのまましばらく張り付けにされていた場合、マップ北東に安全エリアが指定されてしまえば、一気に状況は最悪になる。全速力で駆け抜けるにしても、常にあのＳＶＤからの狙撃を気にしなければならない。

　では安全エリアが近ければ良いのかと言われれば、そうではない。

　仮に相手と自分達が共に範囲内だったとしても、このまま消しよう耗もう戦せんを続けることに変わりはない。相手だけが範囲内で自分達が範囲外なら、もっと最悪だ。彼らはメンバーのうちＳＶＤを持つ一人を美月達に向けて待たせ、残りのメンバーを他チームとの戦闘に割くことができる。唯一マシなパターンはこちらが範囲内であちらが範囲外という場合だが、そうなる可能性は高くないし、狙撃に有利な高所に陣取られているという事実は変わらない。

　つまり、美月達は圧倒的不利な持久戦を押し付けられているのだ。

　持久戦は集中力を強烈に削っていく。

　そして集中力を切らした奴から負けていく。それがこのゲームの定理だ。

「迎え撃てばいいんじゃない」

　美月が、力強く言う。

「籠城戦なら、こっちが有利だよ。仮に残りのメンバーをあたし達が倒しちゃえば、あいつは一人になっちゃう。一人でこの試合に勝てるほど、このゲームは甘くないし。そしたら、あいつもこっちに来るんじゃない？　味方を助けるか、仇を討つか。そしたらあいつもやっちゃえばオッケー！　じゃない？」

　美月の言葉に、一同が静まり返る。

「だけど、もし、もしだよ。このまま安全エリアから外れちゃったら、結局のところ、僕達が逆に不利になる。相手が素直に攻めてくるとは限らないし、いつまでもこの場所で待ち続けるのは……」

　琢磨の言葉に、美月は不敵な笑みを浮かべた。

「何言ってるの、井出センパイ。誰がこのまま待ち続けるって言ったの？」

　その言葉は、俺にあの夏の日を思い出させた。

「あいつらに、ここに来てもらおうよ。それも、今すぐに」

　美月はそう言うと、不敵な笑みを浮かべた。

「ふふ。そして、恐怖を教えてあげよう」





　④　片鱗






　標的は三〇〇メートル先の集落、一番大きい小屋の中。先程、窓から一撃お見舞いしてやったが、そいつは死ななかった。どうやらＨＰは満タンだったらしい。キルログアイコンからいって、少なくとも散弾銃を持っている奴と、俺が一撃加えた奴は生きているだろうから、あの小屋の中には最低二人いることになる。対して、こちらは四人。俺がこうしてスコープを覗いている間は、そう簡単には出てこれまい。こちらの背後には見張り役を立てているし、しびれを切らして出てきたところを狙い撃ちするだけだ。他愛もない。

「連中、いつまで我慢できますかねぇ」

　後輩が嫌らしく発言した。こいつはゲームの才能は並だが、人間としては程度の低い奴だ。こうして相手にプレッシャーをかけていることが、気持ちいいらしい。全く気色の悪い奴だ。

「まぁ、もうじきだろう。この距離、この角度だ。飛び出してくれば、俺は外しはしない」

　俺は狙撃には絶対の自信があった。作戦どおり、仲間から優先的に使用させてもらったＳＶＤは、早くも数人を沈めている。まさに、優勝一歩手前だな。

　そんなときだった。

「銃声？」

　短機関銃の連射音が聞こえる。続いて、これは突撃銃だろうか。他にも散弾銃の音などが、あの小屋から断続的に聞こえてくる。

「連中、別の奴らに押し込まれたんですかね」

「かもしれん」

　しかししぶとい連中だ。これだけの銃撃戦を繰り広げておきながら、誰一人として死んでいないようだ。それはキルログカウンターの数字が変化していないことからわかる。一瞬の沈黙の後、再び連射音が響き渡った。

「こりゃあチャンスですよ。行きましょう、漁夫の利ってヤツだ」

　俺の近くで待機していた後輩が、興奮しながら山を駆け降りていった。それに、先程の気色の悪い奴や、後方支援していた奴までもが続いた。

「おい、ちょっと待て」

「今なら、あいつら間抜けに背を向けている頃だぜ」

「そんならその尻に銃弾を叩き込んでやろう。挟み撃ちだ」

　あいつらは弾けるようにして駆け出していった。

　まぁ、それも悪くない。それに、あそこに隠れてる連中にしろ、新たに攻めてきている連中にしろ、どちらが生き残ろうが関係ない。どっちにしろ、俺があの世に送ってやるんだからな。勝利に油断したその瞬間が、お前達の最後だ。俺も仲間のあとを追う。

「おい、急に静かになったぞ」

　先行していた仲間が言った。小屋から二〇メートル、十分に奇襲をかけられる距離に来て、先程までの激しい銃撃戦が噓のようだ。よく見ると、俺達から反対側にある入り口側に、スモークが炊かれている。

「息切れだな。スモークを炊いて射しや線せんを遮り、次の襲撃に備えているんだろう。今頃中では、回復アイテムを使ったりしているはずだ」

　弾数は限られている。撃ち終わってしまえば、攻撃することはできなくなるから、このあたりから闇雲に連射することはなくなるだろう。外側で強襲しようとしている連中も、諦めるか、次なる一手を考えているに違いない。で、あるならば。

「今が絶好のチャンスってことじゃねぇか！」

　仲間が喜々として立ち上がった。

「まさか背後の窓から奇襲されるとは思わねぇだろうぜ！」

　仲間の三人は俺を置いて窓に突撃していく。俺は外に逃げてきた奴を撃ち落とすためにスコープを覗いて待機した。上手くいけば、二チームまとめてあの世に送れる。仲間の一人が窓まで到着し、その中に銃口を突っ込もうとした。

　そのときだった。

　ガオン！

　けたたましい炸さく裂れつ音おんと共に、仲間が吹き飛んでいった。

「な!?」

　散弾銃の全弾をその身に受けたそいつは、そのまま死体となって斜面を転がっていった。

　刹せつ那な、短機関銃の銃弾が窓から撒き散らされる。他に接近していた仲間も集中砲火を浴び、一瞬で死体となって転がった。

「ちくしょう！」

　最後の仲間が弾幕を逃れ、なんとか岩の陰に隠れる。包帯を取り出し、ギリギリのＨＰを補完しようと必死だ。

「すまんリーダー！　援護してくれ、このままじゃ俺もやられる！」

　俺がそいつを援護しようと木の陰から身を乗り出したそのとき、耳障りな金属音が俺の足を止めさせた。

　──これはなんだっけ。そうだ。グレネードのピンを抜いた音──

　顔を上げ、中空を見れば、その心臓のような塊がまさに、その岩場に向けて飛んでいっていた。

「リーダー！　早くどいつかを殺ってくれ！　たの──」

　その言葉は、強烈な爆発音によってかき消された。仲間の体は遙か彼方かなたまで吹っ飛んでいった。

「くそったれが！」

　この一瞬で仲間が全滅だと？　ふざけるな。あり得ない！　俺は半身を乗り出し、スコープを覗き込んだ。そしてそこに映し出されたものを見て、息が止まった。

「なっ──」

　そこにはスコープを覗き込んだ敵がいた。視線は完璧にこちらを捉えている。そう、最初から、そこに俺がいるのが解っていたかのように。

「あり得ない！」

　ガオン！

　俺はトリガーを引いた。しかしそれよりも早く、奴の銃弾が俺のヘルメットに突き刺さっていた。

「ガッ！」

　銃弾が命中した衝撃で、俺の弾は恐らく外れた。だが、俺は生きている。このままここにいれば、すぐにやられる。

「うわああ」

　俺は全速力で逃げた。ヘルメットは最高ランクのものをつけていたからギリギリ助かったのだ。この威力なら、恐らく相手はＬ96Ａ１。遠距離勝負なら、ＳＶＤの俺では歩が悪すぎる。他にもう仲間はいない。逃げて逃げて、できる限り生き延びるしかない。

　こうしている間も、突撃銃や短機関銃の弾丸が俺を追い詰めてきている。幸運なことに、連中の射撃スキルは大したことはないみたいだ。このまま山を登りきってどこかに隠れれば、回復アイテムでやり過ごせる。そしてまた、あいつらを狙ってやる。

「覚えてやがれよ」

　俺は銃弾をかいくぐり、逃げ続けた。





　　　　◇






　少し前。

　美月は壁に向かって短機関銃を乱射していた。

「ちょ、ちょっと美月ちゃん!?　何やってるの!?」

　灯里は美月の突然の奇行に、わけがわからないといった様子だった。

「ほら、みんなも、反対側の窓から適当に撃って」

　そう言いながら美月は、今度は散弾銃に持ち替えて、適当に数発、壁に向かって発射している。

「ちょっと櫻さくら井いさん、その行動に一体なんの意味が……」

　困惑する灯里と琢磨。そんな中、悠珠が言った。

「なるほど、そういうことですか。では私はこれで」

　悠珠はそう言うと、先程の死体から回収したハンドガンに弾を込めて、数発、やはり斜面とは逆の方向に撃ち放った。

「ほら、夏にさ、太ふとしセンセのプレイ見たじゃない？」

　そう言いながら美月は、屋外へと手榴弾を投げる。

「あのときセンセは、ユウキさんを狙っている相手を一瞬で撃ち抜いてた。そのときのこと、聞く機会があったから、聞いてみたんだけどさ。センセ、こう言ってたんだよね」

　山の斜面を転がっていったそれが、爆発する。

「誰かを狙っている奴が、一番狙いやすいって」

　その傍ら、悠珠は入り口側の扉を開けたり締めたり、上空へＬ96Ａ１を発砲したりしている。

「人って多分、そんなに長時間、集中力を保てないんだよね。あそこで狙撃しようとしている人だって、その仲間だって、あたし達の行動から目が離せないから、疲れてるはず。そんなときに、あたし達が戦闘を開始したら、どうすると思う？」

「──勝利が決したそのスキを狙って」

「──漁夫の利を得ようと、攻めてくる」

「そゆこと」

　琢磨と灯里が得心がいったところを見計らって、悠珠が解説する。

「現在この場所には、彼らから見て、四人の敵と物資があります。その物資には、予めここで隠れていた二人分が上乗せされていますから、彼らには十分魅力的に見えると思います。ただ敵も生きていてリスキーなので、無理はしないでしょう。しかしそこへ、他のチームが攻めてきたとなると、最大で一〇人分の物資が一箇所に集うことになります。それは、他チームを壊滅させたときよりも、遙かに利益が大きい。それは勝利を盤石にさせるのに十分です。相手はこの場所を無視できなくなります」

　美月が続いた。

「あたし達が、敵から襲われたーって雰囲気を出せば、敵さんは自分からやってくる、って思って」

「そうなる可能性は高いと思います。理由は二つ。まず、ここから敵との距離が三〇〇メートルあるとして、それだけ離れてしまえば、彼らにはこの小屋の内側と外側との発砲音を区別できないはず。二つ目は、この状況です。音が重要な『ＲＳ』において、所在を自ら知らせるような愚行を、このＧ甲子園の予選という舞台でやる人がいるとは、誰も思わない。つまり、この条件下で発砲音がすれば、それは戦闘が開始されたのだと思い込む。偽装だなんて、疑うはずがない。敵は必ず、こちらに攻めてきます」

「相手は強いといっても、あたし達と同じ高校生だよ？　ひっかかると思うなー」

　二人の息の合った説明に、琢磨も灯里も納得したようだった。

「なるほどね。うん。わかる。わかるよ」

「美月ちゃん、凄い。とっさにそんなこと考えるなんて。ウチ、美月ちゃんがおかしくなっちゃったのかと……」

「えー！　灯里センパイ、ヒドイ！」

「ごめんごめん」

　緊迫した雰囲気から一転、女子高生のいつもの和やかな雰囲気に包まれる。

「わかった。美月ちゃん。その作戦、すごいよ！　ウチ、感動しちゃった！　さっそく、決行します！」

「そーこなくっちゃ！」

　灯里と琢磨も、まるで屋外の敵と戦闘しているかのように、計画的に弾丸を発射していった。

「後は待ち伏せですが、美月さん、スモークを」

「はいよー」

　悠珠が開けた扉から、美月がスモークグレネードを転がした。炸裂したそれは、入り口周辺にモクモクした煙を発生させ、建物とその向こう側の射線を綺麗に遮しや断だんしていた。

「こうなれば、敵が攻めてくるルートを限定できます。斜面側には扉がありませんので、内部を射撃可能な場所は窓だけ。そのうち、スキをさらさずに襲撃できる、つまり、銃口を押し込める窓は、そことあそこの、二箇所、そして上方から狙撃が可能なのは、あの窓だけです」

　部屋には四つの窓と、玄関があった。玄関は南側、つまり斜面下方を向いていて、敵とは真逆。戦闘を装っている自分達を挟み撃ちにしたい敵がそちらから攻めてくることはない。一つの窓もそちら向きなので除外される。

　残り三つの窓のうち、二つは斜面上方の壁面、つまり先程狙撃を受けた、敵がいるであろう北側にある。このうち一つは木が生い茂って射線は塞がれているため、狙撃は残る一つの窓からしかあり得ない。

　奇襲を成功させるなら、複数方向から同時に行うのがセオリーだ。敵がそれに倣うなら、狙撃に合わせて突入、接近戦も仕掛けるだろう。そのルートに選ぶのは最後の窓、東を向いた、崖に面したこの窓の可能性が高い。

「相手が上級者なら、建物の形を理解して攻めてくると思います。この東の窓からでは玄関側を狙うことができないので、突撃が一人じゃないなら、その木で覆われた窓から二番手が入ってくるはずです。そうすれば、この建物内すべてを、射線内に収めることができますから」

　東側の窓からの突入を皮切りに、安全そうなもう一つの北側窓からも突入する。二方向から突入して部屋全体を射線に入れ、さらに狙撃でサポートする。上級者が選択しそうな、奇襲作戦。

　そして、悠珠の言うとおりになった。

「来たよ、足音聴いて」

　草むらを駆けてくる音が聞こえる。予想どおり、東側を向いた窓に向かってくる。美月はその真正面に立ち、窓の全体を画面に押さえていた。敵が銃口を向けるのと、美月がトリガーを引くのは、ほぼ同時だった。

「っしゃー！」

　美月の一発を皮切りに、今度は灯里が木に覆われた窓から顔を出した。突然の仲間の死に動揺したのか、もう一人の敵が五メートルほど先で狼狽うろたえていた。この距離なら弾を外す方が難しい。灯里の繊細なマウスコントロールで放たれたＵＺＩの弾丸の雨は、そいつの体を容赦なく貫いていった。灯里はそのままスプレー撃ちを続け、後続の敵に銃弾を浴びせる。数発命中したところで弾切れになり、リロードを挟んでいる間に敵は岩陰に隠れてしまった。

「たっくん、いける？」

「このコースなら、超余裕だよ」

　琢磨は手榴弾のピンを抜き、ワンテンポ置いてから、それを空高く投げた。空中で起爆までの時間を稼いだそれは、ちょうど岩陰の上あたりで爆発、隠れていた敵が吹っ飛んでいく。

「井出センパイ、さっすがー！」

「球技やってたからね、なんとなく球筋は読めるんだよ」

「後は私の出番ですね」

　悠珠は例の窓の前で、体勢を低くした。しゃがめば射撃精度が上がる代わりに、とっさの回避ができなくなる。それでも悠珠はしゃがんだ。スコープを覗き込み、ほぼ一点を見つめていた。

「私があいつなら、ここに隠れます。顔を出したときがあなたの最期です」

　直後だった。悠珠が覗いていたスコープの中心に、そいつの顔が現れた。スコープの中心が顔に合ったんじゃない。相手の頭が自ら、その中心に移動してきたのだ。まるで、撃ってくださいと言わんばかりに。悠珠は頭を真芯に捉えたのを確認して、トリガーを引いた。

　ドァン！

「きゃっ」

　刹那、射撃音と重なるように、床がえぐれる音がした。

「悠珠ちゃん、大丈夫!?」

「大丈夫です。相手の弾が、近くに」

　その弾丸は悠珠の肩の上を通り過ぎ、そのすぐ後ろに着弾していた。あと数ミリずれていれば、ヘッドショット。一撃死とはならないまでも、致命傷を負っていただろう。

「反撃弾がこうして飛んでくるってことは……」

「ええ、相手は死んでいません。最高レベルのヘルメットを装着していました」

「オッケー、ここは僕にまかせて」

　すかさず琢磨が窓から銃口を出し、突撃銃で追い打ちを掛ける。しかし距離が離れている上、琢磨には高倍率スコープがない。連射しているせいもあって、それが命中することはなかった。

「ごめん、取り逃した」

「いえ、良いのです。少なくともこれで、三人分の物資が手に入りましたから。相手もそう簡単には手出しできないと思いますよ。今後」

　付近には、相手の物資が散乱していた。誘い込むための無駄撃ち弾にも、お釣りが来る程の量だ。これだけあれば十分に態勢を整えられるし、今後を有利に進められる。

「あれ」

　あたりを見回した灯里が言った。

「美月ちゃんは？　どこ？」





　　　　◇






　少し走れば、連中の銃弾は止んだ。追いかけては来ていないみたいだ。俺は岩の角に伏せて、アドレナリン注射と応急セットで、体力を回復していく。

「ちくしょう。なんだってこんなことに」

　練習用サーバーでは負けなしだった俺が、こんなに追い詰められているなんて。実際に自分が走っているわけでもないのに、俺まで息苦しい。滴したたり落ちる汗が不快だ。高鳴る心臓が、やかましくてたまらない。

　だいたい何故あいつらは万全の態勢だったんだ。敵との戦闘で消耗していたのではなかったのか。それに、最初の散弾銃。あれはもう完全に、そこに敵が来ると解っていたみたいだったじゃないか。その後の短機関銃だって、まるでそこから攻めてくると解っていたみたいな……。

「まさか」

　あの銃撃戦が、そもそもの演出だったとしたら？

　俺達をあの場所からおびき寄せるための、作戦だったとしたら？

「──罠だったというのか」

「大正解」

　女の声!?

　その瞬間、パン！　という高音と共に、画面が真っ白になった。

「フラッシュバンか！　ちくしょう！」

　俺はキャラクターを立ち上げ、闇雲に操作した。景色は何も見えない。音も聞こえない。でも絶対だれかが攻めてくる。それがどこからなのか、わからない。くそ、当たれ、当たれ。

「当たってくれー！！！」

　やがて視界が開け、音も正常に聞こえるようになった。俺の銃の弾数はゼロ。トリガーを引いても、カチ、カチという音が虚しく響いていた。そして。

「逆に追い詰められる気分って、どう？　怖い？」

　さっき聞こえた女の声が、今は真後ろから聞こえていた。

　こいつ、試合中にわざわざオープンチャットに切り替えたのか？

　──そんな余裕すらあったというのか。

「ごめんね。あたし、負けられないんだ」

　俺が、この俺様が、女に負けるっていうのか。

「じゃ、そーゆーことで」

　次の瞬間。至近距離で炸裂した散弾銃が鼓膜を震しん撼かんさせた。画面には、俺のキャラクターが無残にも横たわっていた。





　　　　◇






「おおおっと、これは大番狂わせです！」

　アナウンサーが大げさに叫んだ。たった今、注目していた選手が沈んだからだ。

「圧倒的有利な状況から、一瞬で逆転され、ついにはリーダーまで倒されてしまいました。ああ、選手も悔しそうです。うなだれています」

　画面にはワイプで選手の顔が映し出されていた。制服とその身なり、容姿からいって、良い高校のそれも優等生であることが窺うかがい知れた。生徒は何も言葉を発せず、ただただ下を向いていた。

「しかし、倒したこの選手も凄いですね。現時点で四キル。見事な腕前ですね」

「ええ、ですがそれだけじゃありません」

　プロが続いた。

「先程のスナイプ戦の後、この選手は真っ先に角の窓から飛び降りて、追跡を開始していました」

「なるほど、そうですか、あ、このプレイですね」

　画面は美月の視点に切り替わった。美月は東側の崖に沿うように、姿勢を低くしたまま追跡を開始していた。その画面には常に、逃げ惑う敵の姿が捉えられている。

「となると、かなり早い段階から追跡していたんですね」

「なので、しゃがみ移動でも見失わずに追いつけたんです。凄いのは、懸命に逃げる彼の視点からは、ことごとく死角になるところを選んで追跡しているということですね」

「つまり、逃げる選手は追手に気がつかなった」

「そうでしょうね。ただでさえ予想以上の反撃があって気が動転していたはずです。回復アイテムを使っているところにフラッシュバンを投げているところも、容赦がない。あれでは反撃できなかったでしょう。少し前の戦闘でも、積極的な接近戦、フラッシュバンを使って仕留めるなど、尋じん常じようじゃない執念を感じます」

「まさに、常じよう軌きを逸いつしたプレイでした。えー、選手の情報ですが、白鷲高校の櫻井美月さん、おっと、彼女は女性のようです」

「女性ですか!?」

「はい。学年は一年生ということです」

「はー。それは凄い」

「言うなれば、ＦＰＳのバーサーカーというところでしょうか。今後の活躍に期待しましょう」




「ふー」

　俺は椅子にもたれかかりながら、大きなため息をついた。さすがに今の戦闘は、心臓に悪い。相手のスナイパーは俺の目から見ても上手かった。なにより、戦闘に対しての経験値が、あいつらとは全然違っていた。正直なところ、これはやられるな、と思ってしまった。

　目の前にいる生徒達は、モニターに集中しながら、この戦闘の勝利を喜びあっていた。画面からは目を離していないものの、笑顔が溢れ、いつものような明るさを取り戻している。

　全く感慨深い。彼らが出会ってから、まだ半年。それぞれに事情を抱えて、このゲーム部にやってきた。生きてきた世界も、価値観も、趣味だって全然違う。そんな彼らが今、ゲームという文化によって一つになったのだ。自ら考え、工夫し、それぞれの長所を活かした作戦を練り、あろうことか、手て練だれを撃退してしまった。成長が目に見える。それは否が応でも涙腺を刺激してきやがる。

　ふと、美月と目が合った。いつもの生意気なその目で、俺を見つめている。センセ、ちゃんと見てた？　と言わんばかりに。褒めて褒めて、とやってくる、子供のように。

　男性に恐怖し、まともに登校することすらままならなかった少女が、自信に満ち溢れた表情で、挑戦的な目を俺に向けているのだ。苦手を克服し、さらには、相手を逆に追い詰めた。彼女はもう、立派な戦士だった。

　俺は腕を伸ばして、親指を立てた。ちゃんと見てたぞ、と。彼女はそれに納得したのか、半眼になって、またモニターに集中した。

　俺は実況放送モニターへと目線を移した。現時点での残存人数は、二二。実力を持ち、運をも味方につけた連中が、まだそれだけ残っている。フォーマンセルバトルロイヤルルールは一人でも残っていたチームの勝利だ。戦いはまだまだ続く。

「頑張れよ。お前達が並じゃないってところを、見せつけてやれ」

　俺はいつの間にか握りしめていた拳が、汗でびしょびしょになっていることに気がついた。





　⑤　最終決戦の舞台






「物資は大方揃そろいましたね」

　美月が合流し、死体から回収した物資を持ち寄り、分配していく。

　先程のＳＶＤを所持していたリーダーからは三倍スコープと、可変八倍スコープを入手。三倍スコープを取り付けたＳＶＤを琢磨が、可変八倍スコープはＬ96Ａ１に取り付け、悠珠が使用することとなった。

　短機関銃用には大容量弾倉とサムグリップ。これを灯里のＵＺＩに取り付け、大量の弾幕を張れるようにカスタマイズした。

　他にも、グレネードが三個、スモークグレネードが一個。美月のお気に入りのフラッシュバンは残念ながら手に入らなかったが、直接攻撃が可能な手榴弾の数に余裕があるのは大きいだろう。

　一方、美月のカスタマイズは少なかった。武器はそのままスパス12を使用。他に散弾銃を使うメンバーがいないので、大量の弾丸を持ち歩いている。スモークグレネードも美月の強い希望で持たせることとなった。

「これなら、しばらくはなんとかなりそうですね」

　悠珠は床に広げた回復アイテムを回収しながら言った。

「僕、こんなに銃が強くなったの初めてかもしれない」

　琢磨の突撃銃はフルカスタム状態だ。それに三倍スコープのＳＶＤがあれば、中～遠距離戦闘に死角はない。

「じゃあ、行こっか、みんな」

　マップを見れば、安全エリアの縮小が始まっていた。次に目指す場所はマップ中央、山を越えた少し先だ。




　そこからの道のりは順調だった。警戒しながら山を登り、迅速に頂上まで移動していく。途中、麓ふもとに二人組を発見した。命からがら戦闘から退避してきたのだろう、岩陰でアイテムの受け渡しをしているところを、悠珠がヘッドショットで一人、もう一人を琢磨がＳＶＤで仕留めた。距離と方角から考えると物資を回収する余裕はなかったので、そのまま頂上を通過、他に見つからないうちにと、東へ向かって下山していく。表示されている残存人数は一二人だった。

　山を下った先は、倒壊した遺跡のようなものが散乱している区域だった。物資がたくさん置かれており、ゲリラ戦のような雰囲気を味わえることで人気のスポットだが、今は閑散としていた。落ちている物資も残のこり滓かすのようなものばかりで、めぼしいものは何もない。

「急いだ方がいいかもしれんね」

　灯里の言葉に、みな小走りになって移動する。その間も、建物の陰に沿って移動することは続けている。

「これだけ物資が少ないと、みんなここらへんにいたってことだろうし。さっさと行こ」

「そうだね。高倍率スコープ持ちにあの山から狙撃されることもあるかもしれない。それで、どこに行こうか」

「ここなんてどうかな」

　灯里がマップにアイコンをつける。そこはこの遺跡を通り越し、さらに平原を越えた少し先、泉の側にある森だった。

「この泉の向こう側は安全エリア外やし、そうなると、森に隠れてさえいれば、攻めてくるんは平原からだけやろ」

　安全エリアの縮小予定図を見ると、確かに泉は半分ほどエリアから外れていた。安全エリアの中心はほぼマップ中央で、南西側にこの遺跡、北東側に森と泉が、北西部分は市街地となっている。マップ中央を突っ切るのは多少勇気がいるが、森に隠れてしまえば、有利なのは間違いない。

「さすが灯里だね。僕は賛成だ。みんなはどうだい？」

「あたしはさんせー！　ぱーっと行っちゃお」

「私も賛成です。ですが、一つだけ」

　メンバーは走りながら悠珠の話を聴いている。

「安全エリアの縁ふちに沿うように、南側から迂回して進みませんか。少なくとも真南に敵がいないことは私達の戦闘で明らかになっていますし。降下開始可能地点であった南東が少し怖いですが、それもマップ中央の平原を走って市街地側から狙い撃ちにされるよりは、対応が容易かと」

「おー！　さすが悠珠！　分析力いいね！」

「……あなたが何も考えていないだけなのでは」

「悠珠。さすがにそれは傷ついたよ」

「まぁまぁ二人共。じゃあ行こうか」

「じゃあ美月ちゃん、先頭お願いね！」

　こうして、美月、灯里、琢磨、悠珠の順番で移動する。

　ルートに選んだ真南側は平原と森とのつなぎ目で、草原地帯が広がっていた。大きな木など遮しや蔽へい物ぶつが少ないが、姿勢を低くすれば、生い茂った草に身を隠すことができる。普段は粘り強いプレイヤーがこの場所を好んでいるが、試合が終盤ということもあって、特に襲撃されることなく通過できた。

「まぁ、ここは絶対いるよね」

　件くだんの森の入り口へ到着した。身長の高い草花や、太めの木が生い茂っており、長距離に渡っての射線が通らない場所だ。物資は少ないが近距離戦闘が得意な者達が好んで隠れ場所に使う、接近戦得意の美月でも緊張するスポットだ。

「どうでしょう。私の予想はちょっと違います」

　しかし悠珠は迷うことなく森の中へ突き進んでいく。一行は姿勢を低くしながら追従する。

「現在、残存しているのは一二人。普段なら、仲間を失って一～二名になったチームもいるでしょうが、今日に限っては、それはないと思っています」

「と、言うと？」

　悠珠の言葉に、琢磨が続きを促す。

「普段は顔も知らないような人達が対戦相手ですが、これはＧ甲子園。仲間も対戦相手も、同じくＧ甲子園の出場枠を狙う高校生達です。通常のフォーマンセルルールでは見られないくらい、チームワークが発揮されると思うのです」

　森を抜け、泉に出た。泉の向こう側は既に安全エリア外となって随分と経つため、敵がいる可能性はゼロだ。ほとりに腰を下ろし、物資の整理を始める。

「例えば先程のような状況も、そうだったじゃないですか」

「ねぇ悠珠、先程って、さっき山の麓にいた二人組？」

「そっちじゃありません。ＳＶＤの陰険野郎です」

「陰険野郎って……」

　悠珠はＬ96Ａ１から残弾をすべて取り出し、再装塡していく。

「共に戦う仲間が途中で離脱していくというのは、避けたいです。できれば最後まで四人揃そろっていたい。敵はそれを脅かす存在です。まして、仲間に引き金を引いたともなれば、そこはもう、殺意に近いものが生まれるのではないかと」

　Ｌ96Ａ１の銃身に弾丸が込められ、コッキングバーが引かれる。独特のカシャっという音が、湖畔に響きわたる。

「現に、先程美月さんは、あのＳＶＤ陰険野郎に引導を渡していました。これが通常のオンラインプレイなら、逃げる相手を深追いはしないと思います」

「つまり、あれだね。残りの人数が一二人。そしてこちらは四人。あと二チームがキレイに残っていると考えるべき、ってことだね」

　琢磨も悠珠に続いて、弾薬の再装塡を行っている。一度戦闘が始まってしまうと、どこで弾切れが発生するかわからない。一発の弾丸が明暗を分けることもある。それを彼らはよくわかっていた。

「そうです。そして四人揃っているなら、ここは選ばない。狙撃手に不利過ぎますからね」

　四人全員が遠近両方の武器を揃えられるほど、物資は多くない。この森の中で取り回しの悪い狙撃銃を割り当てられると、事実上の役立たずになる。それはチームワークとは正反対の行為だ。つまり、Ｇ甲子園でここを隠れ場所とするのは愚策に感じるのだ。だから、この場所には誰もいなかった。そして誰もいないなら、それはつまり安全だということだ。

「全員が近距離特化ならわかりますが、何が起こるかわからない大会でそんなことはしないでしょう。それよりも物資の多い、あの北西の市街地。放っておけばそのうち、戦闘が始まると思います。我々は次の安全エリアがこの近辺であることを祈るだけです」

　ちょうどそのときだった。マップアイコンが点滅し、次の安全エリアを示している。

「はずれか」

　琢磨の声を合図に、全員が立ち上がった。安全エリア予告サークルは、マップ中央の、平原を指していた。

「よりによって中央ですか」

「むしろチャンスじゃない？」

　残念がる悠珠をよそに、美月は楽観的だ。何を言って、と言いたそうな悠珠に、美月が続ける。

「こっちは狙撃できる人が二人もいるよ。高倍率スコープもあるし、狙撃戦なら、負けないんじゃない？」

「ですが美月さん。その場合、あなたは何もできない、良い的まとですよ」

「あ」

　美月は散弾銃と短機関銃しか持っていない。この二種類で遠距離からの狙撃に対応するのは、自殺行為に等しい。

「そ、そんときは、悠珠、よろしく！」

　美月のキャラクターは誰よりも最初に駆け出した。

「はぁ。あなたって人は……」

「でも、ウチも賛成だな」

　灯里が続ける。

「ここまで勝ち続けているんだし、美月ちゃんの言うとおり、決して不利じゃないよ。それに、ウチは悠珠ちゃんの腕を信じてるしね」

「おいおい、僕を忘れてないかな。これでも、この中では神埼さんの次くらいには、狙撃が得意な自信はあるよ」

「た、たっくんはその……」

　聴いているこちらが恥ずかしくなるようなやり取りだ。全く、青春ってヤツは。

「早く行こ！　安全エリア、狭まっちゃうよ！」

　美月は既に随分と先まで進んでいた。三人も、弾けるようにして駆け出す。

　そのときだった。

「銃声!?」

　琢磨はとっさにキルログアイコンに目を移した。人数が一人、減っている。

「もう一発聞こえた！　結構遠い。あっちの方！」

　美月がマップにアイコンを出す。進行方向の遙か先、場所は市街地の端だった。

「始まったか！」

「悠珠ちゃん、予想が当たったみたい」

　そしてまた一人、人数が減少した。残り、一〇人。

「ええ。そして、この戦いで生き残った方が、私達の最後の敵となります。できれば、少しでも数が減っていてくれたら助かるのですが」

　その後も人数が減り、銃声は残存人数が八を示したところで、止まった。





　⑥　激突






「意外と見えないもんだね」

　一行は森の終わり、平原との境目に伏せていた。さすがに平原を目前にして棒立ちしているわけにはいかない。どうぞ脳天を撃ち抜いてくださいと言わんばかりになってしまう。

「あの岩が邪魔だね」

　平原は、中央に向けてわずかに隆りゆう起きしていた。中心には、巨大な岩石が横数メートルに渡って屹きつ立りつしており、このように身を低くしていると、ちょうど反対側に位置する市街地の様子がまるで見えなかった。市街地を抜けてこの中心まで走ってくる敵がいるなら、絶好の狙撃チャンスとなっただろうが、このゲームはそこまで甘くないらしい。

「とはいえ、このまま待機が無難だとは思います」

「ウチも悠珠ちゃんに賛成。こうしている分には安全だしね」

「灯里センパイ、声震えてるよ」

「ちょっ！　美月ちゃん！　余計なこと言わんで！」

　美月の言葉で少し和んだが、それでも一行は緊張感に飲み込まれそうになるのを堪こらえていた。ここまで勝ち進んできたからには、なんとしてでも勝ちたい。そう思えば思うほど、敵も同じなのだと気づかされる。息を潜め、隙を狙ってきている奴らに、とうに発見されているかもしれない。そう考えると、片時も集中力を切らすわけにはいかなかった。予選開始から既に二〇分が経過している。集中力の限界が近づいていた。

「でも、この展開。なんか嫌な予感がするんだよね」

　美月がそれを口にした瞬間だった。マップ上に、次の安全エリアが表示される。

「これは！」

　琢磨が思わず叫ぶ。その円は、目の前に鎮座する岩石を中心に据えていた。最終収縮状態のそれは小さく、また範囲内は平原だけで、姿を隠すことはできそうにない。

「走ろ、皆！」

　灯里の掛け声をきっかけに、一斉に飛び出す。その距離は一五〇メートルほど。草を踏み鳴らしながら、一直線に駆ける。そのまま岩に背中を預け、姿勢を低くする。一行を襲う緊張感はますます高まって、自分達自身が走っているわけじゃないのに、皆、呼吸が浅くなっていた。口を開く者もいない。ヘッドホンから聞こえてくる音に、眼前に広がる景色に、全神経を集中させていた。

　安全エリアが収縮し、予定のサイズになった。敵の一行が市街地脱出にもたついているなら、このまま時間が経過すれば、勝利が確定する。生徒達は息を呑んだ。

　しかし、一向に勝利の知らせが届かない。右上の残人数も、八人のまま。次の安全エリアが表示され、円の直径はその岩とほぼイコールになった。プレイヤーが水平移動できる面積はほとんどない。生徒達の背後には岩の壁、目の前には安全エリアの壁が押し寄せている。それでも、人数は減らない。

「この裏か！」

　琢磨が叫んだ。それ以外、考えられなかった。そして不運なことに、形状からいって不利なのは自分達だった。最終収縮が終わっても勝負が決しない場合、特定ポイントに向かってそれは収縮し続け、最終的に全てのエリアがダメージゾーンとなる。その中心はわずかに西へずれており、このままそれが実現すれば、先にダメージゾーンに染まるのはこちら側だった。

「戦闘準備！」

　灯里が叫んだのと、空からグレネードが降り注いだのは、ほぼ同時だった。

「ぐっ！」

　着弾地点に一番近かった琢磨がダメージを受ける。ＨＰは一気に赤に染まった。それに続くように、スモークグレネードが複数個降り注いだ。あっという間に視界がゼロになる。

「たっくん大丈夫!?」

「大丈夫！　生きてる！　それよりも左右警戒！」

　スモークグレネードが放り込まれたということは、すぐに次の一手が来るということだ。安全エリアの残存面積は少ない。煙の外から闇雲に撃っても、中にいるキャラクターに当たる確率は非常に高い。つまり、このままでは蜂の巣にされる。

「こんな終わり方なんてゴメンだ！」

　琢磨は上空に向けてグレネードを投げた。これで岩の反対側に相手がいるのは確定した。あとは物量戦だ。左右から攻められないよう、突撃銃を連射する。

「こっち来てる！」

　灯里が叫ぶ。ＵＺＩの連射音がこだまする。それと同時に人数が七人に減少する。

「ウチがこのまま突っ込んで数を確認する！」

「だめだ灯里！　返り討ちに遭う！」

「信じてるから！」

　岸壁反対側に回り込もうと、灯里が岩陰に姿を消した瞬間、ものすごい量の銃撃音が鳴り響いた。

「灯里!!」

　そのときだった。耳が割れるほどの銃撃音の中、隣にいるメンバーの声すらまともに届かない程の轟音の中、それは確かに届いたのだ。

「あと三人！　登ってくるのが一人！　回ってくるのが一人！」

　それは灯里の声だった。弱々しく、かすれていて、でも色気のある彼女の声。それは、この轟音の中を突き抜け、メンバーに届いた。彼女が何よりもコンプレックスに感じていたその声が、相手の布陣を丸裸にしたのだ。そしてその言葉を最後に、残存人数は六になった。

「灯里！　畜生！」

「上は任せてください！　先輩！」

　悠珠のＬ96Ａ１が轟音とともに火を吹いた。岸壁をよじ登ってきた相手のヘルメットを一撃で貫き、死体は向こう側へと転がっていく。そしてその直後、今度は悠珠の体に突撃銃の弾丸が降り注ぎ、そして貫いた。

　──残り四人。

「ちくしょう！」

　琢磨は突撃銃を腰だめに構え、突っ込んでいく。

「言っておくけど僕は諦めが悪いんだ！」

　ジャンプしながら岩の陰から飛び出し、今まさに悠珠を撃ち抜いたそいつと対面する。

「うわあああ！！！！」

　その距離、一メートル。刹那だった。ものすごい量の弾丸が交差し、双方の肉体に突き刺さっていく。そして先にＨＰがゼロになったのは、琢磨だった。琢磨の体はジャンプの勢いのまま安全エリア外に吹っ飛んでいく。

「だから──」

　その直後だった。琢磨を射抜いた相手の足元で、爆発が起こった。

「──君も道連れだよ」

　琢磨は突っ込む直前、自らの踏み込む場所へ予めグレネードを投げていた。そう、最初から刺し違えるつもりだったのだ。相手は遙か上空まで吹き飛んでいった。

「あとは任せたよ。櫻井さん」





　　　　◇






　リーダーは勝利を目前に、笑い出すのを堪えるのに必至だった。

　作戦はこうだ。自分を残した他のメンバーが反対側に銃弾の雨を降らせ、壊滅、または足止めする。一人戦闘に参加しない自分だけが、この岩肌のえぐれた安全エリアに待機する。奇襲の最中も安全エリアは縮小し続け、仮に持ちこたえたとしても、相手はこちら側に来ることは叶わない。俺はこの場所で待機すれば、最後の一人となる。

　それはつまり、約束された勝利だった。最後に一人でも生き残った側が予選を通過できる、Ｇ甲子園ルールを最大限に活かした策だった。

　射撃音は鳴り止み、静寂が訪れている。残存人数は自分を含めた二人。後は相手のＨＰが安全エリア外ダメージで削られるのを待つだけ。それも数秒だ。次に聞こえるのは、勝利のアナウンスだ。

　──のはずだった。

　静寂の中、聞こえたのは、何かが投げ込まれた音だった。直後、大量の煙が視界を覆う。これは、スモークグレネード!?　そんなバカな！　視界はゼロ。最早自分がどのあたりまで移動できるのかわからない。なぜだ？　安全エリアはもう殆ほとんど残っていないというのに、敵はどこにいるんだ！　上か？　登ってきたのか？　ちくしょう、見えやしない！

「あたし、あんたみたいな人が一番嫌い」

　女の子の声!?

　馬鹿な、この戦闘の最中にオープンチャットだと？　音で場所が解ってしまうじゃないか。その方向に散弾銃をこうして！　お見舞いすれば、ほら……。あれ、当たらない？

「自分だけ陰でコソコソして、相手に勝ったつもりでいる。仲間を犠牲にする作戦を受け入れるなんて、スポーツマンシップの欠片もない。卑怯者だよ」

　すぐ近くで声が聞こえる。だけどそこに散弾銃を撃っても、当たらない。手応えがない。実際に、勝利のアナウンスもない、残存人数も減らない。

「自分は苦しまず、自分の欲求を通す。あんたみたいな奴がいるから、傷つく人が減らないんだ。もしかしたらそんな自覚もないのかもね。最悪」

　この闘いの最中に、相手に説教とは、恐れ入る。これだから、女は甘いんだ。ほら、そうこうしているうちに煙が薄まっていくぞ。そのまま言いたいことを好きに言っているがいい。

「知ってた？　ゲームってのはね、実力が全てなんだって。男も女も関係ない。合法的に女が男をボッコボコにできるんだよ。わかりやすくていいよね」

　今更何を言ってるんだ。どんな物事だってそうだろう？　強い奴が勝つんだ。だから俺が勝つ。ほら、煙が晴れたぞ！　丸見えだ！　じゃあな、バカ女！

　──いない？

「──だからその体に教えてあげるよ。手も足も出ない、恐怖ってヤツを」

　後ろ!?

　ガオン！！！

　直後、散弾銃の音が大音量で鳴り響いた。それは俺のものではなかった。気がついたときには、俺のキャラクターは地面に倒れ込んでいた。




「バトルロイヤル終了。Ｇ甲子園の予選を終了します」

[image: ]

　その瞬間、部室が割れるような歓喜で包まれた。

「美月ちゃん！！」

「っしゃー！！！！」

「美月さん！！！」

　三人はヘッドホンを投げ捨てるようにして外し、美月の元に駆け寄り、抱きついた。

「ちょっとみんな！　痛い、痛い！」

　美月の画面には、残存人数一と、勝利を示す文言が映し出されていた。そのＨＰは視認できないほどに減少し、瀕死を示す赤いエフェクトフィルターが掛かっていた。

　その様子を、全国中継のモニターは捉えていた。勝利の瞬間、ヘッドセットを外し視界から消えていく灯里の様子がワイプで抜かれている。

　俺は、放心状態だった。それは俺だけではない。この試合を見守っていた、実況者とプロも、同じだったのだ。勝利が確定した瞬間こそは相当な盛り上がりを見せていたが、すぐに息が切れた。常軌を逸したそのプレイに、毒気を抜かれていたのだ。

「なんということでしょうか。いや、言葉になりません。アナウンサー人生において、こんな展開を目にする日が来るとは思いませんでした。圧倒的不利な状況を覆し、勝利を摑つかんだのは、白鷲高校。そしてその切符を手にするべく撃鉄を引いたのは、櫻井美月選手、同校一年生。いやぁ、素晴らしい展開でしたね」

　画面には勝利が決したその瞬間が何度かリプレイされたあと、少し前の時間からのリプレイが表示されていた。場面は美月達のチームがグレネードを放り込まれたところから、ハイライトされている。それを見ながら、プロが解説する。

「はい。まさかの展開でした。勝利を決めた櫻井選手ですが、ここを見てください」

　美月のプレイ画面が表示されている。グレネードが投げ込まれた直後、彼女は何かを連続して飲んでいる。

「グレネードを投げ込まれた直後ですね。メンバーが応戦態勢を整える中、彼女が飲んでいるのは、ＨＰの持続的回復効果が得られるエネルギードリンクです」

「本当ですね。しかし、エネルギードリンクでは、銃撃をしのぎ切ることはできませんよね」

「ええ、本来なら、応戦するのがセオリーです。しかし直後、ほら、見てください」

　直後、チーム付近にスモークグレネードが投げ込まれる。そしてその視界の悪い中、彼女は匍匐前進を始めた。方角は、灯里達が応戦したのと反対側の、安全エリア外だ。

「これは本当に驚かされましたね。自分から安全エリア外に出ていくなど、あるのですか」

「通常は思いつかないでしょう。ですが、彼女は違った。そしてこのプレイです」

　岩周辺の地面はわずかに隆起している。少し離れて姿勢を低くすれば、その姿は視認しにくくなる。彼女は、安全エリア外で減少するＨＰをエネルギードリンクの持続回復と治療キットで補い、ギリギリ死なないＨＰを維持したまま、延々と匍匐前進を続けていた。

　そして、辿り着いたのだ。敵の陣営に。

「そしてスモークグレネードです」

　美月は岩陰に潜むようにしながら、それを転がした。姿勢を低くして勝利を待ち侘びる敵が、煙に包まれていく。

「彼女の武器は散弾銃でした。しかし彼女のＨＰはほとんどない。反撃されれば負けは確定です。だから彼女はスモークグレネードを使って、必中の距離まで近づいています。その間も、匍匐前進で」

「なんと素晴らしい集中力と心臓なのでしょうか。そして、その背中へ一撃。こんなプレイがありえるのでしょうか」

「プロである僕でも驚きました。この執念。そして勇気。もはや、常軌を逸しているとしか思えません」

「ＦＰＳのバーサーカーが、今まさに誕生しました。プロも驚く戦法を駆使して勝利したのは、白鷲高校の若き女神、櫻井美月選手。本戦での闘いが今から楽しみです」

　そうして、初のＧ甲子園予選中継放送は終了した。





　⑦　ゲームティーチャー斉さい藤とう太ふとし






「カンパーイ！」

　視聴覚準備室内はいつもより大分騒がしかった。俺のＰＣが隅に追いやられてすっきりしたテーブルに、代わりに並んでいるのは宅配ピザだった。生徒達と俺、そして駆けつけた校長と石いし橋ばし先生が、紙コップに注いだ炭酸飲料で祝杯をあげていた。もちろんこれらは、校長のおごりだ。校内に宅配ピザを遠慮なく頼むという破天荒さが、さすがである。紙コップなのにそれがワイングラスのように高級に見えるのも、さすがだ。

「櫻井さん。本当におめでとう。先生、嬉しくて……」

「石橋せんせぇ」

　心に傷を負った生徒と、その担任。微妙な関係が続いていた二人だったが、それも進展したらしい。美月はまるで母親に甘えるように、石橋先生のその胸へと顔を埋めて抱きついていた。全く、羨ましい。

「微笑ましい光景じゃないか」

　いつの間にか側に来ていた校長が、耳打ちする。近い。確かに微笑ましい光景だ。ブラウスのボタンが吹き飛ばないか俺は心配だが。

「ありがとうございます。校長のご理解とご助力があったからこそ、実現しました」

　俺は社会人として、上長に感謝の念を示した。

「全く、何を言うんだ、斉藤君」

　校長のメガネが光る。

「頑張ったのは彼らだ。成果を出したのも。我々はその後押しをしたに過ぎない。本当はわかっているんだろう。そういう気を回さなくていい。今はただ、教育者として、彼らの成長を喜ぼうじゃないか」

　校長の目線の先には、生徒達の笑顔があった。屈託のない笑顔に、思わずこちらまで笑ってしまいそうになる。

「そう、ですね」

　彼らは襲いくる逆境を、協力によって跳ねのけた。それぞれの短所を補い、長所を伸ばした。確かにゲームスキルは他の連中に及ばなかったかもしれない。だが、彼らのチームワークは、それらを優に超えたのだ。俺が教えたセオリーを忠実に守った上で、自分達で工夫して、作戦を練って、勝利を摑つかんだのだ。それは俺の想像を超えていた。

　それは彼らにとって、初めての経験だっただろう。

　それは、彼らを強くする。それは、彼らの人生を鮮やかに彩るだろう。

　ゲームは、人生を豊かにする。

　俺はその瞬間に立ち会ったのだ。

「センセ！」

　美月が俺に手を振る。あの生意気な目が、語りかけている。

（ねぇセンセ。あたしのこと、ちゃんと見ててくれた？）

　だから俺も、手を振って、その目に答えたのだ。

（ああ、見てたよ。そして、これからも）

　当たり前だろう？

　なんたって、俺は──




　──お前達の先生、ゲームティーチャーなんだからな。





　　　　◇






　番組が終了した後、選手プロフィールに走らせていたその目が、止まった。それは、白鷲高校のゲーム部顧問の名前が記された箇所だった。

　プロは声を出して笑った。周囲のスタッフ達が気味悪がるのも気に留めずに。

「そうか。お前か。そうやって、この世界に関わっていくのか。面白い、面白いじゃないか」

　そうしてプロはもう一度、参加生徒のプロフィール写真を眺めている。

「昔のお前にそっくりじゃないか。なぁ、斉藤」

　邪悪な思想で心が踊るなんて、何年ぶりだろうか。こんな良いニュースが他にあるか？　間違いなく、今日はいい日だ。これからのことが楽しみでしょうがない。

　プロは席を立った。その衝撃でネームプレートが床に転がったが、プロはそのまま立ち去った。

　ネームプレートには、「Rei」と書かれていた。
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　大坂なおみ選手、世界ランク一位。

　全豪オープン優勝、日本人初の快挙を成し遂げた先のニュースが連日メディアを賑わせていたことは記憶に新しいと思います。日本には同じく何かの分野で世界一位に輝いたスター選手が多くおり、知名度も抜群です。

　では、世界一位に輝いたプロゲーマーの日本人選手をご存じでしょうか。




　お初にお目にかかります、ゆあんと申します。

　ご挨拶を差し置いて生意気にも冒頭で問題を提起させていただいたのは、それこそが本作品を執筆するに至った私の動機だからです。

　日本には世界に誇れる文化が多くあります。世界中のファンから羨望を集める一方、国内では否定的な意見を聞くものもあります。アニメやゲームはその最たるものではないでしょうか。これは大変悲しいことです。

　夢は人の生きる希望です。そして、夢とは趣味の延長線上にあることも多くあります。その趣味が周囲に見下されるというのは、誠に辛いことなのではないでしょうか。そんな想いをさせる権利が、一体誰にあるというのでしょうか。

　本作ではゲームの肯定的な部分をお伝えしたく、ゲームが教育にどう影響するのかをテーマに、ゲームにかけるキャラ達の情熱と青春の模様を、コミカルに描けるように留意しました。お楽しみいただけましたら幸いです。




　文末となりましたが、謝辞を。

　私の意志を尊重し、根気よく向き合ってくださった担当編集の並木様、堤様。

　イラストを引き受けてくださった、イラストレーターの吟様。著者ですら気づかなかったキャラクターの魅力を存分に引き出してくださいました。

　そして、本書を手にとってくださった皆様。

　本当にありがとうございます。

　最後に、皆様にお伝えしたいことがあります。




　ゲームは一見して教育とは相容れないようなものに思えます。

　だけど、そうじゃない。

　ゲームの良さを知り活用すれば、それは人を育てもするし、救いもするのです。

　なぜなら、私自身、多くのことをゲームから学び、幾度となく救われてきました。

　ゲームは人を豊かにする。私はそう信じています。

　だってそうでしょう？

　人生こそが、ゲームそのものなのですから。
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